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序 文

熊本県教育委員会では、 九州縦貫自動車道建設に伴い、 日本道路公団の委託に

より、 昭和50年度から昭和54年度にかけて松橋~八代間の埋蔵文化財発掘調査を

実施中であります。

本報告書は、 昭和51年度に実施した「五ッ穴横穴群一八代郡宮原町」に関する

ものであります。

五ッ穴横穴群は古墳時代後期の墳墓ですが、 幸い主体部はルート外でありまし

たので、 前庭部が消滅するにとどまりました。 また、 すぐ西側の岩立古墳は、 同

じく古墳時代後期のもので、 八代地方特有の「鬼のいわや」形式の古墳で、 この

地方の文化財解明の手がかりとなるものと思います。

本書が、埋蔵文化財に対する認識と理解、 さらに学術・研究上の一助になれば

幸いです。

発掘調査の実施にあたっては、 日本道路公団の御理解と御協力をはじめとして、

調査指導の先生、 地元の方々からの御協力を賜りました。 ここに心からお礼を申

し上げます。

昭 和 54 年3月31日

熊本県教育長 井 本 則 隆



一一一一口例

1 、 本書 は 、 昭和51年度実施 し た 九州縦貫

自 動 車道建設 に伴 う 埋蔵文化財調査報告

書 で あ る 。

2 、 現地の埋蔵文化財の 発掘調査は 、 熊本

県教育委員 会文化課 が実施 し た 。 こ れ を

主 に担当 し た の は 村 井 真 輝 ・ 倉 原謙治

(五ッ穴横穴群 ・ 岩立 C 古墳) と 、 上妻

信寛 (大瀬田 横穴群 ・ 高塚古塔群) で あ

る 。

3 、 出土遺物の整理 お よ び遺物の 実測 に つ

い て は 、 村 井、 島津義昭、 高 野信子

(須恵器 ・ 土師器) ・ 下村悟史 (鉄器 ・

馬具 ・ 装身具類) ・ 豊崎晃一 (縄文時代

の遺物) ・ 高木正文 ( 中 世の 古塔) が当た

っ た 。

4 、 各本文 お よ び実測図 の末尾 に は担当者

名 を記 し た 。

5、 周辺の遺跡の調査は 島津が実施 し た 。

6、 遺物の写真 は 白 石巌が撮影 し た 。

7、 本報告書の編集 に は 村井 が あ た り 、 島

津の助言 を 得 た 。
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1 はじめに

第1章 序 説

九州縦貫自動車道建設にともなう埋蔵文化財調査に ついて、 熊本県と 日本道路公団との契約

に従って、熊本県教育委員 会が、 昭和51年4月から 10月まで「 五ッ穴横穴群」の発掘調査を実

施した。

遺跡の地学的所見に ついては、高橋俊正氏 (熊本大学教養部助教授) 、 長谷義隆氏(同大学理

学部助手) に依頼した。

遺構の発掘及び遺物の整 理に ついては乙益重隆氏 (国学院大学文学部教授)、白木原和美氏(熊

本大学法文学部教授)、佐藤伸二氏(国立 八代工業高等専門学校講師)の指導助言を得た。

関連資料に ついては、 三島格氏、 乙益重隆氏、石人石馬研究会( 代表岡崎敬氏)の協力を得て、

「熊本県八代郡 大野窟古墳」、 「 野 津古墳群調査報告」を掲載した。 他に 隈昭志、 高木正文が

調査した付城横穴群・寺山富の東横穴群・梅の木谷 横穴群・崩平横穴群の調査記録を記載した。

報告書作成に 関して、 遺物の整理・水洗・接合修復・写真撮影・拓本・実測等に ついては、

熊本県文化財収蔵庫で、行った。

調 査責任者

調 査 総 括

調査寄務担当者

地 質 調 査

調 査指 導 助言者

調査の組織
岩崎 辰喜 文化課課長(昭和53年度)

合志 太助 文化課課長(昭和52・53年度)

境 信三郎 文化課課長(昭和51年度)

真弓袈裟勝 文化課課長補佐(昭和53年度)

田中 繁 文化課課長補佐(昭和52・53年度)

河 野 宗忠 文化課 課長補佐(昭和51年度)

前田 利郎 文化課 課長補佐(昭和51年度)

上 野 辰男 文化課主幹

隈 昭志 文化課文化財調査係長

望野 正雄 文化課管理係長(昭和53年度)

松本 巽 文化諜管理係長(昭和51 ・ 52年度)

高橋 俊正 熊本大学教養部 助教授

長谷 義隆 熊本大学理学部助手

乙益 重隆 国学院大学文学部 教授

白木原和美 熊本大学法文学部教授
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調査指導助 言 者 佐藤 伸二 国立八代工業高等専門学校講師

資料提供協力 乙益 重隆 国学院大学文学部教授

三島 格 元福岡市立歴史資料館館長

石人石馬研究会(代表 岡崎 敬・九州大学文学部教授)

平山 修一 宇土市教育委員会社会教育課主事

高木 恭二 宇土市教育委員会社会教育課主事

調査及び資料整理 村井 真輝 文化課技師 上妻 ・信寛 文化課技師

島j孝義昭 文化課学芸員 高木 正文 文化諜学芸員

倉原 謙治 文化課調査員 安達 武敏 文化課調査員

中 山 清美 文化課調査員 下村 悟史 文化課調査員

勢田 庚行 文化課調査員 高野 信子 文化課調査員

豊崎 晃一 文化課調査員

高橋 信武(熊本大研究生) ・坂田 直(熊大生)
清田 純一(熊本高大生)

遺物写真撮影 白石 巌 文化謀調査員

協 力 者 八代郡宮原町教育委員会

八代郡竜北町教育委員会
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2 周辺の古墳分布
八代平野 宇土半島 の 基部 か ら 、 遠 く 日 奈久 ま で拡 が る 大平野は八代平野 と 呼ばれ、 熊 本県

第二の平野で あ る 。

平野の東部 を 限 る 山地 か ら は、 北 か ら 谷合川 、 北部 田 川 、 砂JJI、 吉野川、 氷川、 瀬戸口 川、

弥勤川、 岡谷川 、 大谷川、 水無川、 球磨川、 敷川 内川、 大坪川 、 汐鶴川 な どの 大小 の河川 が流

れ 出 し 、 上流の 山地 か ら 多 く の 土砂 を 運 ん で、い る 。 と く に 砂川 は、 そ の名の示す知 く 、 移 し い

土砂の流出 に よ り 河床 が埋没 し て 天井川 と な っ て い る 。
註l

八代平野の干拓は、 こ れ ら の河川 の形 成 し た 、 扇状地状三 角 州 を 基礎 と し て推進手れ た の で

あ る 。 古代 に あ っ て は、 山麓線 か ら 、 大略 1 . 5 kmの 幅 を も っ た挟少 な 平野 で あ っ た 。 今 日 の八

代平野の 大部分は、 慶長年間以降 に 作 ら れ た も の で あ る 。
健2

地域区分 八代郡内 に は 数 多 く の古墳 が知 ら れ て い る が、 山岳地域 に は皆無で あ る 。 古墳 は

海岸 を 臨む丘陵、 その背後 の 谷 あ い、 およ び海岸平野 に 分布する。
註3

ここでは、 八代地方の 古墳分布の あ り 方 を 小地域毎 に検討 し 、 そ れ ぞれの地区 の古墳 の特性

と い っ た も の を 素描 し て み た い 。 山地景観や、 河川 を 境 と し て地域の区分 を お こ な う と 八代地

方 は 7 地域 に 区分で き ょ う 。
鉢4

( 1 )A地区 松橋町の 南半 と 小 川 町 に 相当す る 。 すなわ ち 大野川 よ り 南、 砂川 よ り 北の 地域 で、

東 は標高200- 250 m の 山塊 に 限 ら れ て い る 。 山麓の丘陵は 発達せ ず、 すぐ に 平盟面 に移行 す

る 。 山麓 に は湧水 が多 く 見 ら れ、 湧水池 が築 か れてい る 。

(2)8地区 砂川 か ら 南、氷川 までの地域。 大略竜北町域 に 一致す る が、一部氷川 の右岸 が宮原

町 に 含 ま れ る 。 こ の地区の丘陵地の背後 (東側) に は、 大 き な 開析谷が発達 し て い る 。

(3)C地区 氷川 の右岸、 宮原町早尾 ま での地域で、 B 地区 と 同様開祈谷 の発達か著 し く 、低

丘陵が多 く み ら れ る 。

(4)0地区 竜峰山 の北西山麓、 旧竜峰村中 に相応す る 。 山麓 に は発達の進 ん だ 開析谷 が多 く

み ら れ る 。

(5)E地区 D地区 か ら 球磨川 右岸 に か け て の地区 で、 竜峰山 の 西南山麓部 と 球磨川 の右岸三

角 州地帯 に 相応す る 。 こ の地区は古代 に あ っ て は、 球磨川 の運ん だ 多量の土砂 に よ り 、 か な り

西方 ま で三 角 州 が発達 し て い た ら し い 。

(6lF地区 球磨川 か ら 南、 日 奈久 ま での地域。 北東部 か ら 東西 に走 る 直線上の 山麓線 は 中央

構造線の一翼 を な す 八代 ・ 臼杵断層 線の南端部 に相当す る 。 古代 の平野は、 山麓寄 り の 少地域

で あ る 。

(7)G地区 八代平野の 西端 に 存す る 島状の地区で、 か つ ては島 で あ っ た 。 北 か ら 、 産島、 大

島、 高島、 小鼠蔵、 大鼠蔵、 水島 な ど があ る 。 ほ と ん どの 島 に 古墳 が築造 さ れ て い る 。
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各地区の古繍 各地区 の 古墳の 分 布 を述べ る 。 本報告書は、 B 地区 に 存す る 岩立C古墳の 報

告 で あ る の で、 A、 B 、 C地区 の み に 限 っ て 記述す る 。

( 1 )A地区 古墳数 は 多 く な い 。 5 基の円墳 が知 ら れ て い る 。 小川 町中小野 か ら 砂川右岸 の 南

小川 に か け て は 古墳 が知 ら れ て い な い 。 古墳 は、 年 の神1 号墳 を 除 い て 巨石 を 使用 し た横穴式

石室墳 ら し い 。 分散 し て 分布す る 。 調査がお こ な わ れ た 年 の神1 号墳 は、 石室の正面 に く り 込

み の あ る玄門 を 持う、 特異 な 構造であ る 。 同 2 号墳 は、 凝灰岩の切石 を 使 用 し た 横穴式石室 を

持 ち 、 7 世紀の 築造 と 推定 さ れ て い る 。
位5

( 2)8地区 多量の 査 が出 土 し た 高塚東原遺跡 が、 今 日 の 知 見 で は 方形周溝墓 で あ ろ う と 推定
睦6

さ れ る 。 出土土 器 は 、 塚原古墳群の 最古式 あ る い は、 そ れ よ り 古期 の 様相 を も っ て い る 。 高塚

一帯 に は、 数基の 古墳 が見 ら れ る 。 通称大野原 の丘陵上 に は 、 4 基の前方前円墳 と 数基の円墳

が分布 し て い た (野津古墳群 付論乙益重隆氏報文 を参照 の こ と L消滅 し た 天提古墳、 お よ び

姫ノ城古墳 か ら は、 凝灰岩製の石製品 が出土 し て い て 、 九州| に於け る 、 こ の種の遺物の 分布の

南限 と な っ て いる。 大野原 の 東側 の谷 あ い の小丘陵 に も 、 前方後円墳 と 円墳 が分布 し て い る 。
位7

円筒埴輪 を 出土 し た 東新城古墳 (前方後円墳) 山 中古墳群 ( 3 基)、 橋屋林古墳群 ( 2 基) は B 地
陸8

区 の 北側 、 砂川左岸 に 分布す る 。 南の氷川右岸 の宮原町立神地区 に は、 奮園古墳群 ( 4 基)、 九

十九古墳群 (10基以上)、 園 の迫古墳群 ( 2 基)、 立神本村古墳群 ( 2 基)、 溝 口古墳群 ( 3 基)、 下

溝口古墳群 ( 3基)、 馬原古墳群 ( 5 基)、 深川 古墳群 ( 3 基) が分布 し て い る 。 未調査の ま ま 消

滅 し た も の も 加 え る な ら 、 40基以上の一大古墳群で あ っ た 。 園 の迫古墳群の ー基は 、 乙益重隆

氏 に よ り 調査 さ れ、 直径約18 mの円墳で 円筒埴輸 を 出土 し 、 6 世紀代 の も の と さ れ て い る 。
位9

ま た、 凝灰岩崖 を 利 用 し て 多 く の横穴 が築 か れ て い る 。 高尾横穴 (20基以上)、 乱橋横穴 (40

基)、 小園横穴 (数10基)、 向 山横穴群 ( 2 基)、 竹の下横穴群 ( 9 基)、 大瀬田横穴群 ( 7 基)、 段横

穴群 ( 6 基)、 七ツ穴横穴群 ( 9 基以上)、 五ツ穴横穴 ( 5 基)、 岩 立三ツ穴横穴群 (24基) な ど が

あ る 。

(3)C地区 古墳の 立地は B 地区 の 立神周辺 と 似 る が、 築造数 は 少奇 い 。 こ の地区では、 平野

部 に 、 2 基の古墳 が存 し 、 以南の平野部 に群集す る 古墳の北限 と な っ て い る 。 原 田 古墳は凝灰

岩 の石材が残存 し て い る 。 さ ら に 西方の 有佐古墳 は、 縄文時代 の 貝塚の上 に 造 ら れ、 円筒埴輪

な ど が出土 し て い る 。
腔10

丘陵部 に は、 小越古墳群 ( 2 基)、 花立山古墳群 (数基)、 大王山古墳群 ( 3 基) な ど の 群集墳

の外 に 10数基の 古墳 が単独 で分布 し て い る 。 佐藤伸二氏、 佐 々 木貞 行 氏等 に よ っ て 調査 さ れ た

室山古墳は丘陵先端部 を 溝 に よ り 区画 し た 直径16 mの 円墳で あ り 、 2 基の組合せ石棺 が出 土 し

2 号棺 か ら は、 斧、 ひ る 鎌、 錐、 鑑、 剣、 万子 な どの 多種の鉄製品 が出土 し た 。 調査者は 5 世
E亨11

紀前半 と 考 え て い る 。 ま た 乙益重隆氏 に よ っ て 調査 さ れ た、 大王山三号墳は、 長 さ 3 . 60 m、 幅

1 .1 5 mの割石小 口積の竪穴式石室内 に、 舟型石棺 を 収 め て い る 。
住12
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横穴は、 わ ずか に天真積横穴群 (数基) を 見 る の み で あ る 。

註 1 三浦保寿『熊本県新誌.1 1963 東京 鏡・宮原(有佐・竜北) 11'日本図誌大系.1 (九州11)

註 2 土木学会編『明治以前日本土木史J 1936 東京

註 3 石川愛郷編『八代郡誌.1 1973 (名著出片復刻版)東京

註4 乙益重隆Ii'B巴後上代文化史.J 1954 熊本 P 153- P 161では八代平野の古墳群の在り方を、 地

形的条件により次の三地区に分割されている。①砂川、 氷川、 鏡川、 球磨川の三角洲が権成さ

れる、 その頂点付近にまとまるもの。②五家荘山塊が南北に延びた、 山麓線に平行して分布す

るもの。③沖合に点在する島々に群集するもの。更に②は吉野村を中心とする台地上に群集すで

るものと、 台地の崖下に平行するもの。

註5 富樫仰三郎・松本雅明「小川町年の神古墳」 熊本史学15・16号 1959 熊本

註 6 花岡興輝「八代郡竜北村における土師器の埋設遺跡について」 熊本史学11 熊本

註 7 乙益重隆「熊本県姫ノ城古墳発見の石製遺物」九�+I孝古学3・ 4 1958 福岡
註 8 富樫勿三郎・平山修一・高木恭二「熊本県内前方後円墳地名表J l'向野田古墳』所収 宇土市

埋蔵文化財調査報告書第2集 1978 熊本県宇土市

註 9 乙益重隆「熊本県八代郡園の迫古墳J 11'日本孝古学年報11.1 1955 東京

設10 富樫矧三郎氏によって調査された。 また1978年墳丘から赤色顔料を付した石材が出土した。

廷11 佐藤伸二・佐々木貞行『室山古墳調査報告書」宮原町教育委員会 1976 熊本県宮原町

註12 乙益重隆「熊本県八代郡大王山古墳J 11'日本孝古学 年報11.1 1955 東京

(島津 )
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第2章 調査の概要

1 調査の方針
五ッ穴横穴群 の 発掘調査は 、 昭和51 年 4 月 下旬 に 開始 し た 。 調査対象地域 を道路公団の建設

計画書 中 の 測 点 で示す な ら ば、 STA 81-STA 82 、 STA 85+60- STA 88、 STA 107-

STA 109+20の そ れぞ れ の 聞 に 当 る 。 STA 81 - STA 82 ( 高塚古塔群) と STA 85+61 -

STA 88 (大瀬田横穴群) の調査は 、 上妻信寛が、 STA 107- STA 109+20 (五ッ穴横穴

群 、 岩 立 C 古墳) 聞 の 調査は 村井真輝 ・ 倉 原謙治 が調査 を 担 当 し 、 高橋信武氏 (熊大 考古学研

究室研究生) の 協 力 を 得 た 。

近接 し た 4 ヵ 所の遺跡 を ほ ぼ平行 し て 調査 を 実施す る た め 各遺跡 を五ッ穴A-D と 仮称 し 、

五ッ穴A地区 (五ッ穴横穴群)、五ッ穴B地区 (岩立C 古墳)、五ッ穴 C 地区 (大瀬田横穴群)、五

ッ穴D地区 ( 高塚古塔群) と し た 。

2 調査の概要
調査は昭和51年 4 月 か ら 同年10月 に か け て 実施 し た 。 調査対象は 、 八代郡宮原町大字立神字

岩 立 の 「五ッ穴横穴群の 隣接地」 ・ 「岩立C 古墳」 と 八代郡竜北町字高塚の 「大瀬田 横穴群の

隣接地」 ・ 「高塚古塔群」 で あ る 。

1) A地区(五ッ穴横穴群)

現状は 荒地 で あ り 、 山 火事の 後の ような状態で あった の で、 立木の伐採作業か ら 仕事 を 開始

し た 。

こ の 地区 は戦後 開 墾 さ れ た こ と が あ る と のこ と で、 段 々 畑状 に な っ て い る 。

第 2 図 に 示す よ う に 10本の 試掘溝 を 設定 し た 。 又 、 荒地 と 水 田 と が接す る 崖 面 を 掘削 し た 。

各試掘溝か ら は横穴 に 関連す る 遺構、 あ る い は 古墳時代 よ り 以前 の 遺溝は 発見 で き な かっ た 。

崖面掘削 に お い て も 、 横穴 は 発見 で き な かっ た 。

た だ し こ の地区 か ら 2 点の ほ ぼ完形 に近 い杯 を 表採 し た 。

2) B地区(岩立C古績)

石室の 軸方向 (A- O -B方 向) と 、 そ れ に 直交 し 石室 を 二分す る 方向 ( C - O -D方向)

に ト レ ン チ を 設定 し 、 周溝の存 在 を確認 し た 。 又、 こ の 試掘溝観察 か ら 、 第 8 ・ 9 図 を 作製 し

た 。

周溝は第10図 に 示 すよ う に 少 し 角ばっ て 「の」 の 字 を 描 いて い る 。 周 溝の 中 か ら は 主 に 須恵器、

土師器 が出土 し て い る が、 第17図 に示 し た 地区 か ら は 古墳時代の遺物の ほ か に 中世の遺物 ( 瓦質
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土 器、 糸切底の土師器の皿)が出土した。 又羨道部・前庭部と周溝の南側から 装身具、 鉄鍛、

万子、 馬具類が出土している。 出土状態から当初埋葬した位置からかなり動いていると思われ

る。

石室内はごみ捨て場のような状態になっていた。 石室壁面の石材は凝灰岩である。 壁面の風

化の度合いから見て、 開口してからかなりの時が過ぎていると思われる。 横穴 式石室内の平面

形はほぼ方形の単室墳である。 計画に従って石室はむろんのこと周溝、 墳丘まで完掘した。

墳丘は畑地の開墾の時掘削され、 元の状態はほとんど止めていないが、 周溝の状態から、 円

墳と考えられる。

封土中に多数の押型 文土器が含まれている。 残丘部の下 部に旧地面が残存しており、 縄 文早

期の包含層を検出したので発掘作業を引き続いて行った。 封土の下からは旧表土層(縄 文後期

から古墳時代の表土 )の下に縄 文前期と縄 文早期の遺物包含層を検出した。

3 )  c地区(大瀬田横穴群隣接地)

調査佐置は、 下益城郡 小川町大字稲川の集落に川を挟んで面した標高 50-60mの丘陵の東斜

面である。 道路建設地外には大瀬田横穴群が閉口しているが、 道路建設地内に横穴 が存在する

か否かは不明なので、 存否の確認のため、 横穴の存在し そうな部分に 5本の トレンチを設定し、

土層観察の後に.、第56図(地形図 )，こ示した一帯の崖面の覆土 を除去した。 しかし、 遺物、 遺構

は何等存在しないことが明らかになった。

4) 0地区(高塚古塔群)

小川町と竜北町の境界近 く、 稲川の左岸近くの台地(海抜 25m)の薮の中に存在するコンク

リー トブロック製のお堂(中に2柱 の御神体あり)と2 基の古塔(五輪塔と灯龍を重ね合わせ

たもの)である。

お堂と古塔は他所に移転する予定であり、 上物の実測と 写真撮影を実施した。 また古塔は元

'の位置から移設されており、 発掘作業は行わなかった。

(村井)
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第3章 A地区(五ッ穴横穴群)

1 現状と調査の方針
八代郡宮原町大字立神字岩立に属する。調査は、 昭和51年4月21 日から 6月18 日まで実施し

た。この地区は、 野津古墳 群の存在する丘陵の東側後背地に当たる谷(大野貝塚と西平貝塚と

の聞を流れる谷郷川の上流)の北側斜面である。

小河 川を挟んで対時して南側斜面の舌状に突出した小丘陵 部上に岩立 C古墳が構築されてい

る。この小河 川の両側の丘陵の背 部及び傾斜面 部一帯は戦前まで、 大部分が雑木林であったと

いうことだが、 第二次大戦後の食糧増産運動と柑橘植付のブームによって開墾された所である。

この地区は、 一度は畑地として開墾されたと見えて、 段々畑状になりうねが残っている所もあ

る。立ち木の大きさから耕作を放棄して 20年は経たと考えられる。

調査にはいった時は、 山火事の後のような荒地であり、 大きな樹木や潅木が焼け残ったよう

にして立っていた。作業は立ち木の伐採から開始した。

a、 縦貫道敷地内における横穴の有無を確認する。

b 、 横穴群に付随する遺構の有無を確認する。

c 、 横穴以外の遺構の存否を確認する。

d 、 荒地の 部分は樹根が多く、 他方は湿田であり全面 的な 発掘作業は困難であることから地

形に合わせてトレンチを設定する。

a-dの計画に従って、 第3 図 に示すように10本のトレンチを設定した。また、 荒地と水田

と接する崖面は除草を行い、 覆土のある所は排土した。

各トレンチからは、 横穴に 関連する遺構、 古墳時代より以前の遺構や、 中世の遺構等は検出

されなかった。崖面の掘削においても横穴は検出されなかった。この地区からは、 2点の土不を

表採しただけである。ところで、 宮原町教育委員 会が佐藤伸二氏に依託して、 五ッ穴横穴群の

調査が時期を同じくして行われた。この調査により従来5基と 言われていた横穴の数は、 確実

に9基は存在することがわかった。一 部、 崖がくずれて埋没した状態になっている 部分がある

のでそれ以上のことは不明である。同時に横穴が閉口している前面の水田中から須恵器が出土

し、 多数採取されている。これらは宮原町公民館に保管された。宮原町の横穴 群に ついての調

査結果に ついては、 宮原町教育委員 会から近 日中に報告される予定である。
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2 調査日誌抄
昭和51年 4月21日から 9月28日まで 4地区(A・B・C・D )の調査を実施した。 各 地区 の

調査期間を列記すると、A地区 (五ッ穴横穴群)は 4月21日~・6月21日、 B地区(岩立C古墳)

は 4月21日- 6月21日、C地区(大瀬田横穴群) 8月11 日- 9月28日、D地区(高塚古塔 群)

7 月20 日- 9月 3 日で、ある。

A地区 とD 地区からは、遺構らしいものが検出されなかったので、調査期聞が短縮された。

4月21日 本 日から調査を開始する。 調査者は、村井( 文化課技師)と倉原( 文化課調査員)

の二名である。 降雨激しく雑木の伐採作業を中止する。

4月22日 雑木の伐採作業を開始する。

4月26日 雑木の伐採と除草作業を行う。 草や雑木は焼却する。 第 9トレンチ設定予定地近

くに 長楕円形(0 .5X 1 m)の竪坑を発見する。

4月27 日 発掘に必要な器材を収蔵庫から搬送した。 第5トレンチと昨日発見の竪坑の発掘

を開始する。 第5トレンチの側でマムシを見 つけたので作業員全員、顔色を失う。

5月4 日 A地区 、B地区を含めて地形測量(括。平板測量)を開始する。 4月26日から発掘

していた竪坑からの出土遺物はなかった。 また穴の底は水によって浸食さており、凝灰岩のひ

び われの中を地下水が流れてできた穴と思われるので発掘を中止する。

5月10 日 荒地と湿田との境の崖(東側)の掘削を行う。

5月13 日 プレハプの作業小屋を建設する。 今日からやっと発掘用具の収納が安心してでき

るようになった。

5月24日 最近、雨の降る 日が多く作業がはかどらない。

5月28日 B地区の発掘に労力を集中するため A地区の発掘をしばらく休止する。

6月7 日 第 9 トレンチの発掘を開始する。

6月 8 日 第 5 トレンチの発掘を開始する。 3本のクヌギの大木があるので困難な作業とな

った。 器材(鍬・鎌・鋸等)の消耗がはげしい。

6月10 日 第6、 10 トレンチを設定する。 第6 トレンチ設定地付近は、 開墾されて畑になる

以前に石切り場になったことがあると見えて、トレンチ内から凝灰岩の破砕礁が多量に出土す

る。 また、基盤となっている凝灰岩まで 削平されている。

6月1 8日 第 5、 6、7 、10 トレンチを観察したところでは、 採石や開墾によって基盤面に

達するまで著しく撹乱をうけている。

6月19日 調査係会議で検討の結果、A地区の発掘調査を打ち切る。

nu

 

噌E4



図mR書凶零m-
〈
図町総

-11-



3 調 査内容
I ) 卜 レ ン チの設定(第3図)

調査対象地域は、 荒地(耕作を放棄したため雑木林となっている)と湿田である。 隣接地の

崖には9基の 横穴(五ッ穴横穴群)が開口しているため荒地と湿田とが接する崖の除草と掘削

を 行い横穴の存否の確認作業を行った。

湿田には、 近接する横穴群に関連する遺構の存百の確認と水田の基盤となっている土層の様

子を確認するため第1-4トレンチを設定した。 荒地の部分は山の斜面を段々畑に開墾した形

跡が残っているので地形に合わせて任意に第5-10 トレンチを設定した。

2 ) ト レ ン チ の観察記録

第3 図 に示したように、 10本の トレンチを設定した。 第1-4トレンチの壁面の観察結果

はほぼ同様で、 耕作土 の下に水田特有の不透水層(粘土化して、 鉄分が集積しているJ、 整地

した土層 、 基盤の凝灰岩の順になって いた。

第5-10 トレンチのうち、 第5- 9 トレンチは一度は畑地だったが放棄されたため荒地とな

ったところで、 第6-8 トレンチの崖に近い部分からは瀧灰岩の破砕礁が多く出土した。 これ

等の破砕礁は周辺の水田の石垣の用材を採取した時できたもの であろう。 それを開墾の時じゃま

になるのでーケ所に集めたためと思われる。 3本のトレンチともほぼ同様で、あった。第10卜レンチはミ

第3図 A地区(五ッ穴績穴群) トレンチ設定図

- 12 -
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カ ン 園 で あ り 、 耕作土の下は基盤と な っ て い る 黄色の瀧灰岩 (阿 蘇火砕流町) で あ る 。

10 本のト レ ン チは 以上の よ う な 1犬態 で あ る た め 、 第 l トレ ン チ と 第sトレ ン チの 断面 図 (第4

図 1 ・ 2 ) を 例示 す る 。

O 第 1 トレ ン チ ( 第 4 図 1 )

湿田の土層 断面 で あ り 、 上 か ら 順 に第 I 層 (水 田耕作土)、第 E 層 (黄褐色粘質土)、第 E 層 (瀧

灰岩 の破砕離 を 含 む淡褐色土)、基盤 (黒色礎灰岩、 阿 蘇火砕流m) である。

第 E 層 の 上面には う す く 褐色 の 鉄分 を 多 く 含 む部分がある。 こ の層 の土 は 水固化 さ れ た た め 、

水 の 作用 で粘質化 し た も の と 思 わ れる。

第困層は、 開墾 し た 時、 整地の た め低 い 所に埋立 て た 土 と 思 わ れ る 。

基盤は、 礎灰岩 で あ る の で水 を透 き な い た め に 水捌 が悪〈、 崖下 からは、 常 に 水 が湧 い て い

る の で第 1 ト レ ン チ 設定地は 山 間特有の湿 田 で あ る 。

O 第 5 トレ ン チ (第 4 図 2 )

北端 か ら 7 m 聞の東壁断面図 で あ る 。 上 か ら 順 に 第 I 層 (表土層 、 黒褐色、 腐葉土) 、第 E 層

(褐色粘質土)、第困層 (黄褐色土、 砂混入)、第N層 (褐色粘土)、基盤 (阿蘇火砕流N、 風化 が

進 ん で い る J で あ る 。

第I層 は、 耕作 を 放棄 し て か ら 後 に雑木林 に な っ て か ら で き た と 考 え ら れ る 。

第 E 層 か ら 第V層 の 土 は 均質 で は な く トレ ン チ の北端の堆積の状態 は低 い 方 に埋立 て て 整地

し た状態 で あ り 、 第E層には離灰岩 を 含 ん で い る 。 第 E 層 と 第 百 層、 第 百 層 と 第V層 の 聞 に は、

第 E 層 、 第百 層 と し て示した 砂の堆積 し た部分 があ る 。

以上、 列記 し た よ う な こ と を 関連づ け て考 え る と 、 山 の 斜面 を 削平 し て耕地化 す る 作業 が 4

回 に 分 け て 行 わ れ て い る こ と が 第 ll -V層 の堆積状態 か ら 考 え ら れ る 。 し か も 砂の 間層 (第

m . lV層 ) があ る こ と か ら 連続 し て作業が行 わ れ な か っ た こ と を明示 し て い る と 考 え ら れ る 。

3 )出土遺物

第 5 図 に示す 2 点 の遺物は い ずれ も 表採 で あ る 。 杯の葦 と 身 で あ る が一対の却 では な い 。 却

の 蓋 は、 山焼 き の 時ょ焼 け だ と 思 わ れ る 。 中に木炭 が入 っ て い た 。 t不の身は 第9ト レ ン チ の 南

端近 く 、却 の 葦 は 第 5 トレンチ 中央部近 く か ら 表探 し て い る 。 遺物の特徴につ い て は 第 2 表 に

示 す 。

4) まとめ
A地区 の 調査対象 と し た地域は、 正 し く は五ッ穴横穴群隣接地であ り 、 山 の 斜面 はおそ ら く

4 回程度 の大 き な開 墾作業 が実施 さ れで畑地 と な っ た と 考 え ら れ る 。

横穴 に 関連 す る よ う な 遺構は、 何等検出 き れ な か っ た の で、 五ッ穴横穴群 は 、 調査 し た範囲

ま で、は広 が っ て い な い と 考え ら れ る 。

表採の 2 点 の須恵器 (却の蓋 と 身) は、 焼質、 形式 と も に 五ッ穴横穴群 の 中 か ら 採集 さ れ て

-14-' 



いるものと類似しているので横穴群の遺物の一部

かもしれない。 これらの遺物は岩立C古墳出土の

遺物より古い形態を持っているように見える。

五ッ穴横穴群の地 主の話では、 田圃の排水路を

掘る時多数の須恵器を採集したが、 全てを横穴の

中に投棄したということである。

(村井) 乞
0 5  

第 5 図 A地区 ( 五ッ穴横穴群)表採坪実測図
(高野)

図版 穏種 法 量叩

口径 13 . 7
器 高 3.4 

1 t手 蓋

口 f呈 10 . 5
器
立

高 5 . 3  
ちt が り 部

2 tæ 身 1.7 

第l表 A地区表採遺物袋

形 態 上 の 特 徴

天井部 はフットで あ る 。
口縁端部 は や や 尖 り 気味で あ り
口縁

稜
部
を

内 面 に は 、 ヨコ ナ デ に よ
る 残す。

底部 は 丸味を帯
で短

び る 。
受け部は肉厚 < 11ぽ水 平で
丸 〈 収 め る 。
立ち上 が り 部 は 1 . 7叩 を測 り 、
内傾 し て 立ち上が り 、 ロ縁部 は
わずか に傾斜 し 、 内 面 に 稜 を残
す 。

技 法 上 の 特 徴

口縁部 か ら 天井部 に か け てヨコ
ナ デカ吻面 さ れ 、 天井部は ヘ ラ 削
り 後ヨコ ナ デ に よ り 調整 さ れ て
い る 。
器内面はヨコ ナ デ

口縁部 か ら 底部 に か け て は 、 ヨ
コ ナ デが施 さ れ て い る 。
底部は 回転ヘ ラ 削 り 後ヨコ ナ デ
に よ り 調盤 さ れ て い る
器内 は 口縁部品、 ら 底部 に か け て
ヨコ ナ デ が施 さ れ て い る 。

-1 5 -

色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は栂灰色 。
胎土 は小粒子 を 含 む 。
焼成 は 良 好 。

色調は灰色 。
胎土は 小粒子 を 含 む 。
焼成 は 良好 。

(高野)



第4章 B地区(岩立C古墳)

1 現状と調査の方針
八 代郡宮原町大字立神字岩立 に属す る 。

調査は、 昭和51年 4 月 21 日 か ら 9 月 3 日 ま で実施 し た 。 A地区 (五ツ穴横穴群) と 隣接す る

た め 平行 し て 調査 を 行 う こ と に し た 。

岩立 C 古墳の存在す る 小丘陵は、 先 に も 述べ た よ う に小河川 の 谷 の 南斜面 の舌状 に突 出 し た

小台地 で あ る 。

こ の 台地の土層 は、 黒色 の溶結凝灰岩 (阿 蘇火砕流ill)、 黄色 の瀧灰岩 (阿 蘇火砕流町)、 そ の

上の縄文土器 包含層 か ら 成 っ て い る 。

古墳墳丘の隣接地は柿園、 蜜柑園、 梅園 お よ び菜園 で あ る 。 墳丘の残正部上は、 ク ヌギ が生

え て い た ら し い 。 こ れ を伐採 し て栗 を 植 え 付 け で あ っ た 。

こ の地区 は、 前述 し た よ う に 第二次大戦後、 開墾 さ れ た 所で あ り 、 墳丘は 三枚の畑の 境 に あ

っ て、 三角錐状 に な る ま で封土 が掘削 を う け て い る 。 封土 の上や 中 お よ び裾 に は 人頭大の蝶 が

散在 し て い る 。 礁 の 種類 はチ ャ ー ト と 磯岩 が大部分 であ る 。 墳丘の 隣接地の耕作土 の下は こ の

小台地の基盤 と な っ て い る 黄色 の瀧灰岩 (阿 蘇火砕流N) で あ り 、 場所 に よ っ て は そ の下の 地

層 を つ く っ て い る 黒色の凝灰岩 (阿 蘇火砕流血) が露出 し て い る 所 も あ り 、 削平 し た こ と が よ

く わ か る 。

石室の天上石 は す で に失 な わ れ て い て 、 側 壁 と 奥壁の 上 3 分の 2 は 露出 し て い た 。 石室内 に

は塵芥 が投棄 さ れ て い て 、 そ の 上 に 封土の一部 が流入 し て い た 。 石室の用 材は、 黒色の熔結礎

灰岩 で あ り 、 露出部分 は、 表面 が魚鱗状 に剥離 し 亀裂 も 走 っ て い た 。 風化の進行 の程度 か ら 、

開 口 し で か ら の 年 月 が古い も の と 考 え ら れ る 。

旧地主の話 し に よ る と 、 石室 は こ の 一帯が開墾 さ れ た 後 に 好事家 の 手 で二、 三度、 盗掘 を う

け た と の こ と で あ る 。

石室が露 出 し て い る こ と か ら 次のよ う に調査の方針 を た て た 。

a 、 石室内 の 土石 を排出 し て 、 石室の実測 を 行 う 。

b 、 墳丘 を 四分割 し て 封土の状態 を 観察 し た 後、 築造時 に お け る 地表面 ま で封土 を 除去す る 。

c 、 封土除去後、 石室の掘 り 方の観察 を す る 。

d 、 周溝の 有無 を確認 し 、 有す る 時は、 全面 を露出 し 、 実測す る 。

e 、 古墳 に 付随す る遺構は で き う る 限 り 、 露出 さ せ築造の工程 が最大限把握 で き る よ う に 調

査す る 。

。。唱EA



第6図 岩立C古策調査区介図

f 、 調査実施中 、 安全性 を優先す る 。

B地区 の 各部 の 名 称 は 、 第 6 図 に 示す。

OA ・OB ・OD 'EF 'IJ 'CK . LMは断面図を取った佐置を示す。

長方形に囲んだJ-I 、 J-ll区は縄文土器を発掘した区域を示す。

- 17-
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2 調査日誌抄
4 月 21 日 A地区 の 日 記 に記録 し た よ う に、 雨の た め作業 を 中止す る 。

4 月 22 日 八代郡宮原町教育委員会の佐々 木主事 と 協議し、 今回発掘す る 五ツ穴横穴近くの

古墳の名称 を 「岩立C古墳」 と 呼称す る こと に した 。

な お 縦貫道用地周辺の踏査 に よ っ て 、 新た に l 基の 高塚古墳 を 発見 し 、 近隣の 2 基の 古墳 を

合 わ せ て 「岩立 古墳群」 と 呼称す る こ と に し た 。

A古墳一七ツ穴横穴群の 東側 、 宮原町 と 竜北町の境界 の宮原町側 にあ る 。 石材、 墳丘 が残存

す る 。

B古墳一石措 が出土 し た と の伝承 あ り 。 径10m程度の墳丘状の 高 ま り が あ る 。

C古墳一今回調査す る 古墳

4 月 26 日 墳丘の除草作業 を 行 う 。

5 月 4 日 墳丘周辺の柏木 の 整理 と 除草した草 を焼却す る 。

5 月 7 日 墳丘の平板測量 (話。) を 開始す る 。

5 月 1 1 日 石室内の土石 の排出作業 を 開始する。 室内 は 、 ま さ に ゴ ミ 捨て 場 であー り 、 ガラス

片 が多 く 出 る 。 そ れ ら に 混 っ て 須恵器片 、 瓦質土器、 埴輪片等 が出土 し た 。

5 月 17 日 第 6 図 の00 の 南側 を 発掘す る 。 周溝 を 検 出 し た 。 墳丘の東側 の 周溝の上、 耕

作土層 直下 か ら 磨製 の 石斧 が出土 し た 。

5 月 20 日 17 日 検出 の 周 溝 を追跡す る 。

5 月 27 日 周溝の 輪郭 をtdõ' よ そ 露出 さ せ る こ と がで き た 。

5 月 31日 前 庭 部 の 表 土 の排土 中 か ら 馬 具 の 帯 金具 と 思 わ れ る 鉄 地 金 銅 張の錠具 を検出

し た 。

6 月 1 1 日 石室内 の 土石 を 排 出 す る 。 磯 やゴ ミ (電球の部品 、 ガイシ、 窓ガラ ス 片 、 茶碗片

等) が出土す る 。

6 月 22 日 銀具 (鉄地金銅張) の 出 土地点、の近 く の崖 ぎ わ の桧の根元 か ら 金環 が出 土 す る 。

7 月 1 日 周溝 (第 X 区) か ら 鉄鎖や馬具の 一部 が出土す る 。

7 月 5 日 周溝の形は 、 石室 を 中心 と し て 「の」 の字状 に な っ て い て 、 し か も6角形-8角

形 状 を呈 し て い る 。

7 月 7 日 八代郡宮原町、 平原瓦窯跡の調査現場 か ら 援助 を う け て 調査の 能率 を は か る こ と

に す る 。 墳丘の 4 分割 ・ 石室の僻敵国作成 ・ 羨道部発掘、 周溝の 実測、 石室床面の検出作業等

を 行 う 。

7 月 9 日 第 X 区 出 土 の 鉄蟻や馬具の 出土状態 の 実測 お よ び取 り 上 げ を 行 う 。

7 月 14 日 装身具や馬具の 出土 し た付近の土 を 水洗す る 。 一輪車 7 台分ほ ど水洗 し た が土師

-1 8ー



器片が数片出土しただけであった。

7 月 26 日 墳丘 を 構築以前 の地表面 ( 旧地表面) が焼 け て い る こ と に気付 く 。 し か も 、 焼土

の広が り の様子 か ら 見 て 壁と な る 石材を建 て てか ら 火 を焚 い た と 考 え ら れ る 。

8 月 3日 石室の 実測 を 行 う 。 石材の風化の進み ぐ あ い か ら 開 口 し で かな り の年 月 を 経 て い

る と 思 わ れ る 。 床 は 、 残存 し て い た 一部分の様子 から考 え て 、 こ ぶ し よ り 大 き な 石 を し き つめ

た喋床上 に粘土 を う す く 張 っ てつ く っ た と 考文 ら れる。

8 月 5 日 壁画 の 隅 の部分 に う っ す ら と 赤色の顔料が残 って い る こ と を 確認す る 。 石室内 を 一

面 に 塗布 し で あ っ た と も 考 え ら れ る が、 そ の可否は断言 で き な い 。

8 月 12 日 墳丘西方 に 土層 観察用 の ト レ ン チ を 掘 る 。

8月13日 本 日 か ら 16 日 ま で盆休み を と るこ と に し て 調査 を休 止す る 。

8 月 四日' 之れ ま での実測図の 点検を行 う 。

8 月 23 日 水洗 し た 遺物 を 乾燥 さ せ た 後 、 荷造 り を 開始す る 。

8 月 27 日 周溝の平板測量 と 周溝中の遺物の取 り 上げ を 行 う 。

8月31 日 本 日 に て作業員 を 使 つ て の発掘作業 は終了す る 。

9月 3 日 4 月 21 日 以来、 発掘作業 を 行 って き て終了 し た の で遺物及 び器材 を 全て撤収 し て 、

収蔵庫 に搬送す る 。

3 調査内容
1 )外部構造

① 墳丘 (第 7 図)

墳丘は 、 三枚の畑 (密柑園 ・ 菜園) の境 にあ る 。 墳丘は三方 から掘削 さ れ た ため に 、 三角錐

1犬 に な っ て い る 。

墳丘の存在す る 台地 は 第 2 図 と 第7 図 に示す よう に 谷聞の 南斜面 に舌状 に 突 出 し た微高地で、

あ る 。 こ の微高地の基盤は 第 7 図 に墳丘の断面 と 土層 の断面 を 模式的 に 示 し て い る よ う に 墳丘

の 封土下 に 旧表土 J - l 層 (古墳時代の表土層 O.10 m )、 明褐色土層 J - 2 層( 縄文前期遺物包

含層O . 1 6 m). 、 明褐色土層 J ー 3 層 ( 縄文早期遺物包含層 O.28 m ) 、 阿 蘇火砕流町 (黄色 、 軟 ・

礎灰岩約 2 m}.、 阿蘇火砕流皿 (黒色熔結礎灰岩、 石材 と し て採石 さ れ て い る ) が あ る 。

墳丘は東側 に ゆるやか に傾斜Lて いる旧地表面 ( 海抜55.8m ) 上 に構築 さ れ て い る 。 墳頂は 、

海抜57.9 m で あ る 。 墳丘の 径 は 、 第 6 図のAーOーB方向 で14.4 m 、 C -O-D方向 で16.7 m

(周溝 を含む と 20.6m ) で あ る 。

墳項近 く に は 、 葺石 がて い ね い に 葺 か れ て いた。 葺石 は 墳丘の断面観察 か ら 墳丘全体 を 葺 く

のでは な く 、 何段 か に わ け で 帯状 に 葺 か れて い た と 思 わ れ る 。
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第 3 表 は 、 墳丘上に あ っ た 葺石 と 境丘の裾に

転落 し ていた 磯(葺石 と 考 えられ る ) を 計 測

し た結果で あ る 。 葺石 は 自 然礁 で あ り 一定 し た

形 でな い の で一番長い部分 を 縦、 次に長 い部分

を 横 、 縦と横でつ く る 面 に 対 し て 直角 方向 の厚

み を 高 さ と し て 計測 し た 。 こ の表 から縦18cm、

横13 cm 、 高 さ 8 叩前後 (重 さ に し て5 - 6 kg前

後) の礎 を 葺石 と し て使用 し て い る こ と がわ か

る 。 礁 の 大部分 がチャー ト と 磯岩 で あ り 、 そ の

比 は 13対 2 で あ る 。 こ れ ら の礁 は 付近一帯の洪

積層 の露頭や永川 の 川 底 で見つ け る こ と がで き

る 。 他 に 凝灰岩 が少数混 じ っ て い た 。

た て よ 、司ー
5 叩 未 満

5αn以上-10叩未満 95個

10 -15 85個 218 

15 -20 179 87 

20 -25 102 36 

25 -30 58 8 

30 -35 1 1  

35 -40 8 

40 cm 以 上 1 

第2表 葺石の計測値

品 さ

99個

285 

50 

8 

2 

円筒 埴輪片 が墳丘中腹部 (海抜 57.00m) の 表面 から検出 さ れ た 。 埴輪片 はこれ以外に 8 片 (周

溝中 や表採等) ほ ど採収 し てし、 る 。

第四区にお い て周溝の縁から1 .5mほ ど墳丘の 中心の方向 に は い っ た 所 から糸切底 の皿が出土

し ている。 こ の皿は耕作土 の 下 、 縄文土器包含層 ( J -3層 ) の 一部残存 し て い る 所の上に は

り ついた よ う に し て 出 土 し た 。 出 土状態 から見 て こ の皿は原位置 から動 い て い る と は見 え な い 。

こ の こ と から中世に お い て は 古墳の墳丘の裾は 第噛区付近に お い て 、 周溝 から105m ほ ど削平等

に よ っ て縮小 し て い た と も 考 え ら れ る 。

第 8 ・ 9 図に墳丘の A O 、 C O 、 D O 、 1 J 断面図.を示す 。

A O 断面図〈第 8 図〉は石室の主軸方向に切断 し た 墳丘 の 図 であ る 。 現状 に お け る 封土の 高

さ は2.05mで あ る 。 墳頂近 く の 表土 ( 1 ) 下に は葺石 が少 し 間隔 を お い てならん でい る 。 奥壁上

端部 (天井石 の乗 る 部 分) の 高 さ に瀧灰岩 の細片 を 含 む層 (ffi) があ る 。 厚 さ 0.40m あ り 、 石室

側 が高 く 外側に い く に従 っ て低 く な っ て い る 。 封土の塊はレン ズ状にな っ て い る 。 厚 い 所で0.3

m程度 あ り 、 広が り は 一定 し な い 。 土盛の状態 を全体的に見 る と 、 石室の 方 が少 し 高 く な る よ

う に盛 り 上 が っ て い る 。

旧表土層 ( J - 1 、 海抜 55.72m) は淡 い 黒褐色の土層 で あ り 、 表面 は 焼 け て い る 。 こ の上

に 封土 を 盛 り 上 げ て 墳丘 が構築 さ れ て い る 。 J - I 層 は 、 縄文後期 から古墳時代に か け て の 表

土 で あ る 。

J - 2 土 層 は 明褐色土 から成 っ て い る 。 黄粉の よ う に見 え る 粘性の あ ま り な い 土 で あ り 、 土

の粒子は小 さ い 。 縄文前期の条痕調整土器 を包含 す る 。

J-3土層 も ま た 明褐色土 から成 っ て い る が、 J - 2 層 の 土 よ り も褐色が強〈、 乾燥す る と

固 く な る 。 こ の 層 は 下 方 に い く に し た が っ て粟粒から米粒 ほ どの大 き さの 軽石状 の 軟 い粒子
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を 含 ん で い る 。 こ の 層 中 か ら は 、 押型文土器 ・ 撚糸 文土器 ・ 円筒条痕文土器 ・ 石器類等 が出土

し 、 し か も 集石状の遺構 も 検出 さ れてい る 。

J - 3 の 下層 は 黄色 の 軟 い瀧灰岩 (阿蘇火砕流町) の層 と 成 り 、 古墳の存在す る 微高地の基

盤を 成 す 。 さ ら に 下部 は 黒色の溶結凝灰石 の層 (阿 蘇火砕流血) と な っ て い る 。

C O断面図 ( 第 8 図) は 石室主軸 に 対 す る 横断面図 (西側) で あ る 。 現状 に お け る 封土 の 高

さ は 旧地表面 か ら 1 . 66 m で あ る 。 封土 の塊の厚 さ は0 . 2 m 前後 であ る 。 石室の方が少し 高 く な る

よ う に 土 を広げてつ み上げ た 様子 が盛土の塊か ら わ か る 。 側 壁の上端部 (天井石 が乗 る 高 さ )

に や は り 厚 さ 0 . 2 m の 凝灰岩 の 破砕磯 を 多 く 含 む層があ る。 こ の層 は 石室の 方が高 く 、 外側 に い

く に従 っ て低 く な っ て い る 。

DO断面図 (第 9 図 1 ) は C O断面 (第 8 図) の反対方向 に 墳丘 を 切 っ た 図 で あ る o 墳丘の 東

側 は 開墾 に よ っ て著 し く 掘削 さ れて い る 。 封土 の重 な り の状態 は 上記 2 方向 の 断面 と 差異 は な

い。 こ の 方 向 の 断面 に も 凝灰岩 の 破砕喋 を 包 む層 があ る 。

第 9 図 2 は DEFGH内の 凝灰岩 の破砕喋層の層 序 を 表 わ し た も の で あ る 。 文 第9 図3 ・ 4 は

EF、 GHの 断面 を 表 わ し た も の で あ る 。

1 J 断面 (第 8 図 5 ) は 石室の主軸 に平行 に 西側 3 m の所の墳丘断面図 で あ る 。 封土 の 高 さ は

1 . 54 m あ り 、 他の断面 と 同様 に 凝灰岩 の破砕離 を 含 む層 (厚 さ 0 . 45-0 . 50 m ) が あ る 。 封土 の

盛 り 方は 旧表土面 に 対 し で ほ ぼ平行 に な っ てい る 。

以上の こ と か ら 次 の よ う な こ と が考 え ら れ る 。 封土の 構築は、 石室 を 頂点、 と し て、 ゆ る や か

な 斜面 を 持つ 円錐形状 に 土盛 り が行 わ れ た 。 地表 か ら 1 . 2- 1 . 3 m ほ ど土盛 り が な さ れて、 奥壁、

側壁の上端部近 く で、 厚 さ 0 . 15-0 . 50m の凝灰岩 の破砕礁 が ひ か れてい る 。 こ の磯層 は天井 石

を乗 せ る た め に 石 材の 加工がな さ れ た た め だ と も 考 え た が、 天井石 を上の方 に 持 ち 上げ る た め

に離 を ひ い た と も 、 あ る い は 、 高 く 盛 り 上げ た 土 を 安定 さ せ る た め に ひい た と も 考 え ら れ る 。

葺石 は墳項近 く (海抜57 . 4 m よ り 高 い部分)、 中腹部 (海抜57 . 0 m 前後) と 裾の部分 ( 旧地表近

く ) に 帯状 に 並べ ら れて い た 可能性 が強 い 。 円筒埴輪片 が墳正中 腹部 (海 抜57 . 0m 、 第 8 図) に

検出 さ れて い る 。 ま た 、 周溝中や表採資料中 か ら 合わ せて9点検出 さ れて い る の で、 少数 な が

ら も 埴輪が存在 し て い た と 考 え ら れ る 。

② 周溝 (第10図~ 第20図)

周溝 を 全体的 に 見 る と 石室 を 中心 と し て 「の」 の 字 を描 く よ う に し て羨道部 と 周溝 が繋 が っ

て い る 。 ま た 、 整然 と し た 「の」 の字 では な く 多 角 形状 に な っ て い る 。 第10 図 は 周溝の 全体

図 で あ る 。 周溝の幅1 . 9-0 . 9m 、 橿石 か ら 周溝末端 ま での 中心線の 長 さ 56 . 6 m を測 る 。

周 溝の 上 面 は 強 く 削平 さ れていて、 元の掘 り 込み面 と 現状 に お け る 掘 り 込 み 面 と を 比較する

と 約 O . 4m は低 く な っ て い る と 考 え ら れ る 。

第 四図 は縦軸 に 周 溝中央部 の 海抜高 を 、 横軸 に椎石 か ら 周溝 までの距離 を 取って周溝の傾斜の
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周溝区分図

状 態 をグラフ状 に 示 し た も の で あ る 。 こ の 図 か ら 羨道部 と 周溝の末端 と の落差 が約1 0 1 m あ

る こ と が わ か る 。 ま た 周溝 全体図 (第10 図) と 合わ せ て 考 え る と 周溝が緩 や か な 螺旋状 を 描

く こ と がE里解 で き る で あ ろ う 。

周溝の末端 は 南側の 高 い崖 (落差約 2 . 5 m ) の 方 に聞 き 、 そ の部分 で周溝は終 る 。

周溝の各部の 実測及 び遺物の 出 土状態 を 記録す る に 当 っ て 周 溝の 幅 が狭 く 長 く 曲線 を 描 く の

で、 第 1 1図 に 示 す よ う に第 I 区 か ら 第X区 に区分 し て 記録 し た 。 第X区 は 周 溝以外 に羨道部 と

前庭部 を ー繋 が り に し て区分せ ず にl枚の 図 に納め た 。

周 溝中 か ら の 出土遺物 を概括す る と 第 I 区 か ら 第田区 に か け て 、 須恵器の大蜜片 多 数 、 土師

器長頚査、 須恵器高師、 須恵器長頚台付壷 が出土 し 、 第町、 V区 か ら 多 数 の 鉄鎖、 装身具、 馬

具、 鉄片 、 埴輪片等 が出土 し た 。

周溝中 出土 の 埴輪片 (第四区出土、 一片 の み ) は周溝の底 に は り つ く よ う に し て 出土 し た が、

馬 具 、 装身具、 鉄銀、 鉄片等 は 有機質 の黒色土中 に含 ま れ て い て 、 周 溝底 よ り 浮 き 上 っ て い ・ た。

有機質の 黒色土 中 に は 古墳時代 の遺物 に混じ っ て 古墳の用材の一部 と 思 わ れ る 凝灰 岩 片 (一部

を 面取 り し て あ る ) や葺 石 に使用 さ れ た と 思 わ れ る 礁 が 含 ま れ て い る 。 中世 の遺物の大半は
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海抜56.00M 

54.00M 

第四 ・ 四区 か ら 、 古墳時代 の遺物 に混って 有機質 の黒色土 中 か ら 出 土 し て い る 。

周溝の各部 の 大 き さ 、 形 の 変化、 遺物の出土状態 に つ い て は 、 第11図 (周溝区分図) の区分

に従っ て 以下述べ る 。
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第1 2図 周溝勾配模式図
0 第I区

周溝の末端部 で あ り 先述 し た よ う に 南側の 高 い崖の 方 に聞 い て い る 。 周溝は 軟 い 黄色 の 凝灰

岩 (阿 蘇火砕流 町) に 掘 り 込 ん で造 ら れ て い る 。 周溝の 末端 か ら 崖湖 ま で傾斜面 が約2 m あ り 、

そ の 先端 が黒色 の碇灰岩 (阿蘇火砕流 皿 ) の 露頭 と なって 急激な崖 (落差約2 m ) に な っ て い

る 。

耕作土 を 排除 し た 後 の 、 周溝の上面 を 露 出 し た状態 (第13図 1 ) を 見 る と 、 周 溝 は 少 し 蛇行

し て い る が、 中 心 は ほ ぼN -50�Eの 方向 に延 びて い て 、 幅1.0- 1.2 m あ る 。

周溝の掘 り 込 み の 上面 は 開 墾 に よって 著 し く 削平 さ れ て底 に 近 い 部 分 の み が残存 し て い る 。

現状 に お け る 周 溝の掘 り 込 み のk面 は 、 海抜54.2m で あ る 。 掘 り 込 み の 角 度 は A B断面に お い

て 、 内側 で75・あ り 、 外側 は 凹形 に 浸食 を う け て い る た め 掘 り 込 み の 角 度 は 不 明 で あ る 。

周溝の 末端部 を 溝の延 び る 方向 に 断面 を取って み る と 、 底面 は ほ ぼ平坦 で、 あ り 、海抜約54.0 m

で あ る 。 底面 が波 う っ て い る の は流水 に よ る 浸食 に よ る も の と 考 え ら れ る 。

遺物の大部 分 は 須恵器の 大曹の破片 で 、 機の聞 か ら 検出 さ れ た 。 こ れ ら の破片 は 近 く か ら ま

と ま っ て 出土し、 接 合 し た と こ ろ 、 大曹の 口縁 か ら 胴部 が復元 で き た 。 破片 の 割 れ 口 は摩耗

して い な い こ と と 、 周 溝内 に 堆積 し た遺物や土砂 に は 層位 が明瞭で、 な い こ と か ら 短 い 期 間 内 に 、

こ れ ら が堆積 し た と 考 え ら れ る 。

出 土遺物が多 く 、 上部 の遺物 を取 り 上げて溝底近 く の遺物の 出土状態 ( 第13図 2) を実測 し た 。

須恵器の 大要片 の 下 か ら 、 周溝の底面 に は り つ く よ う に し て 赤色 の 土師器長頚査 が完全 な形 で

出土 し た 。 ま た 大聾 片 の 聞 か ら 鉄器がl個出土 し た 。

遺物の 最上部 か ら 平安時代 の 須 恵器高台付城 ( 赤焼 き ) の底部 が検出 さ れ て い る の で、 平安

時代頃 ま で は周溝が完全 に は埋没 し て い な かった と 考 え ら れ る 。

CD断面 ( 第13 図) は周溝末端部 を 周溝の延 び る 方向 に 切断 し た 図 で あ る 。 末端部 の 底 面 は
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3. A B断面図

2. 第 l区平面図(下)
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第13図 周溝部分図(第I区)
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崖 の 方 に ゆ る や か に傾斜 し、 急に崖淵 に 落 ち 込 ん で い る 。

O 第 E 区 (第14図)

耕作土 を 排除 し て 、 第 I 区 と 同様 に 周溝 と 遺物 を 露出 し た 。 周溝の 中 心線は 第 I 区 に 引 き 続

い てN -50!!-E方向に延 びて い る が、 EF断面 を取 っ た部分近 く でN -60!!- E の 方 向 に 少 し 屈

曲 し 、 第 E 区 の 中央部 でN -45!!-E方向 に 再 び大 き く 屈 曲 し て い る 。 周 溝の 幅 は 1 0 5m - 1 0 0m 

を 計 る 。

現状 で の 掘 り 込 み 面 は 海抜54 . 3 m あ り 、 内側の掘 り 込み の角度 は75: 外側 は浸食 さ れて 急 に

な っ て い て 掘 り 込 み の角度 は 不 明 で、 あ る 。

周 溝 底 の 海 抜 高 は 台 付 長 頚査の 出土地点、の北東側 で54 . 3 m 、 高士不の 出 土地点の 南西側 で53

. 9 m で あ る 。

出土遺物はEF断面付近 ま で須恵器の 大費の破片が出土 し 、 こ れ よ り 北西側 か ら は 少数の 須

恵 器片 ・ 土師器片 が出土す る が、 他 は周溝中 に流れ込 ん だ 土石 の み で あ る 。 こ の土石は 周溝 の

末端部 (第 I 区) に 多 く の遺物が堆積 し て い た た め 排水 が悪 く な り 、 よ り 厚 く 堆積 したと 思 わ

れ る 。 こ れ ら の 土石 を 排除 し た と こ ろ 、 無蓋高杯 (須恵器、 ほ ぽ完形) ・ 長頭台 付壷 (須恵

器 、 完形) ・ 長頚 査 (土師器、 ほ ぼ完形) が出土 し た 。

こ れ ら 3 点の遺物 は 、 周溝 底 に は り つ く よ う に し て 、 中央 よ り 墳丘側 に よ っ た 所 に 、 約O . 6 m

の等間隠で検出 し た 。

須恵器の無蓋高士不 は土不部 は砕 け て 、 部部 を 下 に し て 出土 し た 。

土師器 の 長頼査は薄手 で脆 く 、 底部 が著し く 破損 し て い た 。 口 縁部 は 元 々 欠失 し て お り 、 横転

し て い で ほ ぼ北東 (N -38!!-E) の 方向 を 向 い て 出土 し た 。

須恵器の 台付長顕査 は 口縁部 が破損 し て い た が、 破片 を接合 し た と こ ろ 、 完形 と な っ た 。 横

転 し て い て 、 向 き は ほ ぼ北東 (N -58!!-E) で あ る 。

こ れ ら 3 点 の遺物は 、 いず れ も 一部カf砕け て い た こ と か ら 周 溝 が造 ら れ て ま も な い 頃 、 周 溝

の上 (墳丘) に 置 か れ て い た の が転落 し た可能性 が充分 に 考 え ら れ る 。

O 第田区 ( 第15図 1 ) 

大 き く 削平 さ れ て い て 、 残存状態 は悪 い 。 現掘 り 込み 面 か ら 約15cm 、 幅O . 9- 101 m の 周 溝の

底部 が残存 し て い る の みで あ る 。

周溝の 幅1 0 0 m 、 周溝の底 面 は 海抜54 . 1 m であ る 。 掘 り 込 み の角度 は 約70・で あ り 、 断面 の 形 は

台形 で あ る 。 局部的 に 見 る と 、 周溝は 直線状であ る が、 中 心 の 方 向 はN -45!!- E方向 に 延 び

て い た の が1 J 付近 か ら N -30!!-E方向 に屈 曲 し て い る 。

出土遺物 と し て は 、 耕作土直下(周溝最上部) か ら 磨製石斧 か礁 に混 っ て 出土 し た ほ か は須恵

器、 土師器の細片 (器形不明) が少量出土 し た の み で あ る 。
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O 第百区 (第15図 2)

現 掘 り 込み 面 での 周溝の 幅は0.7-1.2 m で あ る 。 深 さ はKL付近 で局部的 に深い が、 北側に

い く に し た が っ て浅iく な り O.l m の 深 さ に な る c

KL断面 の部分 は 周 溝の屈曲部 で・ あ り 周溝底 が周囲よ り 少 し 深 い 。 周溝の現 掘 り 込 み 面 は 海

抜54 . 3 m で あ る 。 AB-I J の 聞 に お い て は 、 周海底 は ほぼ平坦 で、 あ る が、 こ の部 分 では中央

部 が深 く な り 丸 味 を お びて い る 。 お そ ら く 平坦 で あ っ た も の が流水 の浸食 を う け て 丸 く な っ た

の で あ ろ う 。 周 溝底 の 中央部 で、海抜54.0 m 、 周溝幅1.2 m で あ る 。 掘 り 込 み の角度 は 内側70:

外側60で、 あ り 、 外側 が少 し ゆ る や か に な っ て い る 。

第 皿 区 か ら N -30!..-E 方 向 に延 びて い た 周 溝 がKL部 分 で大 き く 屈 曲 し 、 N - 5 !..-W方

向 に伸 び る 。 周溝中 の遺物 と し て は屈曲部近 く か ら 周溝底 に 炭化物が ご く 少量 は り つ い て い る

こ と を 認 め た ほ か に 器種不 明 の 土師器 を 採取 し た 。

O 第V区 (第16図 1 )

第百区 と 同様 に遺物は 出 土せ ず、 周溝中 か ら は 流入 し た と 思 わ れ る 喋 だ け が出 土 し た 。 元の

掘 り 込 み の 面 は かなり 削平 さ れて いて 深 さ 約O.l m の 周溝の痕跡 が残存 し てい た 。 周 溝の 幅は0.9

- 1.1 m で あ る 。

周 溝の 中心線は 第百区 に 引 き 続 い てN - 5!.-W 方向 に延びて 、 こ の区 に入 っ て から2 m 北側

部分 か ら 屈曲 し てN -71!..-W方向 に延 び る 。

※ 第V区 と 第百区 と の 聞 は 開 墾 によって著 し く 削平 さ れ た上 に 蜜柑植樹の た め に撹乱 を う け て

い た 。 周 溝中 か ら の 出 土遺物は な く 流入 し た と 思 わ れ る 礁の み で あ っ た 。

O 第百区 (第16図 2 )

墳丘の北側 か ら 西側 に屈曲す る 部分で あ る 。 こ の部分 も ま た 開 墾 に よ っ て著 し く 削平 さ れ 、

周溝の痕跡 を 残す の み で あ る 。 現掘込 み 面 は 海抜54.7 m で あ る 。 周溝の 深 さ は 、 0.05-0.20 m 、

幅 は 1.2-1.6 m あ る 。 中心はN ー71!..-w か ら N ー113!..-W方向 に屈 曲 し て い る 。 周溝中 か ら は 、

磯 に混 じ っ て 石核や石器 が出土 し た 。 土器は検出 さ れ な か っ た 。 第刊区 と 第 四 区 との 聞 には現

掘 り 込 み 面 に お い て 0.7m 、 周溝底 に お い て0.5 m の 落差 が あ る 。 こ め こ と か ら 、 開 墾時 に 崖 を

掘削 し た と 思 わ れ 、 周 溝 が完全 に 切 断 さ れ て い る 。

O 第 四 区 (第17図 1 )

第 四 区 の 東側 (墳丘側) で あ る 。 第 四 区 に は 多 数の 中世の遺物が出土 し て い る が、 こ の 区 か

ら も 土師器の糸切 り 底 の皿 が古墳築造 当 時の地表面 よ り も 下の縄文土器包含層の上面 に は り つ

い て 出 土 し た 。 こ の土器の 出土 状態 か ら 見 て二次的 に 動 い た と は 見 え な い の で、 土 器 が埋蔵

さ れ る 時点 で墳丘の裾部がす で に 掘削 さ れ 、 周溝 か ら 1.5 m ほど墳丘 が縮小 し て い た と 考 え ら

れ る 。 そ う し て こ の部分 に何 か 中世の遺構 が存在 し た と 思 わ れ る 。 こ の こ と は 、 第 四 区 、 第四
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lべ か ら 多 く の 土師器の 糸 切 り底の皿や瓦質土器片 を検出 し て い る 上 に 、 第 四 区付近の地表 から

第34 図 に 示 す 五輪塔の空風輪 を 採集 し て い る こ と と 関連 があ る も の と 考 え ら れ る 。

O 第 四 区 (第17図 2 )

第 四 区 か ら 第四区 に か け ては蜜柑植樹 に よ る 撹乱 が二ヶ所 あ る が、 周溝 が深 い た め遺構の保

存状態 が良 い 。 周溝中 に は 有機質 の黒色土 が 堆積 し 、 そ の 中 に 縄文時 代 の 遺 物 (石器)

・ 古墳時代 の遺物 ・ 中世の遺物が混入 し て い る 。 周溝中 の埋土 を 層 住的 に把 え よ う と 努力 し た

が、 中世 の遺物 (糸切 り 底 の土師器の皿) が周溝の底面近 く か ら も 出土 し た の で、 層 位的 に は

把 え る こ と は で き な か っ た 。

現掘 り 込み 面 は 海抜55 . 5 m 、 深 さ はO . 2- 0 . 4 m 、 幅 は 1 . 7-2 . 1 m で あ る 。 中心線 は第百区 か

ら つづ い て N ー113!....W (推測) 方向 か ら 北側の ミ カ ン 穴 付 近 で屈 曲 し て 、 N - 6 !.... E 方向 に

延 び る 。

周溝中 出土 の遺物は 有機質 の黒色土 に混入 し た 土器の細片 (瓦質土器、 土師器) と 石器 で あ

る 。 な お 、 こ の 区 の 上部 か ら 五輪の空風輪 を 表採 し た の で、 こ の 区 の付近 に 中世の何か の遺構

が存在 し た こ と が考 え ら れ る 。

O 第四区 (第18図)

第四 区 と 同様、 有機質 の 黒色土 に 混入 し た状態 で喋や土師器の細片 (古墳、 中世) 、 須恵器

片が出土 し たほ か 、 埴輪片が周溝の壁面 に は り つ い た よ う に し て 1 点 だ け 出土 し た 。

現掘 り 込み面 は 海抜55 . 5 m 、 深 さ はMN 断面付近 では深 く 、 O P 断面近 く の屈 曲部付近から

は浅 く O . 2- 0 . 4 m 、 幅 は 1 . 3 -2 . 0m で あ る 。 周溝底 の高 さ は 、 O P 断面近 く の屈 曲部付近 が海

抜55 . 1 m に 対 し て そ の 前後 は 55 . 2 m で O . l m ほ ど高 い 。

中心線は N - 6 !.... E か ら MN 断面近 く で少 し 屈 曲 し 、 南北方向 に延 びO P 断面近 く の屈 曲 部

で強 く 屈曲 し て N -120!.... E 方向 に延 び る 。

現 掘 り 込み 面 は 、 内側 で海抜55 . 5 m 、 外側 で55 . 6 m 、 周 溝底 の 中央部は 、 55 . 3 m で あ る 。 周

溝底 はほ ぼ水平 で 、 内側の掘 り 込み の角度 は 不明 で あ る が、 外側 の掘 り 込 み は ゆ るや か で あ り 、

ほぽ17・ の{頃 き が あ る 。

O 第 IX 区 (第四図)

現掘込み 面 は 、 海抜55 . 2 m で あ り 、 周溝の外側 は 開 墾 に よ り 著 し く 掘 削 さ れ 、 幅は不明 で あ

る 。 周溝の 全体の形 か ら 、 お そ ら く O . 3m以上は掘削 さ れた と 考 え ら れ る 。

周溝底 は 南方 に ゆ る や か に傾斜 し 、 中央部 で、海抜55 . 2m で あ る 。

O . l m 掘 り 込 ん だ 底 面 は 外側 に ゆ る や か に傾斜 (約11・ ) し て い る 。 基盤は 黄色 の 軟い 凝灰岩

(阿蘇火砕流百) で あ る 。

遺物や礁 は 、 と も に 周 溝底 か ら 浮 い た状態 で 出土 し 、 そ の 聞 は 有機 質 の 黒色 土 が埋 っ て いる。
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出 土遺物 と し て は 、 黒色土 に 混 じ っ た礁の 聞 か ら 須恵器片 、 土師器片 、 鉄銀、 装身具 ( 璃瑠 製

の 丸玉) 等が出土 し た 。 屈 曲部付近 か ら は 、 古墳時代 の遺物 (土師器 、 須恵器) に混 っ て 中世

の遺物 (糸切 り 底の 土師器片) が出土 し た 。

周溝底 は屈 曲部付近 は 高 〈 、 O P 付近 では外側 が低 く な っ て い る の で、 周 溝 が完全 な 姿 で あ

っ た と す る な ら ば、 こ の屈 曲部 か ら 羨道 に か け て は 、 元 々 、 排水 が悪 い状態 で あっ た と 考 え ら

れ る 。

O 第 X 区 ( 第20図)

羨道部 ・ 前庭部 と 周溝 と がつ な が る 部分で あ る 。 周溝の掘 り 込 み は 少 し ず つ浅 く な り 前庭部

と つ な が っ て い る 。 前庭部 と 羨道部 と の境界 の 中央部 に 円形 ( 直径 1 m ) の 撹 乱 部 ( 蜜柑 植

樹 に よ る ) があ る 。 桓石 か ら 周溝の 端 ま での距離 は3 0 7m で あ る 。 羨道部の 幅 2 0 2 - 2 0 7 m ・

奥行2 . 4m 前後 (推定) 、 前庭部 の 幅 2 0 7 - 2 0 2 m ・ 奥行1 0 2 m (推定) で あ る 。 羨道部 と 前庭部

は同一面 で、 仕切 り の た め の施設は認め ら れ な い。

羨道部 と 前庭部の床面及 び橿石 の前の踏石 上 か ら 、 鉄 線 ( 2 本)、 鉄 片 (21 点 、 帯金具の 一

部 、 馬具 ? の 一部 、 形態 が不 明 な 物等) と 金 メ ッ キ の あ る 銅片 を 検出 し た 。 銅片 は細片 で あ り 、

緑 青 を ふ い て い て も ろ く 、 取 り 上げた と こ ろ 小 さ く く だ け て し ま っ た 。

周溝 では 、 有機質 の 黒色土の 中 か ら 、 鉄片 (使途不明)、 鉄銀、 装 身具 (金環 2 、 銀環 1 、 璃

楢 製の 玉 1 )、 馬具 (轡、 鞍の 金具類等)、 銅片 (緑 青 を ふ い た 薄片 で採取不能) が散乱 し た状態

で出土 し た 。 鉄鉱は 身 や茎の 数 か ら 40 本前後 と 推定 さ れ る が、 確認 で き た の は 2 3 本 で あ る 。

鉄蟻の 出土 状態 は 、 ー ヶ 所 に 集 ま っ て 出土 し た も の も 、 単独 に 出土 し も の も 散乱 し た状態で

あ っ た 。

馬 具 の 出 土状態 を 見 る と 、 2 個の 銭具 の 聞 は4 0 7m 、 銃具 と 杏葉 と の 聞 は 2 0 1 m と 2 0 8 m 、 鈴

は 第 X 区 の 南側 の崖下 (開墾の時 に崖 を掘削 し た か ら で あ ろ う ) の 耕作土の 下面 か ら 検出 さ れ 、

轡 か ら 5 m も 離れ た 位置 か ら 検出 し た 。

装身具 の 出 土状態 を 見 る と 、 2 個 の 金環 ( 材料の 太 さ 、 径 と も に 異 り 一対の物で な い J

の 聞 は 1 0 2m、 銀環 と 金環の距離 は0 0 8m と 1 0 2m 、 銀環 と 璃 E菌 製の 玉 と の 聞 は 2 0 8 m 離 れ て い

る 。

以上、 鉄畿、 馬具、 装 身 具 の 出 土状態 か ら 推 し て 、 本来 の位置 で な い の で、 二次的 に 動 か さ

れ た と 思 わ れ る 。

羨道部 か ら 、 須恵器の蔵骨器片 が 2 片検出 さ れ て い る 。 第 四 ・ 珊 区 に 多 く 検出 さ れ て い た 中

世以後の遺物 (糸切 り 底 の皿、 瓦質土器) は 、 こ の 区 か ら の検出数 は 少 な い 。

周溝の南側 (外側) は 開 墾 に よ っ て 削平 さ れ て崖 ( 1 m 程度 ) に な っ て い て 、 幅 は 不明で‘あ

る 。

羨道部 に つ い て の 記述 は 羨道部の項で述べ る 。
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2 ) 内部構造
埋葬施設の 主軸 を N -39 . 5� E に と り 、 南西 に 閉 口 す る 単室の横穴式石室 で あ る 。 天井石 は

欠失 し 、 据石 の 上部 も ま た破壊 さ れ 、 閉塞石 も 失 わ れ て い た 。 石室内 は 、 ご み の 投棄 と 流土 に

よ っ て 床面 か ら 7 分 目 ほ ど埋没 し て い た 。 ま た 前述 し た よ う に 、 数回 に お よ ぶ盗掘と 古墳の 周

辺部 の 開 墾時 に 出 た喋 が羨道部や石室内 に 山積み に な っ て い た 。

石室は U 字形の掘 り 方内 に構築 さ れ 、 四方の壁は そ れ ぞれ一枚の 巨石でで き て い た と 思 わ れ

る 。 玄門部は枢石の正面 中央部 を 幅0 . 59m (高 さ 不 明) の 窓形 に 剥 り 貫 い て い る 。 玄 門 の 前 に

は 踏石 が置 か れ て い る 。 羨道部 ・ 前庭部 と 周溝は つ な が り 、 「の 」 の 字形 を 呈す る 。

羨道部端 か ら 石 室奥壁 ま では3 . 56m と 推定 (羨道の長 さ は推定) さ れ る 。 羨道部 と 前庭部 と

境 界 の 目 やす と な る も の は 、 羨道部の側壁の基部の 一部の み で あ る 。

① 石室の掘 り 方 と 焼土 ( 第22 ・ 23図)

封土 を取 り 去 り 、 旧地表面 (古墳構築時の地表) を 露出 さ せ た と こ ろ 、 東方 に 少 し 傾 い て い

て 海抜53 . 80m あ り 、 第 22 図 に 示 し た よ う な 釣鐘状の掘 り 方 と 焼土 が 3 カ 所 か ら 検出 さ れ た 。

石室の掘 り 方 は平面形 が釣 鐘状 を 呈 し 、 玄門近 く で幅 4 . 41 m 、 奥行 5 . 06 m あ り 、 掘 り 方

の深 さ は 旧地表面 か ら 、 東壁側 で 0 . 63 m 、 西 壁 側 で 0 . 74m 、 奥 壁 側 で 0 . 59 m で あ る 。 掘

り 方 は 旧 表 土 層 ( J - 1 層 )、 縄 文 土 器 包 含 層 ( J ー 1 層 と J - 2 層 ) を 掘 り ぬ い て 黄色

の 軟 い 凝 灰 岩 層 ( 阿 蘇 火 砕 流 町 ) の 一 部 ま で 掘 り 込 ん で い る 。 こ の た め 、 側 壁 を 建 る た

め の 基礎 を 固 め る 工事 は 何 も な さ れ て は い な い が、 非常 に 安定 し た 石 室の構 築 がな さ れ た と

言 え る 。

掘 り 込 み の 角 度 は 、 東西側壁側 は急 で あ り 70に80: 奥壁側 は ゆ る や か に弧 を え が く よ う な 状

態 に 掘 ら れ 65・ 前後 で あ る 。 奥 壁 の 掘 り 込 み の 曲 面 は 、 奥 壁 壁 材 の 背面 の 曲面 に よ く 似 て

い る 。

第2 1図 石室内堆積物断面図
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羨道 も 石室 と 同様 に 黄色 の 凝灰岩 の 層 ま で掘 り 下 げ て い る が、 両 者 を 比較す る と 石室の 方 が

O.13m ほど深い 。 石室床 面 の 基底部 の 高 さ よ り 側 壁の掘 り 込 み の 方 が 6 çm ほど深い 。

掘 り 方 に 対 し て 、 石室の位置 を 見 る と 少 し 西の方 に よ っ て い る 。

東側側壁 と 掘 り 方 と の 隙聞 に は 、 整然 と 径30cm前後 の根がた め 石 が 3 列 に つ め ら れ て い た 。

し か し 、 西壁側 と 奥壁側 に は 、 所 々 に礁がつ め ら れ て い る の み で あ る 。 根 がた め 石 の 種類は 、

葺石 と 同種 で あ り 、 チ ャ ー ト 、 喋岩 、 凝灰岩 で あ る 。 根がた め 石 が東側 の み に か た よ っ て つ め

ら れ て い る こ と か ら 、 東側側壁 に 力 が加 わ り す ぎ る こ と を 恐 れ て の 工事 だ と 思 わ れ る 。

第22図 に は 、 3 カ 所の焼土 と 石室の位置関係 を 明 ら か に す る た め 、 石室 を 僻撒的 に 入 れ た 。
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焼土 I は 、 奥壁の後背部 に 赤褐色の帯状 (4 . lO X 0 . 90 m ) に 広 が っ て い る が、 開 墾 に よ っ

て 墳丘 が掘削 さ れ て い る の で、 全容 は 不 明 で、 あ る 。 こ の焼 土 は 石 室 構 築の た め の掘 り 方 の 穴

の 上 に お お い か ぶ さ っ て お り 、 し か も 、 奥壁北隅の外側 の 近 く ま で広 が っ て い た 。 こ の こ と か

ら 、 側 壁 を 建 て て 、 掘 り 方 の穴 を 埋め た 後 に 、 奥壁の後背部 で 焚火 を し た こ と が 考 え ら れ る 。

焼土 E は 西側側壁の 西側 に 惰円形状 (0 . 73 X 0 . 60 m ) で検出 し た 。 掘 り 方 の 埋土 直上 に 、

強 く 焼 け た部分 が あ り 、 そ の 外側 に 軽 く 焼 き し ま っ た部 分 が あ っ た 。 こ の焼土 も ま た 掘込 み の

上 に あ る こ と か ら 、 側 壁 を 建 て た 後 に 掘 り 方の穴 を埋め て か ら 火 を 焚 い た と 考 え ら れ る 。

焼土 田 は 東側側壁の 東側 に 半情円形状 (1 . 40 X .0 . 56 m ) に 検出 さ れ た 。 こ れ・は開墾 に よ り

半分 が欠失 し た た め で あ る 。 こ の焼土 は 多 く の 木炭片 を 含 み 木炭 片 の 中 か ら 指頭大 の 土 師 器

の細片 (器種、 器形 は 不 明 ) を 採取 し た 。

焼土 1 . n . 皿 と も に 旧地表 (古墳構築時の地表) 面 に お い て 検出 さ れ た こ と か ら 、 火 を 焚

い た の は 同 時期 と 思 わ れ る 。 ま た 、 掘 り 方の穴の埋土上 に焼土 が乗 っ て い る こ と か ら 、 奥壁 と

側壁が建 て ら れ 、 掘 り 方 の 穴 が埋め ら れ た 後 に 、 奥壁後背部 と 東西側壁の外側 に お い て 火 が焚

か れ た と 思 わ れ る 。

② 石室

奥行2 . 93 m 、 玄 門近 く の幅2 . 50m 、 奥壁近 く の幅2 . 28m 、 高 さ 1 . 97m 、 東側側壁長3 . 06m 高 さ

2 . 03m 、 西側側壁長3 . 00m 高 さ 1 . 99m を 測 る 。

床 面 の 平面 形 は ほ ぼ方形 (等脚台形状) であ る 。 床面は数回 の盗掘 ( 旧地主の 話 し ) によって破

壊 さ れ て 、 わ ずか0 . 3rrf ほ ど残存す る の み で あ る 。 残存す る 床面 か ら 、 黄色 の 軟 い 凝灰岩 (阿蘇

火砕流町) を ほ ぼ水平 に な る よ う に 掘 り 下 げ で 基盤面 (海抜55 . 32m ) を つ く り 、 直径0 . 05-0 .

20 m の磯 (凝灰岩片 が多 い ) を並べ た 主 に 粘土 を 貼 っ た 床 で あ る こ と が解 っ た 。 残存 床 面 は擾

乱 が著 し く 、 床 面 の 高 さ は 磯 面 の 一番高 い 所 に粘土 を 貼 っ た 高 さ だ と す る と 、 海抜55 . 30 m 前

後 と 推定 さ れ る 。

玄 門 は枢石の 中央の部分 を 窓状 (横幅0 . 59 m 、 現存す る 高 さ 0 . 35 m 、 現存 す る 奥行0 . 35 m )

に 制 り 貫 い で つ く ら れ て い る 。 権石 は 、 高 さ 1 . 0 m の 所で破損 し て い る 。

東西の側 壁 と 奥壁は 少 し 内側 に 傾 い て (東側側壁lO: 西側側壁 9 : 奥壁 6 ・ ) い る の で、 現状

の 室内空 間 は 角 錐台状 を 呈 し 、 床面 か ら 天井 ま での 高 さ は 、 2 . 0 m 前後 と 推定 さ れ る 。

石室 を 構成 し て い る 4 枚の 巨石 の 大 き さ は 椎石 (幅2 . 6m 、 高 さ 1 . 0m 、 厚 さ O . 4m ) 、 奥壁 (幅

2 . 2m 、 高 さ 2 . 1 m 、 厚 さ 0 . 9m ) 、 東側側壁 (幅3 0 4m 、 高 さ 2 . 1 m 、 厚 さ 0 . 5m )、 西側側壁 (幅 3 . 3m 、

高 さ 2 . 2m 、 厚 さ 0 . 5 m ) で あ る 。 こ れ ら の石材の重 さ は24 t 以上 あ ろ う 。 奥壁の 石 材 は 内面 は平

坦 に 加工 さ れ て い る が外面 は 丸 く 他の三方の 壁材 よ り も 厚 い 。

三方 の 壁や椎石 等の石室 を 構成 し て い る 石 材は 全 て 黒色 の 凝灰岩層 (阿蘇火砕流第 皿 層 ) から

採 取 さ れ た も の で あ る 。 壁 面 は平 に削 ら れ て 調 整 さ れ た も の と 思 わ れ 、 風化 し て い な い
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部分 に は 石 ノ ミ の 痕 も 残 っ て い た 。 ま た 、 三方 の す み に 赤色 の顔料 も わ ずか に 残 っ て い た 。

お そ ら く 石 室 内 全 面 に 赤 色顔 料 が塗布 さ れ て い た 可能性 も あ る が、 壁画 の 風化 がは げ し く 断

言 は で き な い 。 石 材 と 石 材 が組合 わ さ る 部分 は 、 角 を 斜め に切 り 取 っ て 隅 を 合 わ せ る よ う な 加

工 が な さ れ て い る 。

奥壁上端部 (天井石 の 乗 る 部分) の 東西 に は 、 L 字形 ( 高 さ 、 幅 10 - 30 cm } の 切 り 込み が

あ り 、 そ の 聞 に 直方体の 凝灰岩 が力石 と し て埋め込 ま れ て い た 。 東西の側壁の 玄 門側 の 上端部

に も L 字形の切 り 込み が あ る 。 東側側壁 に は 2 段 (高 さ 8 cm、 幅25cm、 高 さ 33cm、 現存 す る 幅

45cm} に 切 り 込み があ る が、 末端部 が欠 け て い る の で も う l 段 あ っ た 可能性 も 考 え ら れ る 。 西

側側 壁は l 段 (高 さ 13側、 幅25cm} の切 り 込み だ が、 切 り 合 う 角 度 が鈍角 に な っ て い る 。 こ の

細工は天井 の 高 さ を 調整す る た め の切 り 込み か 、 石 を 安定 さ せ る た め の切 り 込 み か 、 梁石 を わ

た す た め の切 り 込み か は っ き り し な い が、 上記の三点 が考 え ら れ る 。

奥壁、 桓石 の 石 材 は 東 西 の 壁 に は さ み込 ま れ た 形 に な っ て い る こ と か ら 、 石室 を 構築す る 手

順 と し て 、 奥壁 と 椎石 が建 て ら れ た 後 に 、 東西の 壁が建 て ら れ た と 考 え ら れ る 。

第 4 表 に石室の奥行 を 1 と し た と き の各部の比 を 示 し た 。 こ の 表 か ら 石室の平面形 は奥行 の

8 割 の 長 さ に 幅 が設計 さ れ て い る こ と がわ か る 。 類似の玄門 を 持つ 年 の神古墳 よ り も 方形 に近

い 形 を 呈 し て い る 。

第 3 表 石室の対比 (石室の奥行 を 1 と し た と き の 各部の比)

石 室 羨 道

古墳名 奥 行
煽 天井の

奥 行
幅

奥壁近 く 中央部 玄門近 く 品 さ 玄門近 く 前庭部近 〈

岩 立 C 古 漬 1 0 . 8  0 . 8  0 . 9  0 . 7  0 . 8  0 . 8  0 . 8 

年 の 神 古 墳 1 0 . 6  0 . 7  0 . 6-0 . 7  註 1

註 l 富樫卯三郎 、 松本雅明 「 小川町年の神古墳」熊本史学15・16号 昭和34 年 5 月

③ 羨道 ・ 前庭

破壊が進 み 前庭部 と 羨道 の 区 分 がつ け に く く 、 残 っ て い る 側壁の 石積み と 黄色 の 軟 い凝灰岩

の 掘 り 込み と 遺物の分布 か ら 類推 し た 。

羨道の 東側側壁の石積の基礎部の石列 が 2 . 2m に わ た っ て ー列 に 並 ん で い る 。 石 の 大 き さ ・

質 と も に葺石 と 類似す る 。 西側側 壁は 1 0 4m の凝灰岩 l 個 の み が残存 し て い る 。 羨道部の 規模

は東西の石列 か ら 類推 し て 、 方形 に 近 い 台形状 に な り 玄門側 がい く ぶ ん狭 〈 幅2 . 2m -2 . 7m 、

奥行2 . 4m 前後 と 思 わ れ る 。 周 溝 か ら 橿石 の主軸 の長 さ は 3 . 8 m で あ る 。 こ れ は 前庭部 と 羨道部

を 合 わ せ た 長 さ で あ る 。
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羨道の床面 は石室 と 同様、 縄文時代 の遺物包含層 及 び 黄色 の 軟 い 凝灰岩 ( 阿蘇火砕 流百) の

ま た表 土 (耕一部 を 削 っ て つ く ら れ て い る 。 掘 り 込 み の深 さ は 開 墾 に よ っ て 周 囲 が削平 さ れ 、

の 下 は 凝灰岩 で あ る の で明 ら か では な い 。作土)

床 面 は 踏石近 く で海抜55 . 60m 、 周溝近 く で海抜55 . 09 m で あ り 、 ゆ る や か に 周 溝の 方 に傾 い

て い る 。 床 面 上 に は 、 礎灰岩の細石 が踏み固 め ら れ て い た が、 そ の 聞 か ら 第20図 に 示す よ う な

構築時 に 細 石 が ひ か れ て い た と 断 定 は で き な い 。

前庭 は 羨道 へ な だ ら か に 連 ら な っ て い る の で羨道の側壁の延長部分 ま でで あ ろ う と 推定 する 。

鉄 片 、 銅 片 、 須 恵 器 片 が 出 土 し た の で、

床面や遺物の出土状態 か ら 前庭部 を 判定 す る こ と は 出来 な か っ た 。

E3

 

凋宅



玄 門 の 直前 (羨道の奥) に 板状の凝灰岩製の踏石 (1 . 20 X 0 . 47 X O . 1 5 m ) が あ り 、 そ の 表 面

に は 長 方 形 (0 . 86 X O . 20m 、 深 さ 0 . 02 m ) の掘 り 込 み が あ る 。 こ の掘 り 込 み の 幅 は 玄 門 の 幅

よ り 広 く 、 掘 り 込み の位置 は 玄 門 の 直前 に あ る こ と か ら 、 板状の 閉 塞石 を た て る た め の 掘 り

込 み と 考 え ら れ る 。

古墳 に 関す る 遺物以外 に 羨道部 か ら 2 片 の 高台付須恵器の蔵骨器 と 思 わ れ る 物を採取 し た 。

こ の こ と か ら 、 こ の古墳 が奈良時代 か ら 平安時代頃墓地 と し て 利 用 さ れ た こ と が う か が え る 。

3 ) 古漬時代と そ れ以後の遺物
① 古墳時代の遺物

(村井)

古墳時代の遺物 と し て は 、 須恵器の郎 (第25図)、 高部 (第26図)、 曹 (第27 ・ 28 ・ 29 ・ 30図)、

査(第29図)、 大形器台 (第30図)、 埴輪(第3 1 図) 土師器の査(第32図)、 竃(第32図)が出土 し て い る 。

O 須恵器

耳、の 蓋 は 、 口縁部 がほ と ん ど欠損 し て お り 確認で き な い 。 つ ま み は 、 つ く も の と つ か な い も

の が出土 し て お り 、 宝珠形つ ま み が 3 点、 中央部 に か け て 横ナ デ を施 し て い る た め に や や窪 む

も の が 5 点、 同時期 の つ ま み の み 1 点 が出土 し て い る 。

部の 身 は 、 1 点 だ け 高台付 き の も の が出土 し て い る 。

小田富士雄氏の編年 表 によ れ ば、 これら の須恵器の ほ と んど は 皿 6 か ら 町 に対応すると 思 わ れ る 。

高部は 、 1 点 だ け 有蓋高部が出土 し て い る (第26図 2 ) 。 脚部 に は浅 い 2 条 の沈線が施 さ

れ て お り 脚部内 面 は 、 し ぼ り 痕 が認め ら れ る 。 焼成 は な ま 焼 け で あ る 。 他は無蓋高部で あ る と

思 わ れ る 。 脚部 に は透 し は認め ら れ な い 。 第26図 2 の よ う に 町 に 対応で き る と 思 わ れ る が、 ほ

と ん ど の 高部は 皿 か ら 町 に 対応で き る と 思 わ れ る 。

長頚台付壷 は 、 口 径26cm、 胴径13 . 0cm、 器高23 . 9cm、 底径 9 . 6cm を 測 る 。 口 径部下方 に 4 条の

沈線 が胸部の 最上腹部 よ り やや上方 に 2 条の沈線が施 さ れ て お り 、 外下方 に 八 の 字状 に 聞 く 脚

部 が認め ら れ、 刊 に 対応で き る と 思 わ れ る 。

埴輪は 、 ほ と ん ど が両 面 と も 摩滅 し て お り 破片 の み で あ る 。 そ の 内 1 点 だ け 、 内面 に わ ず か

に 指圧の あ と が認め ら れ る も の が出土 し て い る 。 出土状況は 、 周溝第四区 か ら 破片 1 点 が出土

して お り、 他は墳丘 の 表面 、 石塚 な ど か ら の採集で あ る の で、 報告だ け に と ど め て お く 。

O 土師器

長頚壷 は 、 周溝第 I ・ E 区 の底面 よ り 2 点出土 し て い る 。 他 の 出 土状況 な ど か ら 須恵器の編

年 に よ る と こ ろ の 町 に 対応で き る と 思 わ れ る 。

最後 に注 目 すべ き こ と で、 竃の破片 が出土 し て い る 。 こ れ は 封土排除作業 中 に検出 さ れ た も

の で出土事実だ け の報告 に と ど め て お く 。

以下 「土器一覧表」 に し て 説 明 す る 。 ( 高野 )
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第4 表 土器類の分類基準表

時代 種別 器 種 類 別 分 類 基 準 実測 し た
土器片数

I 類 つ まみ を 有する物 10 
工事 の 蓋

E 類 つ まみ を有しな い物 8 

I 類 高 台 を有しない身 3 

t不 の 身
H 類 高 台付の身 1 

古 I 類 杯部に蓋受けを有する物 1 
5頁 高 ま不

11 類 ま不部に蓋受けを有しない物 19 
代

I 類 台付の壷 1 
( 恵 壷古 11 類 台 の な い壷 8 

代
墳時

蜜 1 6 
奈 器

良 器 d口s、 2 

平安
代
時 題 2 

) 
そ の 他 器種不明の破片 2 

土 壷 2 

師
器 そ の 他 器種不明の破片 2 

埴 輪 円 筒埴輪 9 

カ 可' 1 

須 恵 質 土 器 6 
中

土 師 質 土 器 9 

世
瓦 質 土 器 O 

近 陶 器 江戸 時代から 明 治にかけての も の 2 

世
磁 器 現代の磁器片 ( 大正 ・ 昭和 ) 1 

現
代 そ グコ 他 ガラ ス 製品 O 
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持 蓋

図版No 器種 法 量 咽

つ ま み の 高 き
0 . 6  

つ ま み 最大幅
25- 1 t手 釜 2 . 5  

つ ま み の 品 さ
0 . 5  

つ ま み 最 大幅

25- 2 ま手 蔓 2 . 7  

つ ま み の 高 さ
0 . 3  

つ ま み 最大幅

25- 3 士手 釜 2 . 7  

つ ま み の 晶 さ
0 . 8  

つ ま み 最大幅

25- 4 t手 登 2 . 8  

つ ま み の 高 さ
0 . 3  

つ ま み最大幅

25- 5 士事 選 3 . 1  

つ ま み の 高 さ
0 . 2  

つ ま み最大幅

25- 6 t手 蓋 3 . 1  

25- 7 t手 蓋

つ ま み の 高 さ
0 . 8  

つ ま み 最大幅
25- 8 保 護 2 . 6  

つ ま み の 高 さ
0 . 6  

つ ま み 最大幅
25- 9 Z手 登 3 . 2  

第 5表 実測土器一覧表

形 態 上 の 特 徴

扇 平 な 天井部 に やや不定形 を 有
す る 宝珠形つ ま み がつ く 。

や や 丸み を 帯 び る 天井部 に扇平
な つ ま み を 有す る 。 つ ま み は 中
央部 に か け て繍ナ デ を施 し て い
る た め に やや包む。

や や 丸み を 帯 びた天井部 に扇平
な つ ま み を 有す る 。 つ ま み の 高
さ は 非 常 に 低 〈 中央部 に か け て
機 ナ デ を施 し て い る た め やや鐙
む。

やや扇平 ぎみの天井部 に変形 し
た 宝珠形つ ま み を 有す る 。 つ ま
み の 高 さ は@

て
ゆ
繍

に 対 し て 高 〈 中
央部 に か け ナ デ を 施 し て い
る た め窪む。

扇 平 な 天井部 に扇平 な つ ま み を
有 す る 。 つ ま み は 中央部 に対 し
で 機 ナ デ を施 し て い る た め わ ず
か に趨む。

や や扇平 ぎみ の夫弁部 に 扇 平 な
つ ま み を 有す る 。 横 ナ デ

て窃
を施

む。
す

た め つ ま み 中央 に 対 し
器外面天

条
井
の沈

部 に は ヘ ラ 状工具 に
よ る 1 線 を施す。
天
が

井
観

部
察

と f宇部 を織別す る 弱 い稜
さ れ る 。

扇 平 な 天井部 に つ ま み を 有す る
と 思 わ れ る がつ ま み部は 欠損 し
て い て そ の形状 を把握す る こ と
がで き な い 。

扇
を

平 な 天井部 に宝珠形の つ ま み
有す る 。

やや丸み を 帯 び る 。
天井部 に 変形 し た 宝珠形つ ま み
を 有す る 。

技 法 上 の 特 徴

天井
内

部 は ヘ ラ 削 の の ち 横 ナ デ。
器 l主繍ナ デ。

天井部 は カ キ 目 を施す。
器内は繍ナ ヂ。

天井部 は ヘ ラ 削 の の ち 器壁 を 鯛
整 し カ キ 目 が施 さ れ て い る 。
器内は機 ナ デ 。

天井部 は ヘ ラ 削 の の ち 繊 ナ デ。
器内は検 ナ テ:

外面天井部 は へ ラ 削の の ち 横 ナ
デ'。
内 面 は 繍 ナ テ二

外面 は ヘ ラ 削 の の ち 機 ナ テ二
内面は繍ナ デ。

天井部 は カ キ 目 。
f宇部 は検 ナ デ。
天弁部 に は 長 さ 2 . 尉mほ どの 2
条の縦方向 の平行枕線 を 有す る

(ヘ ラ 記号の可能性 あ り )
器内は横ナ デ。

天井部 は ヘ ラ 削 の の ち 横 ナ デで
調整 さ れ 、 体部、 外内面 と も 横
ナ デ調盤 。

務面は 全体的 に粗雑 な 成 形 か鴻
さ れて い る 。
天井部 は ヘ ラ 削 の の ち 横 ナ デ。
f本部 は 横 ナ デ 。
内部は繍 ナ デ 。
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色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色 調 は 内
2 mm

外面
前

と も 淡灰色。 I
胎土 は 後の細砂 を 含 む が
需 で あ る 。
焼成は不良。

色調は や
2 mm

や茶
前後

を 帯 び た 育
を

灰
含

色 。
胎土 は の細砂 む が
密 で あ る 。
焼成 は あ ま い 。

色調は茶 を 幣 ぴた 育灰色。
胎土 は網砂 の 包 含 も 少 な く 畿密
て‘ あ る 。 I
焼成 は 良 好 。

色調は外面 が脊灰色で、 内 面 は
淡育灰色 。
胎土 は鍛密 で あ る 。
焼成 は良好 。

色調は外 が茶縄色、 内
合

がE音褐色
胎土 は 2 聞の細砂 を む が綴密
て‘ あ る 。
焼成 は な ま 焼 け。

色調は淡灰色 。
胎土 は鍛

不
密
良

。
焼成は 。

色調は
鍛
育灰

密
色 。

胎土 は 。
焼成は良好。

色調は外面 が育灰色、 内 面 が淡
育灰色。
胎土 は 良。
焼成 は良好。

色調は外面 が淡黄灰色、 内 面 は
淡青灰色。
胎土 はやや良。
焼成は あ ま い 。



図版陥 器種 法 量叩

つ ま み の 高 さ
0 . 7  

つ ま み 最大幅
25-10 主手 釜 1 . 1 

25-11 t手 登

25-12 杯 蓋

口 径 1 2 . 7  
器高 3 . 8  

25-13 土手 蓋

25-14 係 議

25-15 t手 蓋

25-16 係 蓋

25-17 坪事 蓬

25-18 係 蓋

形 態 上 の 待 徴

つ\ま、
み の み の残存 で あ る 。

天井部 は 扇 平 で あ る 。
口縁部 は外下方 に傾斜 し 、 口縁
端部 は や や 尖 り ぎみ で あ る 。
天井部 と 口縁部 は 弱 い 稜 を も っ
で わ か れ る 。

天井部 と 口縁部 と を わ け る 稜は
内外面 と も 退化 し て お り 明朗 で
は な い 。
口縁部は 短か く 外下方 に傾斜 し
端部 は 丸 く お さ め る 。

天井部 は 丸み を 帯 び天井部 と 口
縁部 は弱 い 稜 に よ り 分離 さ れ る
口縁は下方 に 直下 し 、 端部 は 丸
く お さ ま る 。

口縁部 の み の小破片 で あ る 。
天井部は失損 し て お り 不明 で あ
る 。
口縁部 は 下方 に 直下 し 頭部は 丸
く お さ ま る 。

口縁部 の み の小破片 で あ る 。
口縁部は外下

の
方
か

に よ り
ま
丸

内
〈

傾
収め る。

口縁部内側 え り l し て
そ の先端 の位置は端部 よ り 上方
に あ る 。

口縁部 と f本部 と の稜は退化 し て
い る た め に 意織的 に 区別 す る た
め に 2 条のi;t線 を施 し て い る 。

口縁部 の み の 小破片
天井部 は 扇平 で あ る
ロ縁部 と ほ ぼ同 じ 長 さ の か え り
を 付 し 、 端部 は鋭い。

口縁部 の み の 小破片
口縁部は外下方 に 丸 〈 収 め る 。
ロ縁部内側の か え り は内傾 し て
そ
に

の
あ

先
る

端
。

の位置 は端部 よ り 上方

技 法 上 の 特 徴

内外面 と も 横 ナ デ。

内外面 と も 横 ナ
具
デ。

I内 面 に ヘ ラ 状工 こ よ る 弱 い 1
条 の i;t線 を 有す る 。

内 外 と も 横ナ テ:

天井部 は ヘ ラ 切 り の の ち 横 ナ デ
と 思 わ れ 中央部 に未ヘ ラ 削 の た
め粘土の起状 を 様す る 。
口縁部は検ナ デ 。
内面部 は横 ナ デ。

内外面 と も 機 ナ え

内外面 と も 繍 ナ テ二

天井部の80% は ヘ ラ 削 で他 は繍
ナ デ、 内 面 は横 ナ デ 。

天井部上面 は ヘ ラ 削の繍ナ デ、
内面は横ナ テ二

内外面 と も 機ナ ヲコ

- 57-

色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は灰色 。
胎土は微砂粒 を 含 む。
焼成 は 良 。

色調は淡育灰色 。
胎土 は鍛密。
焼成 は あ ま い 。

色調は淡育灰色 。
胎土は鍛密 。
焼成 は や や あ ま い 。

色 調 は 淡脊灰色 。
胎土 は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 。

色調は淡育灰色 。
胎土 は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 。

色調は淡糞灰色 。
胎土 は密 。
焼成 は 良。

色調は淡貧灰色。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 好。

色調
面

は外面 が淡貧青色 R
内 が育灰色 。
胎土 は 良 。
焼成 は 良 。

色調は淡黄灰色 。
胎土 は官官。
焼成 は良。



ま不 身

図 版 器舗 法 量個

口 径
残存高

25-1 9 車事 身

25-20 保 身

25-21 保 身

脚径 ω . 6)

25-22 高
台

付
土�

高 杯

図版 器種 法 量叩

ロ f呈 (ll)
係の深 さ

3 . 4  
26ー 1 高 係 残存高14 . 2

係
器
口 径商

の
9 . 2  

1 3 . 7  
深 さ

26- 2 高 係 4 . 6  

ロf呈14 . 8係の 深 さ
3 . 6  

26- 3 高 土手

形 穆 上 の 特 徴

た ち あ が り

部

扇はぴ端
平
内

に檎

傾部
で

し 受部は やや外上方 に の は 丸 〈 お さ ま
る 。 底部は あ る 。
た ち あ が り 檎ナ ヂ鯛整 を施
し て い る た め浅減措泉純畢め る 。

た ち あ が り は 直立 し 、 受部は平
行 に の ぴ 頭部 は 丸 く お さ め る 。

口 縁部 の み の小破片 で あ る 。
た ち あ が り は 直立 し 受部は平行
に の ぴ る 。 頭部 は失損。

体

舗音
字

る
よ 舗体

状
拡

は
り 張平

舗
と
に
肉

高
の
広

ら

η習
台

付
中

が

に
し

の

央付傘

り
、 小

坦

qに
に

破弱上
て

よ
訴

片
方

は

傘い
る

aへ

外

で

も
"a-

あ
舎 請省

る
時
.
L

底
繍
す

の び る 高
の で八 の
上 に は ね

る 。

形 態 上 の 特 徴

柱t事状部下
か ら 側部 に か け て 残

条
存

方 の 聞 に浅い 2 のr.t線
係が施

底部
さ れ て い る 。

は 丸み を 轡 ぴ る 受部は外
上方 に の ぴ端部 は 丸 く お さ ま る 。
立 ち 上 が り 部 は 内傾 し て 立 ち 上
カf り 0 . 8叩3 を 昔十 る 。

醤て ‘ m筒i : 怯1
ま

a

?

帥E
ま

童

Z極&端品m

話

を

儲?

溜

す
品

.
血か芭毒

議

ら

縁

寄総為留

は

留

詑

ほにに
さ

主

ぼ帽
れ
か部

け て 外反
5 回2ほ ど
れ て い る

係部の み 残
わ

存ず し て い る 。
口縁部は か外上方 に 内 穆ず し
な が ら 立 ち 上 が り そ の後 わ か
に 外反 し 端部 は 丸 く な る 。

技 法 上 の 特 徴

外面は繍ナ デ、 内 面 は 横 ナ ヂ。

内外面 と も 繍ナ デ。

内外面 と も 繍 ナ テ二

外面底部 は ヘ ラ 削の の ち 機 ナ テ2

技 法 上 の 特 徴

係のf寧
の
本部

内
な

・ 口縁部 ・ 脚部 の外面
は 丁 ナ デ」
脚部

繍
面 は シ ポ リ の後検 ナ テ二

革手の内面 ・ ロ縁 ・ f本部 は 丁寧 な
検原ナ テ'。

の底部は へ ラ 削 の寧後繍
な 繊ナ テナ2ヲ:脚部 ・ 内 外面 と も 丁

掃の 内外面 と も 横ナ デ 。
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色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は外麗 が貧灰色、 内 面 が時
胎
脊灰

土
色
は

。
細砂 を 含 む。

焼成は良 。

色調は外面 が育灰色 、 内 商 品情音
育灰色。
胎土は細砂粒 を 含 む。
焼成は良。

色調 は
細膏

灰
砂

色
粒 . 胎土 は を含 む 。

焼 成 は 良 。

色調は灰 白 色。
胎土は細砂 を 含 む。焼成は普通 。

色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色赤調橿色
は係

で綜の体の
部
外

の 内面 l主 に ぷ い
函 ・ 脚部 は灰赤

色。
胎土 は 良 。
焼成 は な ま 焼 け。
自 然軸 が付着。

色調は に ぷ い 貧盤 。
焼胎

土
成粕

は
は

細杯
が付部

砂
着に
を

焼含
。

け
む

ひ
。 ず む 。

自 然

色調は灰色 。
胎土は細砂 を 含 む。



図版尚 器種 法 量 咽 形 態 上 の 持 色 技 法 上 の 特 色 色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

口 径 (7. 0) 係部の 奇残存。 採部内面 . f:本部 は 横 ナ デ、 底部 色調 は灰黄色 。
は ヘ ラ 削 の後横ナ デL 胎土は細砂 を 含 む。

焼成 は 良 。
26- 4 高 杯 琢部 ・ 内 面 は 自 然粕付着

。

係部小破片 で あ る 。 機 ナ デ。 色調は灰色 。
胎土 は細砂 を 含 む。焼成 は不良 。

26- 5 高 原

係部の 士の み残存。 内外面 と も 横 ナ テ二 色調は灰黄色 。
扇 平 な 底部 を 塁す る 。 胎土は細砂 を 含 む。焼成は普通 。

26- 6 高 tæ

琢部小破片 で あ る 。 横ナ 子二 色調は灰黄色 。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 。

26ー 7 高 志事

脚部径 3 . 0 t手部 欠損 全体 に横ナ 汽 色調は 育灰色 。
裾部 欠損 胎土 は徴粒子 を 含 む。脚部 は綱 〈 八 の字状 に ひ ら く 。 焼成 は 良 。

26- 8 高 f不i
柱状部 に 2 条 の沈線 を施 し て い
る 。

胸部径 3 . 9 脚部の 一部分 の み残存 し てい る 。 内外面 と も 検 ナ テ二 色 調 は 外 面 が貧灰色 で、 内面 が
脚部下方 に浅い 1 条 の沈線 が施 時灰色 。
さ れ て い る 。 胎土は細砂 を 含 む。

26- 9 高 指手 焼 成 は 良 好 。

脚部径 3 . 2 脚部の一部分のみ残存残存部中 外部 は残存脚部全体 に カ キ 目 色調は外面 が時灰色 、 内 面 が育
央 に 1 条 の枕線が施 さ れ て い る。 内部は横ナ テ二 灰色 。

胎土 は密。
26-10 高 f不I 焼成 は 良。

脚部径 4 . 5 脚部の 一部分の み残存 内外面 と も 償 ナ デ調盤が認め ら 色 調 は 黄灰色。
残存部中央 に浅い 2 条 の沈線が れ る 。 胎土は細砂 を 含 む。施 さ れ て い る 。 焼成 は 良 。

26-1 1 高 採

脚部残存最小 脚部の 一部分の み残存 内外面 と も 績 ナ デ 。 色調は暗灰色。
f圭 3 . 1 脚部 に浅い 2 条 の沈線が施 さ れ 胎土は密。
脚部残存最大 て い る 。 焼成 は 良 。

26-12 高 士手 f圭 7 . 5 脚部内 面 に し ぼ り 痕 が認め ら れ
る 。
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図版ぬ 器種 法 鑑 四 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

脚部残存最小 脚部の一部分の み残存 内外面 と も 横 ナ デ。 色調は貧灰色 。
径 3 . 9 脚部 に 2 条 の沈線 均句極 さ れ て い 胎土は細砂 を 含 む。脚部残存最大 る 。 焼成は良 。

26-13 高 事事 径 8 . 5 内 面 に し ぼ り 棋 が認め ら れ る 。

底径 ( 9 . 0) 脚部裾部 の み残存 。 内外面 と も 繍 ナ デ 。 色調は外面 か糟灰色で内面 が貧
脚部 は 外下方 に 八 の字状 に 聞 き 灰色 。
脚端部 では よ り 上方で外反度 を 胎土は雲母、 紹砂 を 含 む 。

26-14 高 原 強め る 。 焼成 は 良 。
残存脚部 中央 に は へ ラ 状工具 に
よ る 弱 い 2 条沈線 を 有す る 。

底径 (1 1 . 0) 脚部の み残存 。 内外面 と も 繍 ナ デ 。 色調は外面 か唱音青灰色内 面 が育
脚部 は 外下方 に 八 の字状 に 聞 き 灰色
端部は横ナ デ を 施す こ と で わ ず 胎土 は官官 。

26-15 高 麻 か に く ぼみ端面 を 丸 く お さ め る。 燐成 は 良 好。

底径 ( 7 . 6) 脚部端部 の み の小破片 で あ る . 内外面 と も 横 ナ デ。 色調は暗脊灰色 。
底 径 が小 さ く 、 肉薄器墜 を 有す 胎土 は 良 。
る 。 焼成 は 良。

26-16 高 杯

肉薄 な 器壁 を 有す る 。 内外面 と も 機 ナ テ二 色調は外面 が黄灰色で内面 が育
脚部の み の残存 で あ る 。 灰色 。
脚端部 を つ ま み だ し て い る た め 胎土は 良 。

26-17 高 麻 に 内外面 に わ ずか な 弱 い鐙み を 焼成 は 良 。
有 す る 。

底径 ( 9 . 7) 脚端部 の み の小破片 で あ る 。 内外面 と も 横 ナ デ。 色調は黄灰色 。
胎土は 良。
焼成は良。

26-18 高 原

底径 (14 . 0 ) 脚端部 の み の小織片 であ る 。 内外面 と も 繍 ナ デ。 色調は外面が暗青灰色 で内 面 が
脚部 は 外下方 に 八の字状 に 開 〈 貧灰色 。
端部 を つ ま み だ し て い る た め 内 胎土 は 良。

26-19 高 t手 面 に 君事 い鐙み を 有す る 。 焼成 は 良。

底径 (17 . 2) 脚端部 の み の小破片 で あ る 。 内外面 と も 繍ナ デ。 色
内

調 は 外 がE音膏灰色 。
脚部は外下方 に 八 の字状 に 開 〈 が育灰色
端部 を つ ま み だ し て い る た め 、 胎土 は 良 。

26-20 高 杯 内外面 に わ ずか な ひ弱 い趨み を 焼 成は良。
有 す る 。
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碧

図版No 器種 法 盤 叩

口 径
大

50 . 3  
最 幅 14 . 6

27- 1 費

口 f圭 23 . 0
最大幅 43 . 3  

27- 2 雪量

口 径 (48 . 8)

28- 1 現

28- 2 き聾

口 径 (28 . 8)

28- 3 現

口 f量22

29- 3  雪量

口 f呈 22 . 2  

29- 4 費

29- 5 雪量

形 態 上 の 特 色

頭部 で 丸 〈 屈 曲 し 、 口縁部 は 上
方
内

t二E
弱
!( I 二 立 ち 上 が っ た の ち 、 器

に い 稜 を 有 し 外反皮'者 強め
口縁部 に い た る 。
口 縁部外面は 、 わ ずか に 垂下 し
繍 ナ デ を 施す こ と に よ り 、 わ ず
か に 怨む。 端部

内
はつ ま み 上 げ る

こ と に よ り 器 に 弱 い稜 を 有 し
丸 〈 収 め る 。
2 粂 の上下 2 段の洗線 を 有す る
最大幅は器の 中央 よ り やや上方
に‘あ り 、 体部 は 変球形状 を 呈 す
る 。

口縁部 は縁内
方部

海 し 外上方 に 立 ち 上
が る 。 口 外面 は わ ずか に 垂
下 し 、 上 に つ ま み 上 げ る た め
に 錯内 に 弱 い く ぼみ を 有 し 、 端
部 は 丸 〈 収 ま る 。
最 大幅 は 器 の 中央 よ り やや上方
に あ り 、 f本部は 変球形状 を施す。

上
ロ 縁

が
部
り

は 外上方 に 内 毒
か

し て 立 ち
、 外面 で わ ず に 垂下す

る 。 ロ縁端部 を 上方 に つ ま み あ
げ る た め 器 内 に 弱 い 稜 を 残 し :端
部 は 丸 〈 収め る 。

頭部 で丸 〈 屈 曲 し 、 口縁部 は上
方 に 直 に 立 ち 上 が る 。 口縁部上
方 に は 2 条 の浅い沈ラ 状

線 を 有 し 、そ の 上 方 に は 、 へ 工具 に よ
る 剣突文 が配 さ れ て い る 。

E
E
f島躍EEは器Z詰品?u諸を 捜

島し 醐fz 
は と が

粂
文
そ の

の 間2 段に ヘの 沈
文
ラ 状

線
が

工配
を

状の剣突
さ れ て い る 。
口縁部の 告残存
口縁部外上方 に外反 し て 立 ち 上
が り 、 ロ縁端部 は わ ずか に 垂下
す る 。

口 縁部 の
外
告残

上
存 。

口縁部 は 方 に 立 ち 上 が り 、
口径外面 は つ ま み だ し の た め垂
下 し 問機 に 1 条の沈線 を 有 し 、
端部 は 丸 〈 収 め る 。

口縁部 は 垂直 に 立 ち 上 が る 。

技 法 上 の 特 色

口縁外面 は 、 ク シ 目 銅盤
f本部外面は平行叩 き の の ち 、 ス
リ ケ シ 調艶。
内面 は 青海波状文 。

外面頭部 か ら 口縁部 は カ キ 目 網
整 の の ち 叩 を施 し て 器製の調鐙
を 行 な っ て い る 。
内面 は 、 青海波状文 の 叩 き 。

外面 は 口 縁部 か ら 頭部 に か け て
機ナ デ。
器内は 口縁部 品、 ら 顕部 に か け て
検ナ デ
頭部 か ら 体部 に か け て は 青海波
状文 。

外 ・ 内面 と も 横ナ デ

外面は繍 ナ ヂの の ち カ キ 目 調盤
内面 は繍ナ ヂ。

外国 は横 ナ デ の の ち カ キ 目 潟盤
内 函 は 繍 ナ デ。

内面 ・ 肩部 は同心円文叩 き の の
ち 繍 ナ デでス リ ケ シ し て い る 。
外面 は 叩 き 。
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色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は灰色 。
胎土 は小砂好

粒
。

を 含 む 。
焼 成 は 良

色調 は灰色 。
胎土 は小砂好

粒
。

を 含 む
焼成 は 良 。

色調外薗は
暗
育灰

灰
色 。

。 内面 は 色 。
胎土 は密 。
焼成 は 良好。

色調は灰色 。
胎土 は細砂 を 含 む 。
焼成 は 良 。
自 然利付着。

色 は 外 内 面 と も 時育灰色 。
胎土 は密 。
焼成 は 良 好。
自 然粕付着。



図版陥 器種 法 量 叩

29- 6 褒

29- 7 費

29- 8 費

29- 9 費

30- 1 斐

30- 2 費

30- 3 褒

30- 4 褒

形 態 上 の 特 色

頚部 で屈 曲 し 、 口径部は外方 に
直 に 立 ち 上 が る 。

頭部 占 残存

口 縁部の小彼片口縁部 は断面長方形状で あ る 。

口 縁部 の み の小破片
口縁は外上方 に 外反 し て 立 ち 上
が り 口縁端部

器
を 内外方 に つ ま み

上 げ る た め に 内 に弱 い 稜 を 残
し 直 に 立 つ 。 口 縁部形態 を 有す
る 。

口 縁部 の み の破片口 頭部 は 外 海 ぎみ に 外上方 に の
ぴ る 残存す る 破片 の 下方 に 2 条
のi尤線が施 さ れ て い る 。

口 頭部 の み の破片 が残存 し て い
る 。
口 頭部は外 脅 し つ つ 外上方 に 関
く よ う で あ る 。

破片 の み残存
外商 に は 2 条 の 2 段の 沈線 を 有
し て お り 、 そ の 前後 に ヘ ラ 状工
具 に よ る 綾形文状の刺突 文 が配
さ れ て い る 。

破片 の み残存 。
外面 は 6 条 の櫛錨波状文 で飾 り
そ の 下 に 2 条 の沈線が施 さ れ て
い る 。

技 法 上 の 特 色

外面は平行叩 き
内 面 は 脊海液状の 叩 き を施 し

シ
部て

分的 に+貨 ナ デ に よ り ス リ ケ て
い る 。

内 面 は機ナ デ。
外面 は 中程 に 2 条 の 沈線 が施 さ
れ て お り 他 は カ キ 因 調整 。

外商は 横 ナ デの の ち 口 頭部 に右
上が り の へ ラ 状工具剣突文 が施
さ れ て お り 、 そ の 聞 に 浅 い 2 条
の沈線が施 さ れ て い る 。 他 は カ
キ 目 調整 。

外
ラ 状面工

は横ナ ヂの の ち 口 頭部 に ヘ
具刺突文

線
か鴻

が施
さ れ て い る

ロ縁部 に 弱 い 沈 さ れ て い
る 。
内 面 は 少 々 摩滅 し て い る が横 ナ
デ。

内外面 と も 横 ナ デ。

外面は平行叩 き 目
内 面 は 青海波状 文 が施 さ れ て い
る 。

内外面 と も 償 ナ デL

内外面 と も 横 ナ デ
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色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は灰色 。

色調は育
小

灰
粒

色
子

。
を胎土 は 含 む 。焼成 は良 好。

自 然粕付着。

色調は。
胎土 は。
焼成は。
自 然納付着。

色調は暗灰色 。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 好。
自 然粕付着。

色調は暗灰色 。
胎土 は 密 。
焼成 は 密 。



壷

図版No 器種 法 盈 叩 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

口 径 7 . 6  頚部 で丸 く 屈 曲 し 、 口縁部 は 内 体部の下方は カ キ 目 調書基 地ず施 き 色調 は 育灰色。
E同径 1 3 . 0  奪 ぎみ に 外方 に 直線的 に の び端 れ て い る が、 他は繍 ナ デ調盤 胎土は鍬密。
器高 23 . 9  部 は 丸 〈 収め る 。 内 面 は横 ナ デ。 焼成 は 良 好。
底径 9 . 6  口 径部下方に 4 条の沈線 を 有す

る 。
胸部 は 変球状 を 呈 し 、 最上腹部

長 顕 よ り やや上方 に 2 粂の沈線がめ
29- 1 ぐ っ て い る 。台付壷 脚部は外下方 に ハ の字状 に 広 き

一端稜 を 有 し 内傾 し 端部 は 丸 〈
収 め る 。

口 径 (13 . 8) ロ縁部 の み の残存 内外面 と も横 ナ デ 色ー は 明 貧褐色 で 「
比較的器 墜の う す い 口縁部は外 は黄褐色 。
上方 に 直線的 に の ぴ頚部 で丸 〈 胎土 は 良 好。

29- 2 蚤 収 め る 。 焼成は な ま 焼 け。
口縁部下方 に は弱 い 2 条の沈線
を 有す る 。

大 形 器 台

図版No 器種 法 量 咽 形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

残存部 杯部 と 裾部 が欠損 体部外面 に 5 段の 7 条 の 波状文 色調 は暗育灰色。
径 (1 1 . 6) 脚部残存、 外面は 2 条のtt線 を カ守恒 さ れ て い る 。 胎土は鍛密

好
。
。透 し 部分 2 段 に施 し 、 そ の 聞 に長方形の 焼成 は 良

30ー 5 大 形 7 . 3 透 し が入 る と 思 わ れ る 。
器 台

残存部 の径 杯部
残
と 裾

存
部 が欠 損 外面は 2 条 の洗線の上方 に カ キ 色 調 は 脊灰色 。

最小径 脚部 目 鯛盤 がみ ら れ、 そ の後波状文 胎土 は級密。
10 . 8) 外面は 2 粂の浅い沈線 を 2 段 に が施 さ れ 、 z 条の沈線の 上方部 焼成 は 良 好。

最大径 施 し 、 そ の 聞 に透 し が入 る と 思 は機ナ デカ守恒 さ れ て い る 。
(13 . 2) わ れ る 。 透 し の上方 よ り 外反度 透 し 部 は 横方向 の カキ 目 を施 し 、

透 し 部分 を 強 め る 。 2 段の 12粂の波状文 が横走 し て

30- 6 喜 雲 4 . 5  い る 。
内面指圧 に よ り 器墜 を 整形 し た
の ち 横ナ デ を 施す。
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そ の 他
図版陥 器種 法 量 叩

30ー 7 縁
瓶

部
(
)
口

口径 (6 . 1 ) 
E同径 8 . 4) 

30- 8 器 形
不 明

口 径 (13 . 5)

30- 9 

士費i

図版ぬ 器種 法 量 叩

高台 後 8 . 6
高 き 1 . 0 

30- 10 t兎

埴 輪

図版No 器種 法 量 叩

簸部径 (62 . 8)。 高 き 0 . 5
φ 上面幅 1 . 3

31- 1 組 輪

鐙部径 (41 . 2)。 高 さ 0 . 5。 上面幅

31- 2 埴 輪 0 . 7 

形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色

瓶 の 口 縁部 と 想定 さ れ る 口縁部 内外面 と も 横 ナテ2
下方 に 稜 を 有 し 、 外上方 に

収
直線

め的 に の び、 口縁織部 は 丸 〈
る 。 比較的肉薄な 器墜 を 有す る 。

あ ま り類例がな い が、 登では な 稜 か ら 口縁部 に か け て繍ナ デ。
か ろ う か と 思 わ れ る 。 稜 か ら 底部 に か け て は機ナ デの
残存部 の ほぼ中央部 に稜 を 有す の ち 、 部分的 に カ キ 白 調盤 がみ
る 。 と め ら れ る 。
口縁部 は短 か く

収
内傾 し て立 ち 上 内面は繍 ナ デ

が り 端部 は 丸 〈 め る 。

底部 の み の小片辺で あ る 。 外内面 と も ナ デ鰯援。

形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色

墳の底部 の み の残存 係底部 は 回転ヘ ラ 削 に よ る も の
高台 は張 り 付 け に よ る も の で あ で高台の張 り 付 け 部 は で いねい
り 、 外下方 に 八 の 字状 に 開 く 。 な 横 ナ デ を施す た め わ ず か に く

ぽむ。
内面 は摩滅の た め 不明 で あ る が
横ナ デ と 思 わ れ る 。

形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色

破片 は 鑑 を 中心 に 上方約 4 叩、 外 ・ 内 面 と も 摩滅 し で い る が、
下方約 2 cm 績 の上 ・ 下約 1 叩帽 に横 ナ デ調
断面三角状の 績 を 有 す 整、 そ の上下 に縦方向 の刷毛 目

調整が認め ら れ る 。

破片 は 績を 中 心 に 上下約 2 . 5cm 策部の緩合後、 上下 を 幅約 1 叩
下方約 6 叩 横ナ デ調盤 し て い る 。

外面 や内面は摩滅 し て い る が、
器表の舗の下 に縦方向の刷毛 目
が施 さ れ て い る 。
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色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は外面 岩崎膏灰色 で内面 が
淡灰色 。
胎土 は級密。
焼成 は 良 好 。

色調は外面 が、 暗奇灰色、 内 面
が、 脊

は
灰
畿

色
曾

。
胎土 。
焼成 は 良 好 。
自 然袖付着 。

色調は 育灰色。
胎土 は級密。
焼成 は 良 好。

色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は淡賃補色
胎土 は雲母細砂 を 多量 に 含 む が

焼
鍬

成
密 で あ る 。

は 良 好。

色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は淡褐色。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 好 。

色調は赤縄色 。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成は 良 好 。



図版No 器種 法 量 咽

31- 3 主宣 輪

31- 4 埴 給

31- 5 埴 輪

31- 6 埴 輪

軍軍部径
(31 . 0) 

。 高 さ 0 . 7  

31ー 7 植 輪 。 上面幅 0 . 5

31- 8 極 輪

31- 9 I直 給

土 師 器

図版偽 器種 法 量 叩

| 口 f圭 8 . 5  
目同径 12 . 2  

32- 1 

形 態 上 の 持 色

8 四ほ と・ の小破片
績は剥離 し た痕跡 が残 っ て い る

破片 は 箔を 中 心 に 上方約 1 . 5叩
下方約 3'. 5咽
績 は断面台形 を 有 し て い る

破片 は 継を 中 心 lこ 上方約 2 叩、
下方約 5 叩

約 9 叩の破辺
器 面 は 摩滅 し て お り 書置 を確認で
き な い 。

破片 は 績 を 中心 に上方約 2 . 5叩
下方約11叩

基底部の破片

破片 は 鑑 を 中 心 に 上方約 1 . 5咽
下方約 3 . 0叩

形 態 上 の 特 色

口縁部 は 外上方へ の ぴ器壁は簿
〈 端部 は 丸 く お さ ま る 。
肩部 は 外方へ張 り 出 し て お り 最
大 径部 は 上方 に あ る 。
底部 は 丸 く あ、 さ ま る 。

技 法 上 の 特 色

器面は摩滅 し て い る カ鴨方向の
刷
ま量

毛
の

目 調書量 が施 さ れ て い る
形状は 不 明 で あ る が下方 を

約 1 冊横ナ デ調整、 内面 は外面
よ り 摩滅 し て 不明。

器面は 鑑の上下 に縦方向の刷毛
目 調獲 が施 さ れ て い る 。
績の上方約 0 . 5叩下 を 約 1 叩検
ナ デ調整

器表、 内面 と も 制緩や摩 滅 カ噌
し く 確認で き な い 。

外 ・ 内面 と も 摩滅 し て い る が部
分 的 で あ る が器表 に縦方向、 内
面 に横方向 の刷毛 自 調書量が認め
ら れ る 。

器表や内面 は剥離や摩滅 を し て
い る が器表 は間 隔 の狭い縦方向
の刷毛 目 調整 が施 さ れ て い る 。
内面l主、 わ ず か に指圧の あ と が
認め ら れ る 。

器表や 内 面 は 制緩 ・ 摩滅カ噌 し
い が上方 で わ ず か に縦方向 の刷
毛 目 カ句麗認で き る 。
内面は基底 か ら 約

古
4

市
咽
思

範
め

囲 に 2
本 の 明瞭 な 指圧痕 ら れ る。

器袋や内面 と も 鎖j離やE軽減 し て
い る が簸の 上方約 1 咽下方約
0 . 5閣の横ナ デ調援 を し 、 そ の

上下 に縦方向 の刷毛 目 調盤 が認
め ら れ る 。 内 面 は横方向の刷毛
回 調. が認め ら れ る 。

技 法 上 の 特 色

外面 と も 摩滅 し て い る がナ デ調
盤。
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色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は 明掲色 。
胎土 は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 好 。

色 調 は 明 褐色 。
胎土 は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 好 。

色調l主赤禍色 。
胎土は細砂 を 含 む 。
焼成 は 良 好。

色 調 は
締
赤褐
砂

色。
胎土 は 砂 を 含 む。
焼成 は 良好。

色調は赤褐色。
胎土は細砂 を 含 む。
焼 成 は 良 好 。

色調は淡褐色 。
胎土 は細砂 を 含 む
焼 成 は 良 好。

。

色調は淡掲色 。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 好。

色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調は 明縄色。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成 は 良。



図版No 告書種 法 量 佃

E問f呈 14 . 5  

32- 2 

32- 3 竃

歴史時代の土器

図版ぬ 器種 法 量 咽

底径 (1 7 . 7)

32- 4 蔵骨器

底径 (1 5 . 6)

32- 5 蔵骨器

底径 (1 3 . 5)

32- 6 車E骨器

口径 (37 . 0)

32ー 7 鉢

口 径 (34 . 0)

32- 8 鉢

32- 9 釜

形 態 上 の 特 色

口縁部 と 底部 が欠損。 軍首都は外
上方 に の びて い る 。 胸部 は変球
状 を 呈 L て い る 。

土師器の竃形土器であ る .
庇の一部が残っ て お り 、 焚 口 部
に 当 る と 思わ れ る 。 つぱは 張 り
付け に よ る も の であ り 残存最大
高は 2 . 6 cm を 計る 。

形 態 上 の 特 色

脚部の小破片 で あ る 。
高台張 り 付で、 端部は突 が り ぎ
みで、 外下方 に八の字状 に 閥 〈 。

体部 か ら 脚部 に か け て の残存で
あ る 。 体部は上方 に 内傾 し な が
ら 立 ち 上 が る 。
高台は張 り 付 け で力 強 く 八の字
状 に広 き 断面 は フ ラ ァ ト であ る

f宇都 は上方 に 内傾 し な が ら 立 ち
上 が る 。
張 り 付 け 8 れ た 高台 は 幅 も 長 さ
も No 4 、 No 5 よ り 大 き く 力 強い
八の字状 に 聞 く 。

口縁部 の み 残存
内

外
湾

上
ぎ

方
み

l
に 立 ち 上 がっ た体 部部

を こ つ ま み だ す た め頚
で屈折 し 、 器内 に稜 か被 る 。

内
口

屈
外

縁
管
上
折

部
ぎ
方
し

み
の

、
に

に
み

つ
器

立
残

内
ま

存
ち
み
に

上

稜
だ

が
す
か被

っ
た

た
め
る

体

。
頭部

部
で
を

つ ま み よ り 体部 に か け て残
角

存
形

し
て い る 。 つ ま み は断面三 を
呈 し て 約 3 聞の 穿孔 を 有 し て い
る 。
体部は 内傾 し な が ら 上方 に延 び
て お り 上方 にflJ自監 さ れ

観
た所

察
に接

合部分 で あ る だ ろ う と さ れ
る も の があ る 。

技 法 上 の 特 色

外 ・ 内函 と も 摩滅 が著 し く 確認
で き な い 。

つ ぽの張 り 付 け に は指
分

圧
的

痕
に

が観
察 され、が体確部め に は舗 あ ら
いハ ケ ら れ る 。
器内面 は指圧後ヘ ラ 削 り

技 法 上 の 特 色

内外面 と も 機 ナ デ。

外面 は ヘ ラ 削 り の の ち 横 ナ デ。
内面は繍

部
ナ デ調書E

内面底 は 叩 き か と も 思 わ れ る

f本部外面は機 ナ デ と 平行叩 き と
重 ね て 調鐙 し て い る 。 と く に 高
台の内面は横ナ デで調盤 さ れ て
い る 。
内面 も 横ナ ヂ と 平行叩 き で調整
さ れ て い る 。

内外面 と も 繍 ナ デL

内外面 と も 横ナ テエ

内外面 と も 機 ナ デ調盤。
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色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色調 は 黄灰色。
胎土は細砂 を 含 む。
焼成 は 不良。

色調は茶褐色 。
胎土は 1 闘方般の 雲母や他の細
砂 を 含 む

好
が密

。
で あ る 。

焼成 は 良

色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

色 は 育灰色 。
胎土 は細砂 を 含 む。
焼成 は 良 好。

色 調 は 外 面 が賞灰色 で、 内 面 が
暗灰色 .

焼
胎

成
土 は

良
雲母 と 細砂 を 少 々含 む。

は 。

色調は外面 が灰色で、 内 商 は 黄
灰色 。
胎土 は鍛密であ る 。
焼成 は 良 。

色翻は灰色 。
胎土は雲母、 細砂 を 含 むL
焼成 は 良 好。

色調は外国 が貨灰色 で、 内 面 が
暗灰色 。
胎土 は細砂 を 合 札
焼成 は 良 好。

色調は灰 白 色。
胎土 は細砂 を 含 む。
焼成 は 不 良。



近 世 陶 器

図版恥 器種

32-10 

32-11 皿

中世土師器

図版No 器種

33- 1 皿

32ー 2 皿

33- 3 皿

33- 4 皿

33- 5 皿

33- 6 皿

法 量 佃

法 量 佃

口 径 7 . 8  
底径 ( 6 . 0 )  
器 高 ( 1 . 1 ) 

口径 不明
底径 ( 5 . 6 )  
器高 不明

口径 不 明
底径 ( 6 . 8 ) 
器高 不明

口径 不 明
底 径 6 . 8  
器高 不明

底
口径 不明

径 (
不

8 . 0) 
器 高 日月

口 f呈 10 . 8
底径 ( 9 . 2 )  
器高 ( 1 . 2 

形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

底部 の み 残存。 細片のため技法等不明。 色調 は 、 淡 白 色。
乳白色の紬 がか か っ て い る 。 胎土 は 良 。

焼成 は 良好。

底部の み残存。 細 片 の た め 技法等不 明 。 色調は淡灰色。
緑色の糊 が か か っ て い る 。 胎土 は 良 。

焼成 は 良 好。

形 態 上 の 特 色 技 法 上 の 特 色 色 調 ・ 胎 土 ・ 焼 成

残存 士 全体に摩滅 し て い る 。 色 調 は 明縄色 。
底 面 に は糸切 り 痕 が認め ら れ る。 胎土は小粒子 を 含 む。

焼成 は 良 。

残存 士 全体 に摩滅 し て い る 。 色調は 明褐色 。
底面 に は糸切 り 痕 が認め ら れ る 胎土 は小栓子 を 含 む。

焼成 は 良 。

残存 告 全体に摩滅 し て い る 。 色 調 は 明褐色 。
底面 に糸切 り 痕 が認め ら れ る 。 胎土 は小粒子 を 含 む。

焼 成 は や や 良 。

残存 t 全体に摩滅 し て 不 明 。 色調は淡掲色 。
ヘ ラ 削 り で底面 を つ く っ て い る 。 胎土 は小粒子 を 含 む。

焼成 は 良 。

残存 告 全体 に 摩滅 し て い る 。 色調は淡
粒
褐色 。

底面の一部は糸切 り 痕 か潔め ら 胎土 は小 子 を 含 む。
れ る 。 焼成 は 良

小破片 全体 に摩滅 し て 不明 。 色調は 明縄色 。
胎土 は小粒子 を 含 む。
焼成 は や や良 。
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図版No 器種 法 量 個

口 径 不明
底径 (10.6)
器高 不明

33ー 7 主事

口径 不
9

明
底径 ( 9 . 2) 
器高 不明

33- 8 主手

口径 は3.o j
底径 ( 9 . 2
器 高 2 . 4  

33- 9 車事

33ー
10-13 凪

口 径 不明
底径 (7 .4) 
器高 不明

33ー14 皿

口 径 不明
底後 (6 . 8) 
器高 不明

33-15 皿

33ー
16-19 皿

形 態 上 の 特 色

残存 す

残存 す

残存 す
ヘ ラ 削 り で底面 を つ く っ て い る。

小破片
ヘ ラ 削 り で底面でつ く っ て い る

残存 す

残存 士

底 面 の み の小破片

技 法 上 の 特 色

器商 は検ナ デ郷軍基だ と 思 わ れ る
が、 全体的 に摩滅 し て い る 。
底面 に は糸切 り 痕 治容認め ら れ る。

全体
商

に摩滅 し で い る 。
底 の一部 に 糸 切 り 痕 が認め ら
れ る 。

器
内底

面は繍ナ デ。
は ナ デ

を
。へ

底面は角 ラ 削 り し て お り 、
糸切 り 痕 舟唱め ら れ る 。

全体 に摩滅 し て 不明 。

全体 に摩滅 し て い る 。
底面 に は糸切 り 痕 カ唱め ら れ る 。

全体 に摩滅 し て い る 。

全体
面

に摩滅 し て い る 。
底 は糸切 り 痕 が認め ら れ る 。

色 調 ・ 飴 土 ・ 焼 成

色調は明縄
粒

色
子

。
胎土 は小 を 含 む。
焼成は良 。

色鯛は溢縄色。
胎土 は小粒

や
子
良

を 含 む肉
焼成は や 。

色調は 明褐色 。
胎土 は小粒子 を 含 む 。
焼成 は 良 。

色調は明褐色 。
胎土 は小粒

や
子
良

を 含 む向' 
焼成は や 。

色調は 明褐色 。
胎土 は小

良
松
。

子 を 含 むーー
焼成 は 。

色調は
小
良

明褐
桂
。

色
子

。

焼
胎土

成 はは
を 含 むn

色婦は淡栂色 。
胎土 は小

や
粒
や

子
良

を 含 む 。
焼成は

※ (  ) 内の値は 図面 よ り 復元 し た値 を 示す。
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第33図 岩立 C 古墳出土遺物実現u図 ( 土師器 ・ 糸切底)

@涯史時代 の 土器 ・ 陶器 ・ 五輪塔

歴史時代の遺物 と し て は 、 須恵器蔵骨器 ( 第32図 ) 、 須恵器高台付擁 ( 第 30図 ) 、 中世の 遺

物、 近世及 び現代 の 陶磁器類 が出土 し て い る 。 こ れ ら の遺物は 、 そ の遺物 が示 す 時代 の遺構か

ら 検出 さ れ た も の で は な い 。 以下、 各遺物 に つ い て 出土状態、 器形 、 特徴 等 に つ い て述 べ た い 。

O 須恵質蔵骨器 ( 第32図 ・ 第 6 表 「歴史時代 の土器J )

3 点 の う ち 第 32 図 の 5 と 6 は 第 I 区 か ら 採集 し た も の で 、 第32 図 の 4 は 表 採 品 で あ る 。

第 32 図 の 4 と 5 は 高 台 の 破 片 で 、 図 上 で復 元 す る と 高 台 の 径 は 17 . 7cm と 16 . 9cm に な る 。

器 高 は わ か ら な い が、 高台の 高 さ は 1. Ocm と 1 . 3cm を 計 る 。 底部 は平 に な っ て い る 。 内 面 は横

ナ デ を施 し て い る 。

6 は器全体の 16 分の l ほ どの 2 個の破 片 を 接 合 し た 実 測 図で あ る 。 2 個 の破片 は互 に 4

- 6 m 離 れ た 所 か ら 検 出 し た 。 表 面 に は 平 行 た た き が、 内 面 に は 青海波状 文 が施 さ れ て

い る 。 器 高 は 胴 部 で 破 損 の た め 不 明 で あ る 。 高台の 径 は 14. 0cm、 高台の 高 さ は 2. 6cm を

測 る 。 底部は球状 に な っ て お り 短頭査 と 思 わ れ る 。 底部 に は 半径 3. 0cmの 穴 があ い て い る が、

意図 的 に 穿 っ た も の か 、 破損 に よ っ て 生 じ た も の か わ か ら な い 。

nv

 

no

 



3 点の 須恵質蔵骨器 を福岡県教育委員会の

九州縦貫道関係埋蔵文化財報告 日の編年 に よ れ ば、

以上、

奈良時代後半 に 比定 さ れ る と 思 わ れ る 。

O 須恵器高台付塙 (第30図 10)

底部の み を残す赤焼 き の 高台付境で あ る 。 高台の

径 は8 . 9 cm、 高台の 高 さ は 0 . 9 叩 で あ る 。 外面 は横

ナ デが施 さ れ 、 内 面 は風化 がは げ し く 、 明 ら か で は

な い が、 恐 ら く は横ナ デ が施 さ れ て い た と 思 わ れ る 。

こ の遺物は周溝 第 I 区 出土の 多 く の遺物の 最上部 か

ら 検出 さ れ た も の で平安時代 の遺物 と 思 わ れ る 。 こ

の 点 か ら 前 に も 述べ た よ う に 平安時代頃 ま では 、 周
田nu
'『=

輸

=

風

=

拘〒­

a

の土出区mm
 

第

溝は埋 も れ て は い な か っ た と 考 え ら れ る 。
第34図

周溝の ほ と ん どの 所 か ら 土師器の糸切底の皿が古墳時代の遺物 に ま じ っ て 出土 し た 。 と く に 第

百 ・ 珊 区 か ら は 多数出土 し た 。 第 四 区 か ら 出土 し た 土師器の皿の よ う に 原位置 を 保 っ て い る 物

O 中世の 出土遺物

は他 に は な く 、 細 か く く だ け 、 割 れ 口 は 丸 く 摩 耗 し て い た 。 こ の こ と は風化の ほ か 強く 撹乱 さ

れ た 可能性 が考 え ら れ る 。 土師器以外 に 瓦 質土器が周溝中 か ら 検出 さ れ 、 ま た 表採さ れ で い る

が、 い ずれ も 器面 が強 〈 荒れ て い る 。 こ れ ら の実測図は第33図 に 示 す 。 又 、 各 国体の 説 明 は 第

6 表 に 示す 。 検出 し た 鍋 の 外面 に は煤が付着 し て い た 。 破片 が小 さ い た め 土器の 大 き さ は 計測

で き な い も の が多 い 。

第四 区 の 項で も ふ れ た が、 中世の遺物の 出土状態 か ら 考 え て中世 に お い て 、 墳丘の裾は い く

ぶ ん 削 ら れ て小 さ く な っ て い た と 思 わ れ る 。 ま た 、 第IX ' X 区 に 示す よ う な 遺物の撹乱状態が

あ っ た と 推測 さ れ る 。

墳丘の裾か ら 五輪の空風輪 を 表採 して い る 。 第34図 に 示す 五輪塔の空風輪 は 扇 平 で、 厚 い 方

で 16 . 5 cm 、 薄 い 方 で 13 . 5 cm 、 高 き 26 . 0 cm を 測 る 。 材質は 、 軽 石 を 含 む 軟 い 溶 結 凝 灰 岩 で

あ る 。

西側周溝付近 か ら 中世の遺物 が多 く 出土 し た こ と か ら 中世 に お い て何 か の遺構 が存在 し た 可

能性 が考 え ら れ る 。

0 近世の 陶磁器

境 (第32図 10) ・ 皿 (第32図 11) は 表採遺物で、 墳丘周辺 に 投棄 さ れ た 物 と 考 え ら れ る 。 江戸

(村井)時代の後半の遺物で あ ろ う 。

鉄器 ・ 馬具 ・ 装身具類

a 、 鉄鎖 (第35図1 -36 . 第36図1 -2 0 . 図版2 4)
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第 6 表 実測不能の土器片数

地区名 種 別 器 種 数 備 考 地区名 種 別 器 種 数 備 考

須恵器 坪 蓋 16 須恵器 t不 蓋 2 

。 赤 身 8 赤焼 1 点、 4シ 主事 身 4 

① 。 高 部 4 赤焼 1 点、 ③ 4シ 高 杯 2 

。 題 。 。 査 23 

東 。 査 15 台付壷 2 西 � 要 51 

。 要 100 � 部位不明 9 

傾t 。 部位不明 21 偲1 土師器 50 器種不明

土師器 査 67 厚手 2 部 身 4 

周 土師器 45 周 中 世 土師質土器 3
寸-
268 

中 世 土師器質土器 25 須恵質土器 2 

溝 縄 文 3 溝 瓦質土器 3 

近 陶 器 4 縄 文 3 

世 近世 ガ ラ ス 1 弥 生 1 

現 磁 器 1 蜜 1 

代 砥 石 l 近 世 陶 器 4 

須恵、器 I不 蓋 l 近世陶器 5 
② 

保 身 1 赤 焼 須恵、器 ま手 蓋 11 

�t 査 3 土不 身 8 赤焼 1

要 6 ④ 高 j不 7 

1ftd 
中 世 須恵、質土器 1 E皇 1 

周 土師質土器 69 羨 壷 26 
道

瓦質土器 l 要 57 

溝
縄 文 6 曽畑 2 前 台付査 1 

庭 部位不明 10 

南 土師器 土師器 29 

中世 土師質土器 123 糸切り皿{則 土師質土器

須恵質土器 須恵質土器 3 

縄文土器 無文器種文明 1 

弥生式土器 査 1 

近 世 陶 器 4 

磁器 7 

唱EA勾4



地区名 種 別 器 種 数 備 考 地区名 種 別 器 種 数 備 考
須恵器 原 蓋 1 縄 文 無文 21  

⑤ 高 杯 1 弥 生 壷 2 

査 12 t不 蓋 33 

石 警 23 
総

須 t不 身 25 

室 部位不明 1 高 採 16 

土師器 3 
計

恵 躍 1 

内 中 世 土師質土器 1 壷 154 

その他 チ ッ プ 器 蜜 252 

鉄 片 10 台付褒

近 世 近代 ガ ラ ス 4 部位不明 48 

須恵器 1不 蓋 2 土師器 土師器 77 

⑥ 4シ 高 杯 l 中 須恵質土器 10 

そ 。 笠 8 土師質土器 614 

の 要4シ
他

14 世 瓦質土器 4 

'" 部位不明 7 陶 器 18 ( 近
主 土師器 土師器 3 磁 器 8 

世
'" (高杯) 1 ガ ラ ス 8 

表

採
中 世 土師質土器 52 砥 石

) 須恵質土器 4 現 鉄 片 10 

縄 文 8 代

近 世 陶 器 1 

現 代 近世陶器 2 

近代 ガ ラ ス 3 
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す べ て 尖根の片 丸造盤箭 式 で、 形 状は細 部 に お い て 幾 分 差 異 が 認め ら れ る 。 身 は 先 端 部

か ら 箆被 に か け で な だ ら か に 変化 し 、 中 に は段 を 有す る も の が あ る 。 身 の 断面 は 半 月 形 か ら 略

三 角 形 と な り 、 一部 に は鏑造状 (第35図 4 - 7 ) や片 刃箭式状 (第35図 14) を 呈す る も の も あ

る 。 4 は 完形品 に 近 く 、 長 さ 14. 0cm を測 り 、 箆被は 方形中空で、身 は鋪造状 を 示 す 。 箆被の 多 く は

断面方形 な い し 長方形で中空 と な り 長 さ 11 . 5c叫ス上 を測 る も の (第35図24 ・ 25) も 存在す る 。 箆

代 も 形状 に 変化 を も ち 、 矢柄の付着 し た も の が数例確認で き る 。 30は 最 も 箆代の 長 い例 で、残存

長6 . 0 cm を 測 り 、 断面円 形 で竹製の 矢柄がよ く 残 って い る 。

b 、 短万 (第36図26 . 図版27)

物打 ち か ら 切先 に か け て の部分で、残存長12 . 5cm を 測る 。 形状は 身 幅 2 cm 、 細身の平造 り で切

先 に は フ ク ラ がつ く 。 棟幅 は 0 . 5cmで、平 を な し 幾分平肉 がつ く 。

c 、 万子 (第36図23-25 . 図版27)

そ れ ぞれ大 き さ は異 な る が、 平造 り で棟区 は段 を 持 ち 刃 区 は ゆ る や か に細 ま り な が ら 茎部へ

と 続 く 形態 で あ る 。 24は細身 で か き ね が厚 〈 、 25 は切先 き か ら 刃 区 に か け て琴曲 し た 切 り 出 し

部 を 持つ。 茎 は棟方、 刃 方共 に 平 をな し 棟方のかさね がやや厚 い 。 一部 に 木 質 の残存 が認め ら れ る 。

d . 鍛 (第36図2 8 . 図版24)

長 さ 9 . 3cmで、 両側 か ら 素延に よ っ て 丸 く 折 り 曲 げ 袋部 を 形成 し た も の で あ る 。

e . 掌先 (第36図29 . )

先金の一部 で残存長 8 . 5cm を 測 り 、 表面 に数条の筋 を 持つ 。 鋳化の 度 合 い は低 く 鋳造品 と 思

わ れ る 。 新 し い 時期の混入 か も し れ な い 。

f . 轡 (第37図 1 . 図版25)

各部揃 った 完形品 で、 鏡板は外径 5 . 9 X 5 . 0 cmの楕円 素環で、造 り 付 け の 立 聞 が着 く 。 街は 中

央 で連結 し た 二連式 で、総長16 . 2cm、 引 手 は鏡板の 内側 に つ き 長 さ 15 . 0cm を 測 る 。 各部 の連結は

全 て 環耳 に よ っ て な さ れ て い る 。

g . 尾錠 (第37図 2 ・ 3 ・ 7 ・ 図版26)

鉄地金銅張 り で金銅製釣金具 を 接続す る 形態 を と り 、 外環 は 長径 4 . 8cmの楕円形 と な り 別作

り の留針 を 依 め 込 む。 共 に 断面 は 八角形で明瞭な 稜 を 持 ち 、 秀巧 な 造 り で あ る 。 釣金具 に は 径

3 . 9cmで、中央部 に 一本 の 回線 を 有す る 座金 ( 7 ) が組み合 わ さ る 。

h . 鐙金具 (第37図 6 . 図版25)

木心鉄張壷鐙 の 上部金具 で、 両側 よ り 2 本の円頭鋲 と 先端 を 折 り 曲 げた部分で木部 に 固定 す

る 形態 を と る 。 全長12 . 5cm、 最大幅 1 .8cm で 、 釣 り 下げ 部は断面 0. 8 cmの 円 形 を 呈す る 。 円頭鋲

は長 さ 1 . 1cm を測る。

釣舌金具 ( 第37図 8 . 図版25)

鉄板 と 鉄地金銅張 り の薄板 を 組み 合 わ せ た も の で、 舌部 を 折 り 曲 げ て 釣 り 下 げ部 と な す 。 中
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央部 に は鋲 留痕 が認め ら れ る 。

j . 鞍状金具 (第37図 9 . 図版25)

縦 3 . 1畑、 横 2 . 8畑、 厚 さ O . lcmの 闘 の取れた 菱形状の座金 lこ 、 革紐通 し の環 を つ け た 鉄棒

を 掃入す る も の で あ る 。

k . 杏葉状金具 (第38図 1 - 3 . 図版26)

鉄地金銅張 り の薄板 と 鉄板 を 鋲留 し た も の で、 l は残存長 4 . 1cm、 幅 5 . 7cm、 厚 さ 0 . 3cm を

測 り 、 径 1 . 9- 2 . 0cmの 円形の 凹 み で、文様 を構成す る 。 2 は 円形の 凹 み と 同様 に三角形状 の 凹

み も 認め ら れ文様構成 の 一端 を 窺 い 知 る こ と がで き る 。 3 は 円形 の 文様 の 一部 を 残す破片 で あ

る 。

1 . 銃呉状鉄器 (第36図21 . 22 . )  

21 、 22は同一個体 と 思 わ れ、 っ く り は繊の箆被 に 類似 し 、 上部 は環状 と な る 。

m . 銃具 (第37図 4 ・ 5 . 第38 図 4 ・ 5 . 図版 26)

第37 図 4 ・ 5 は環体の破片 で、 4 は 断面径0 . 55cmの銀張 り 、 5 は 幅 0 . 9cm、 厚 さ 0 . 3cmで、鉄

板 を 2 枚貼 り 合 わ せ た も の で あ る 。 第38図 4 は推定長 8 . 6cm、 最大幅 6 . 4cmの体部 lこ 4 . 5 X 2 .9

叩 の 隅 丸の方形環 を 折 り 曲 げ舌 に よ っ て取 り 付け た も の で、 体部 に は 長 さ 0 . 7叩の 円頭鋲 を 5 本

程打 っ て 革帯 に 留 め ら れ て い た も の と 思 わ れ る 。 5 は長さ 6 . 0畑、 幅 4 . 7叩の環状部 に 断面方形

の長 さ 4 cmの 角 釘 を 持つ も の で、 轄 と し て使用 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

n . 辻金具 ( 第38図 6 . 図版26)

鉄地金銅張 り の鉢部 の残欠 で 2 本 の 回線 を持つ。 金箔 が部分的 に 見受 け ら れ る 。

o . 飾 り 鋲 (第38図 7 . 図版26)

金銅張 り 六葉の座金 に 鉄製 の座金 を 更 に 一枚重ね宝珠形の鋲頭 を 持つもので、 精巧 な 作 り で あ

る 。 座金径 3 . 1畑、 鋲幅 1 . 7cm、 鋲長 2 . 2cm、 鋲軸径 0 . 5佃 を 測 る 。

P . 帯金具 (第38図 8 - 16 . 図版27)

9 点出土 し そ れ ぞれ形態 を 異 に す る 。 8 ・ 9 ・12 は長方形で幅 2 .4-2 . 5 cm を 調ト る 。 10 ・ 11 は

対 に な る も の と 考 え ら れ鉄地金銅張 り で両端に 2 本の円頭鋲 を 持つ 。 部分的 に 金箔 が残 り 精巧

な 作 り で あ る 。 14は鉄板 を 折 り 曲 げて 貼 り 合 わ せ た も の で、 15は一端 が半 円 形 に な る 。 1 6 は 長

方形で長 さ 4 . 4cm、 幅 2 . 3cm、 厚 さ 0 . 2cm を 測 り 、 一端 に 3 個反対側 に 4 個 の 鋲孔 が認め ら れ

る 。 13は方形 に 近 い 形 を と り 、 縦 2 . 7cm、 横 2 . 3cm、 厚 さ 0 . 3cmで 4 箇所 に 鋲 を持つ。

q . 鈴 (第36図29 . 図版27)

鉄製で鉦部 と 縦裂孔の部分 を 欠失す る 。 胴中央 に折 り 曲 げ に よ る 帯 を 形成 し 、 石製の鈴子 を

入 れ る 。

r . 丸玉 (第36図30 . 図版27)
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第 7 表 鉄器 ・ 馬具 ・ 装身具類一覧表

器 種 形 態 出土地区 持 図 備 考
1 . 鉄 量挨 片丸進撃箭式 前 庭 部 第35図ー 1

2 . 鉄 銀 片丸造量箭式 前 庭 部 ，円切 - 2 

3 . 鉄 銭 片丸造型箭式 前 庭 部 " - 3 

4 . 鉄 鉄 片丸造畢箭式 前 庭 部 " - 4 先端部のみ鋪状 に 造 る

5 . 鉄 鍛 片丸遊撃箭式 前 庭 部 " - 5 先端部のみ鋪状 に 造 る

6 . 鉄 銭 片丸造聖箭式 前 庭 部 Aシ - 6 先端部のみ鋪状 に 造 る

鉄 7 . 鉄 鎌 片丸造量箭式 前 庭 部 " - 7 先端部のみ鏑状 に 造 る

8 . 鉄 銀 片丸造型箭式 前 庭 部 " - 8 

9 . 鉄 銭 片丸造量箭式 前 庭 部 " - 9 

10 . 鉄 銭 片丸造畢箭式 前 庭 部 " -10 

11 . 鉄 銀 片丸造重量箭式 前 庭 部 " -11 

12 . 鉄 銀 片丸造量箭式 前 庭 部 " -12 

13 . 鉄 鎌 片丸造量箭式 前 庭 部 " -13 

1 4 . 鉄 鉄 片丸造型箭式 前 庭 部 " -14 片刃箭式状の形態 を と る

15 . 鉄 銭 片丸進撃箭式 前 庭 部 " -15 

16 . 鉄 鎌 片丸造型箭式 前 庭 部 " -16 

17 . 鉄 銀 片丸造畢箭式 前 庭 部 " -17 

器 18 . 鉄 銀 片丸遺畢箭式 前 庭 部 " -18 

19 . 鉄 銀 片丸造撃箭式 前 庭 部 " -19 

20 . 鉄 銭 片丸造量箭式 前 庭 部 " -20 

21 . 鉄 鎌 片丸造聖箭式 " -21 

22 . 鉄 鉄 片丸造盤箭式 " -22 片刃箭式状の形態 を と る

お . 鉄 銀 片丸遺饗箭式 前 庭 部 " -23 

24 . 鉄 量族 前 庭 部 " -24 

25 . 鉄 銀 前 庭 部 " -25 

26 . 鉄 銀 前 庭 部 " -26 

27 . 鉄 銀 前 庭 部 " -27 

28 . 鉄 銭 前 庭 部 " -28 

29 . 鉄 銀 前 庭 部 " -29 

30 . 鉄 銭 前 庭 部 " -30 箆代部 に矢柄残存

31 . 鉄 銀 前 庭 部 ，九> -31 

32 . 鉄 銀 前 庭 部 " -32 

33 . 鉄 銀 前 庭 部 " -33 
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器 種 形 態 出土地区 挿 図 備 考
34 . 鉄 銭 前 庭 部 第35図ー35 箆代都 に木質残存

35 . 鉄 鎌 前 庭 部 II 35 箆代部 に木質残存

話 . 鉄 鍛 前 庭 部 1， 36 箆代部 に木質残存

37 . 鉄 銭 前 庭 部 第36図ー l

38 . 鉄 銭 前 庭 部 か - 2 

39 . 鉄 銀 か - 3 

鉄 40 . 鉄 銀 前 庭 部 1， - 4 

41 . 鉄 鎌 前 庭 部 局砂 - 5 

42 . 鉄 鉄 前 庭 部 " - 6 

42 . 鉄 銀 1， 一 7

44 . 鉄 銀 前 庭 部 " - 8 

45 . 鉄 銀 λシ - 9 

46 . 鉄 銀 前 庭 部 必シ -10 

47 . 鉄 銀 前 庭 部 1， -11  

48 . 鉄 鎌 1， -12 

49 . 鉄 銀 必シ -13 

50 . 鉄 鍛 前 庭 部 " -14 

器 51 . 鉄 銀 前 庭 部 " -15 

52 . 鉄 銀 'シ -16 

53 . 鉄 鍛 前 庭 部 λν -17 箆代部 に木質残存

54 . 鉄 銀 あシ -18 箆代部 に木質残存

55 . 鉄 鎌 前 庭 部 1， -19 箆代部 に木質残存

56 . 鉄 鉄 前 庭 部 1， -20 

57 . 鍍具状鉄器 東側周溝 1， -21 J馬具の一種か

58 . 鍍具状鉄器 東側周溝 1， -22 馬具の一種か

59 . 万 子 前 庭 部 1， -23 

60 . 万 子 前 庭 部 " -24 

61 . 万 子 周 溝 " -25 茎部 に木質残存

62 . 短 万
C - 7  

-26 S T  107+80 " 

63 . 錨 前 庭 部 1， -28 

64 . 撃 先 前 庭 部 1， -27 惣面 に数条の細い溝あ り

馬 1 . 轡 楕円形素環鏡板 前 庭 部 第37図ー 1

具 2 . 金銅張尾錠 前 庭 部 砂 - 2 
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器

馬

具

装
身
具

種

3 . 金銅張尾錠

4 . 銀 張 鍍 具

5 . 銭 具

6 . 鐙 金 具

7 . 金銅張座金

8 . 金銅張釣舌金具

9 . 報 状 金 具

10 . 杏禁状金具

11 . 杏葉状金具

12 . 杏葉状金具

13 . 鮫 具

14 . 鍍 具

15 . 辻 金 具

16 . 鉄金地具宇(飾銅り張鋲留) 
17 . 帯 金 具

18 . 帯 金 具

19 . 帯 金 具

20 . 帯 金 具

21 . 帯 金 具

22 . 帯 金 具

23 . 帯 金 具

24 . 帯 金 具

25 . 帯 金 具

l . 鈴

2 . 玉

3 . 金 環
4 . 金 環
5 . 銀 環

形 態

木心鉄張壷鐙

丸 玉

出土地区 挿 図 備 考
前 庭 部 第37 図 ー 3

" - 4 

前 庭 部 " - 5 

前 庭 部 " - 6 

前 庭 部 " - 7 第37図ー 2 と 組み合わ さ る

前 庭 部 λ， - 8 

前 庭 部 " - 9 

前 庭 部 第38図 - 1 鉄地金銅張

前 庭 部 λ， - 2 鉄地金銅張

前 庭 部 " - 3 鉄地金銅張

前 庭 部 " - 4 

前 庭 部 " - 5 

西側周溝 " - 6 鉄地金銅張

前 庭 部 " - 7 

前 庭 部 'シ - 8 

前 庭 部 " - 9 

前 庭 部 " -10 金 銅 張

前 庭 部 か -11 金 銅 張

前 庭 部 " -12 

か -13 

前 庭 部 か -14 

前 庭 部 " -15 

前 庭 部 " - 16 

前 庭 部 第36図ー29 小石の鈴子

前 庭 部 " -30 務 E歯 製
前 庭 部 " -31 鉄地金銅張

前 庭 部 か -32 

前 庭 部 ，円以 -33 鉄地銀張

-81-



赤味 を 帯 びた 褐色の璃瑠製で径 1 . 3cm、 厚 さ 1 . 0cmで

れ て い る 。

S . 耳環 (第36図31 -33 . 図版27)

31 は外径 2 . 0cmの 金銅張 り の金環で、 環体の断面 は 円形 と な り 0 . 3叩 を 測 る 。 聞 き 部 は腐蝕

の た め幾分幅広 く な っ て い る 。 32は精巧 な 作 り の金環で非常 に 重 い 。 聞 き は O . lcmで、 外径2 . 1

佃 を測 り 環体 の 断面 は 八 角 形 と な り 稜 を 有 する 。 33は銀環で、 外径 2 . 7cm、 環体 の 断面 は 円形 で

径0 .4叩 を 測 る 。 開 き は腐蝕の た め 幅広 く な って い る 。 耳環は 3 点 と も 異 な った 形態 を 示 す 。

(下村 )

4 ) 古墳調査のまとめ
当 古墳 を 発掘 し た 結果次の よ う な 特徴 が周溝 ・ 墳丘 ・ 石室 に は見 ら れ た 。 観察記録の所で述

べ た 事 と 重複す る 点 も あ ろ う が再 び こ こ に述べ て み た い と 思 う 。

周溝は前庭 ・ 羨道部 と 繋 が っ て お り 全体的 な 形 は 「の」 の 字 状 を 呈 し て い る 。 し か も き れ い

な 「の 」 の 字 を 描 く の では な く 、 所 々 角 ば って い て 見方 に よ っ て は六 ~ 八角 形状 に 見 え 、 羨道

部 と 周溝末端部 と の 聞 に は 1 . 1m 落差 があ る 。 末端部 は崖の測の所 ま で延 びて い る 。 遺物の 出

土は周溝末端部 お よ び周 溝 と 前庭 が繋 が る 部分付近 に多 か っ た 。

墳丘は 三 角錐状 に な る ま で掘削 を う け て い る が周溝の周 り 方 か ら 円墳 と 思 わ れ る 。 封土 に は

構築の状態 を 物語 る か の よ う に縞文様が見 ら れ 、 石室側壁の 7 分 目 か ら 上端部付近 の 高 さ に 当

る 所 に礁 層 (凝灰岩 の破砕離) が見 ら れ る 。

石室の天井石 は す で に 失 わ れ て お り 、 玄 門 の 上 半 分 は破損 し て い た 。 石室の 四面 は そ れ ぞ

れ 1 枚の凝灰岩 の 巨石 で構成 さ れ て い た 。 石室の 四隅は小隅合 わ せ を す る よ う に そ れ ぞれの石

材 の 角 を 打 ち 欠 い て合 わ せ て い る 。 玄 門 は 巨石 の 中央部 を 幅59cm (高 さ 不 明 ) 剥 り 貫 い て 造 っ

て い る 。 そ の 前 に は踏石 がお か れ て い る 。 玄門の橿 石の部分 と 床面 と は 30cmの落差があ る 。 側

壁の上端部 に は L 字形 の 切 り 込み が あ り 、 奥壁の切 り 込み部 に は 直方体状の瀧灰岩 の 力 石 が埋

め 込 ま れ て い る 。 石 室の 形 式 は 、 巨石 を 使 った 単室墳 と い う 点では 八代地方 に 多 く 見 う け る 単

室 の 巨 石 墳 ( 一般的 に 鬼の 窟式 と 言 って い る ) の 一つ で あ る 。 ま た 巨 石 を 使 っ た 単室墳で、玄門

を 剥 り 貫 い た 例 では 、 年の 神 古墳 ( 小川 町 )、 鬼の釜古墳 ( 免 田 町 ) 等 に よ く 類 似す る 。

以上の よ う な 事実 を観察 し た 結果 か ら 当 古墳の発掘記録の ま と め と し た い。

0 墳丘 と 石室の構築過程

古墳時代 の 地表面 に 石 室構築の た め の掘 り 方 、 及 び墳 丘 の 封 土 断 面 の 観 察 と 石室の用材の

組合 わ せ の状態 か ら 、 古墳の構築の過程は0)-①の順序 と 考 え ら れ る 。

@ 小丘陵の先端部 に平面形 を 割付 し た (推測) の ち 釣鐘状 に 四枚 の 壁 材 の 掘 り 方 を 設定 し た 。

奥壁部分の掘 り 方 の 断面 は 、 奥壁材 断面 の 裏側 に 実 に よ く 似 て い る こ と か ら 、 石 材 の 形 状
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に よ く 合 わ せ て 掘 っ た こ と がわ か る 。 掘 り 方の深 さ は石室の床面の基盤 よ り も 側壁の下部 が少

し 深 く な る よ う に 掘 り 下げて い る 。

@ 椎石 と 奥壁が東西の側壁 に は さ み込 ま れて い る こ と か ら 、 桓石 と 奥壁 を 建 て た 後 に 東西の

側壁 を建て た と 考 え ら れ る 。 こ れ ら 4 枚の 用 材 を 建て る 時の さ さ え と し て 、 石室内部 に わ く 組

な り 、 土盛 が必要 で あ ろ う が、 こ の 点 に つ い て は 明 ら か で な い 。

。 四方 の 用 材 を 建 て た後 に 、 掘 り 方 に 裏込 め の 石 を 並べ 土 を 入 れ て埋め 、 平 に地表 を な ら し

て い る 。 こ の こ と は 、 旧地表面 (古墳構築時の地表) の焼土の広 が り か ら 言 え る 。

@ 四方 の 壁材 を 建て た後、 封土 を盛 る 前 に石室の裏側 に お い て 火 を焚 い た 。 こ の こ と は掘 り

方 の 上面 に 広 が る 焼土 の 分布 か ら わ か る 。 掘 り 方の上の部分 に も 焼土 が広 が っ て い た 。

@ 封土の断面 か ら 、 平 ら な 旧地表 に 石室 を つ つ み込む よ う な 形で、 ゆ る や か な 傾斜 を も っ 円

錐形状 に 土盛 を 行 っ た こ と が考 え ら れ る 。 石室の壁の 高 さ の 七分 目 か ら 八分 目 の 高 さ の と こ ろ

に凝 灰 岩 の 礁 を 0 . 4-0 . 5 m ほ ど積ん だ部分 があ る 。 こ れは 、 封土 を 安定 さ せ る た め の 工事

か 、 天井石 を側壁上 に 乗せ る た め の足場作 り か 、 壁の上端部 の 調整 に よ る 破砕礁 か 、 い ず れの

理由 か は っ き り し な い 。

@ 封土は側壁の 上端部 ま で残存 し て い た が、 天井石 は す で に 失 わ れ て い た た め 墳 丘 築 造 時

の 高 さ は 明 ら か に で き な か っ た 。 し か し 天井石 の 厚 み を 壁面 の 用 材の 厚 み よ り 少 し 厚 め に 勘算

し て 、 そ の上 に 封土 が有 っ た と 仮定 す る な ら ば、 旧地表面 (古墳築造時の地表面) か ら の 封土

の 高 さ は 、 2 . 3 m 以上 に な � と 推測 さ れ る 。

① 周溝の掘削 は墳丘の封土の表面の整形作業 と 前後 し な が ら 行 わ れ た 可能性 が地形的環境 と

作業能率 か ら 考 え ら れ る 。

0 石室の形状

第 4 表は 、 玄室の奥行 を 1 と し た 時 の 各部の比 を 示 し た も の で あ る 。 こ の 表か ら 岩立 C 古墳

の石室構築の平面的地割 を 考 え る と 、 正方形状 ( 等脚 台 形 に 近 い ) の玄室 に 、 奥壁 と 同 じ 辺の

長 さ ( 奥行の 8 割 の長 さ ) の正方形の羨道 を つ け た 形状 に 計画 さ れた も の と 考 え ら れ る 。 天井

は奥行に 対 し て 7 割 の高 き に 計画 さ れ た と 推定で き る 。 奥壁は 6 0、 東側側 壁 は 1O� 西側側 壁 は

90 内側 に傾 い て い る の で、 全体の形 と し て は 角 錐台状の室 内 空間 を 持 っ て い る 。

玄 門 のっ く り が類似す る 年の神古墳の石室の 各部の大 き さ を 比較す る と 各部の大 き さ と も に

約 0 . 3 - 0 . 6 m ほ ど岩立 C 古墳の方が大 き い。 年の神古墳の石室の各部の比の値 ( 奥行 を 1 と

し た 場合 ) を 見 る と 、 幅が 6 割 - 7 割 に な り 、 幅が狭 〈 長方形の平面形 を 持 っ て い る こ と がわ

か る 。 主の 神古墳の石室 内 は 凝灰岩の仕切石 で、仕切 ら れ た 「 コ 」 の字状に 三 区の屍床があ り 、

通路は屍床 よ り やや狭 い。 床 は 粘土で固 め ら れ、 そ の上に 砂混 じ り の小喋がひ か れ て お り 、 丹

は使用 さ れて い な い。

岩立 C 古墳の石室の 空間 は 、 年の神古墳の石室 よ り も 奥行 ・ 幅 と も に 大 き い の で 、 「 コ 」 の

-83-



字状の三区の毘床 と 通路 を つ く る こ と は 充分に で き る 。 し か し 、 床面 は破壊 さ れ て い る た め 、

元の状態 は 明 ら か で な い。

床 面 は 前述の よ う に 、 基盤面 に礁 を並べて上面 を粘土 で う す く (表面 の 凹 凸 がな く な る 程度)

張 った こ と が、 残存 し て い た 床 の 一部 か ら 知 る こ と がで き た 。 床の 厚 さ は 12-14cm程度 と 推測

さ れ る 。

赤色顔料の使用 は 、 石材 と 石材 を 組み合わ さ っ た 隅で、 風化 を ま ぬがれ た 部分 3 ヵ 所に 、 わ

ず か に 残 っ て い た 顔料の広が り か ら 、 玄室内一面に 赤色の顔料が塗布 さ れ た 可能性が考え ら れ

る が、 壁面の風化が著 し い の で断言は で き な い。

②古墳構築 に使用 し た 尺度

第 9 表は 古墳各部 の 計測値 を 中国の尺の長 さ に換算 し た 表で あ る 。 比較の た め 玄門 が類似 し

て い る 年の神古墳の デー タ ー を 付 し た 。 l 尺の長 さ は 「古墳の発掘」 を 参照 し た 。 表 中 に ※ 印
住 1

を 付 し た 所は割 り 切 れ た 値 を 示 し て い る 。 晋尺 ( 1 尺O . 24m ) で換算 し た値 が一番割 り 切 れ る

値が多 い 。 こ の こ と か ら 1 尺 を O . 24m と し た 晋尺 を使用 し た 可能性 も 考 え ら れ る 。

0 石材の加工

橿石、 奥壁、 東西壁の 用 材 は 、 内面 を平坦に削 って い る 。 ま た石 材 が組み合 う 四隅の部分 は

角 ば っ た部分 を 打 ち 欠 い て 、 小隅合 わ せ を 行 って い る 。

踏石 の 上面 と 橿石 の正面部分 も 平坦に面取 り の加工 を し て い る 。

天井石 が乗 る 壁材の上隅 に は 、 三枚の石材 (奥、 両側) と も に L 字形の切 り 込み があ る 。

東側側壁は入口側 に 2 段 に 、 西側側壁は入口側 に 1 段 に 、 奥壁は 両聞 に L 字形の切 り 込み が

あ る 。 し か も 奥壁の L 字形の切 り 込みの 中 に は 直方体の 凝灰岩が埋込 ま れて お り 、 力 石 と し て

の石室構造上か ら く る 緩衝作用 ( 力 の分散 ) の働 き があ る の か 、 そ れ と も 他の理由があ る の か 、

問題 を 提起 し た い。 側 壁上端部の L 字形の加工、 お よ び玄 門 を 1 枚の 巨石 を 制 り 貫 い て造 る 手

法は 、 大野窟 古墳に も 見 ら れ る 。

O 出土遺物 と 構築年代の推定

出土 し た遺物の う ち 、 須恵器は周溝第 r . n 区 と 第 四 、 珊 、 X 区 か ら 出土 し た も の が大部分で

あ り 、 鉄鎖 ・ 馬具 ・ 装 身具等は 第 IX . X 区 か ら 出土 し て い る 。 古墳時代 の 土師器は周溝 第 r . 

E 区 か ら 2 点の 長頚壷 を検出 し て い る 。

埴輪は周溝第 医 区 の 壁 に は り つ く よ う に し て 、 破片 を l 点検出 し た も の と 、 墳丘の 表面 か ら

1 点採集 し た 以外の 7 点の破片 は 、 畑の耕作 時に集 め た石塚の 中 か ら 採集 し た も の で あ る 。

連ら破片 は墳丘の 封土 中 か ら 検出 し た 。

出 土遺物の 大部分は 周 溝中 か ら 検出 し た 物であ り 、 他は埴輪片の よ う に 石塚の 中 か ら 採集 し

た も の で あ る 。 石室 内 ・ 石室の掘 り 方 、 封土 中等か ら 検 出 し た 物 は 非常 に 少 な い。 石室内か ら

検出 し た 遺物は 全 て 、 盗掘 に よ っ て撹乱 さ れた 中か ら 出 土 し た 物で あ り 、 し か も ゴ ミ 棄て場同

-84-



古
墳名

岩

立

C 

古

墳

年

の

神

古

墳

第 8 表 岩立 C ・ 年の神両古療の各部計測値の中国の尺度換算表

中国の尺の長さ 戦 国 晋 梁 東 貌 階 唐(m ) 0 . 23 0 . 24 0 . 249 0 . 348 0 . 274 0 . 301 古績各部の長さ (m )

玄 幅 0 . 57 2 . 5  2 . 4  2 . 3  1 . 6  2 . 1  1 . 9  

高 さ 不明
門 奥行 0 . 40 1 . 7  1 . 7  1 . 6  1 . 1  1 . 5  1 . 3 

踏 縦 0 . 20 2 . 1  
調誕

2 . 0  1 . 9  1 . 4  1 . 8 1 . 6 

石 検 1 . 20 5 . 2  
揖

5 . 0  4 . 8  3 . 4  4 . 4  4 . 0  

掘り 踏石
の

縦 0 . 20 0 . 9  0 . 8  0 . 8  0 . 6  0 . 7  0 . 7  

検 0 . 86 3 . 7  3 . 6  3 . 5  2 . 5  3 . 1  2 . 9  
入
み 深 さ 0 . 02 

奥行 2 . 93 12 . 7  12 . 2  1 1 . 8  8 . 4  10 . 7  9 . 7  
石 揖奥墜近 く 2 . 28 9 . 9  9 . 5  9 . 2  6 . 6  8 . 3  7 . 6  

幅 中央部 2 . 31 10 . 0  9 . 6  9 . 3  6 . 6  8 . 4  9 . 7  

玄門近 く 2 . 50 10 . 9  10 . 4  10 . 0  7 . 2  9 . 1  8 . 3  
室

天井の高 さ (推定) 2 . 0  8 . 7  8 . 3  8 . 0  5 . 7  7 . 3  6 . 6  

羨 奥行 2 . 2  9 . 6  9 . 2  8 . 8  6 . 3  8 . 0  7 . 3 

玄門近 く 2 . 2  9 . 6  9 . 2  8 . 8  6 . 3  8 . 0  7 . 3  
幅

道 前庭近 く 2 . 7  11 . 7 1 1 . 3  10 . 8  7 . 8  9 . 9  9 . 0  

墳丘 A - O - B 方向 1 4 . 4 62 . 6  
輯

60 . 0 57 . 8  41 . 4  25 . 6  47 . 8  

の
C - O - D 方向 16 . 7 72 . 6  69 . 6  67 . 1  48 . 0  60 . 9  55 . 5  径

玄 幅 0 . 47 2 . 0  2 . 0  1 . 9  1 . 4  1 . 7  1 . 6  

門 高 さ 0 . 63 2 . 7  2 . 6  2 . 5  1 . 8  2 . 3  2 . 1  

扉 高 さ 1 . 15 
機

5 . 0  4 . 8  4 . 6  3 . 3  4 . 2  3 . 8  

塞閉石 幅 0 . 70 3 . 0  2 . 9  2 . 8  2 . 0  2 . 6  2 . 3  

石 厚 さ 0 . 14 0 . 6  0 . 6  0 . 6  0 . 4  0 . 5  0 . 5  、ー〆
奥行 2 . 55 11 . 1  10 . 6  10 . 2  7 . 3  9 . 3  8 . 5  

石
奥壁付近 1 . 64 7 . 1  6 . 8  6 . 6  4 . 7  6 . 0  5 . 4  

幅 中央部 1. 70 7 . 4  7 . 1  6 . 8  4 . 9  6 . 2  5 . 6  

玄門近 く
室

高 さ 1 . 印- 1 . 70 6 . 5-7 . 4  6 . 3-7 . 1  6 . 0-6 . 8  4 . 3-4 . 9  5 . 5-6 . 2  5 . 0- 5 . 6  

墳丘の 滋 25径 東西径 6 26 . 1 24 . 1  17 . 2  21 . 9  19 . 9  

① ※ 印 は完全 に 割 り 切れた値
② 年の神古墳の値 は 、 「 小川町年の神古墳 」 富樫卯三郎 ・ 松本雅明 ( 熊本史学 15 ・ 16号 S .  34年 5 月 )

よ り
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様の状態の 出 土遺 物 で あ る の で 、 表採 さ れ た 物 と 同様の価値で あ る。
出 土 し た 須恵器の 器種 を 列記 し て み る と 杯 (蓋 ・ 身) ・ 高杯 (有蓋 ・ 無葦) ・ 越 ・ 台付長頚

査 ・ 査 ・ 大形費 ・ 器台 で あ る 。 こ れ ら の 須恵器 を小田富士雄氏 の 須恵器の編年表 に 対応 さ せ るi主 2
と 、 第26図 2 の 高郎、 第30図 5 ・ 6 の 器台の よ う に 固 に 対応で き る と 思 わ れ る も の か ら 第 29図

の台付壷の よ う に N に 対応で き る 物 ま で あ る 。 I不 ・ 高3不 ・ 警の ほ と ん ど は 町 に 対応す る と 思 わ

れ る 。

馬具 に つ い て は 、 轡 ・ 杏葉 ・ 銭具 ・ 帯金具 ・ あ ぷみ の 一部、 鈴等 が出 土 し て い る 。 銃具 (鉄

地金銅張 り ) に つ い て は 、 白 木原和美 氏 よ り 7 世紀頃の物であ ろ う と の 御 教示 を う け た 。
注 3

砂 川 以 南・球 磨 川 以 北 に ける埴輸の 出 土地を第 1 1 表に示 し た 。 岩 立C古墳が こ れ ら 出 土地

の ど の 時期に対応する か は 現在の と こ ろ 明 ら か では な い。 し か し 、 石室の 形態 と 須恵器か ら 考

え て 、 埴輪を持つ古墳 と し て は 第 1 1表の グルー プの 中では 新 し い 古墳 と 思 わ れる。

以上の こ と か ら 総合 し て 、 古墳の構築時期 は 6 世紀後半頃 と 考 え ら れ 、 7 世紀に 入 っ て も 機
能 し て い た と 思わ れる。

0 類似の古墳の分布

巨石 を 8 個 か ら 12個程度組合 わ せ た横穴式の単室 を持つ古墳 は 、 緑 川 以南 か ら 球磨川 以北の

聞 に 多 く 分布す る こ と が知 ら れ て い る J竜北村史』 の 中 で江上敏勝氏 は 「八f明日史」 を も と に し て 、
?主 4

「八代市竜峰校区 か ら 太田郷校区 に か け て 、 百基以上 あ っ た と 推定 す る 。 」 と 記述 し て お ら れ

る 。 こ れ ら の 古墳の石室の形状 に つ い て 江上敏勝氏 は 「 こ の 古墳 は 八代地方独特の様式 を 持 ち 、

ま た こ の地方 に 集 中 的 に 分布す る 。 大形板状の 自 然石 を側壁 に 5 枚立 て 、 3 枚で天井 を お お い 、

内部 は 前室 と 奥室 を 持つ合葬墓で、 あ る 。 」 、 松本雅明氏は 「八代平野の 山 麓線に 点在 す る 数十

の 巨石墳 は 、 ほ ぽ二種類 に 分 け ら れ る 。 最 も 分布が多 く 特徴 あ る 構造 を と っ て い る の は 、 龍峯

か ら 宮地 に か け て の も の で、 羨道がな く 、 石室の 内部 は 、 側壁の二つ の 石 の 聞 に袖石 が あ り 、 前

部 と 後部 と の 長 さ の 比は 1 と 2 、 屍 床 の 支切 石 は な い 。 そ の北方 に は分布 は 少 い が、 そ れ で も

点 在 し 、 雁回 山 の北麓木原 ま で あ り 、 形 に は か な り 変化 があ る 。 」 と 言 っ て お ら れ る 。
注 5

両 氏 が述べ ら れ て い る よ う な 古墳 に つ い て石 材の面 か ら 見 た 場合、 阿蘇溶結凝灰岩 ・ 変成岩

・ 花商岩 ・ 安山岩等 を 使用 し て い る 。 こ れ ら の岩石 の一種又 は 数種 を 使 っ て 1 つ の石室 を構築

し て い る 。 と こ ろ で、 小川 町 か ら 八代 市 に か け て の地域 に は 、 安 山 岩 の 露頭は な い 。 安 山 岩 を

最 も 採取 し やす い 所は 、 宇土半島或 い は 水俣・芦北地方 で あ ろ う 。 と く に水俣・芦北地方に産

する安産岩は 板状に節理が発達 し て いる のを見 う ける。 こ れ ら 石材の面か ら 、 今後の検討が必
要 と 思 わ れる。

石室 内 の構造を見た 場合、 県文化課が調査 し た 八代市 岡町境 2 号墳・ 同 清水古 墳に は 「 コ 」
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第 9 表 岩立 C 古境の玄門 と 類似の玄門 を 持つ古墳一覧

所 在 地 備 考

1 古 墳 名 無 シ 宇土市住吉 石室の残欠 ア リ

2 御 殿 山 古 墳 。 小部 田横穴の上の 台地上

3 塚 原 2 号 墳 宇土郡不知火町塚原

4 年の神 l 号墳 下益城郡小川 町北小野 昭
昭
20和体

和
3
3
近34

年
年く の9 人月

月
骨富

熊
出檀土本卯ニ郎 ・ 松本箱明両氏綱査

5 且Z寺会15 ・ 16事手 4 こ寧臣告ま
5 イシ 2 号墳 イシ 望熊霊本昔史話学1半5雲・ 惹16集号欝に塑も 票紀峨、 形あ はり 年 ノ 神 に き わ め て 類似す る 。

6 岩 立 C 古 墳 八代郡宮原町立神 今回調査

7 ー ト 口坂古墳 イシ 平原 未 調査、 開 口 し て い る

8 鬼 ノ 釜 古 墳 球磨郡免田町 乙益重隆氏調査
玄門、 石室の形は き わめて類似
する と 乙益氏よ り 御教示あ り

こ の 表の作成に 当 り 、 乙益重隆、 高木恭二、 島 津義昭 、 松本健郎各氏の御教示 を 得た 。

の字状の 屍床を持 っ て い た 。 こ の場合、 年の 神古墳 ・ 岩立 C 古墳のよ う に考IJ り 貫 き の玄門を持

つ 古墳 と 、 境 2 号墳 ・ 清水古墳のよ う に袖石を立 て て 朝 り 貫 き に な っ て い な い 古 墳の 2 種類に

分け ら れる で あ ろ う 。
第 10表に石室正面の桓石の 中 央部 を 考Ij り 貫 い て玄門 (程 ) を造 っ た 石室を持つ 古墳を示 し た。
岩立 C 古墳、 ー ト 口 坂古 墳 、 年 の神古墳、 不知 火町塚原 2 号墳は 八代平野の 北側 か ら 東側 の

縁に 当 る 小丘陵地帯に あ り 、 地理的に も 似かよ っ てお り 、 距離的に も 互 い に近 い。 不知 火町塚
原 2 号墳 と 岩立 C 古墳の 距離は 、 約16km 、 岩立 C 古墳 と ー ト 口坂古墳の 距離 ( 途 中 に氷川 が流れ
て いる。) は 約 4 km あ る。 鬼 ノ 釜古 墳は 、 九�+1 山 地の真中 である球磨盆地に存在 し 八代地方 と 何

注 6
ら か の 交流があ っ た 事を証明 する も の であ ろ う 。 交通路 と し て 宮原町か ら 氷川 の 支 流 で あ る 河
俣 川 ( 八代郡 東陽村 ) に沿 っ て 登 り つめ 、 大通峠を越 え て球磨郡五木村に 出 て 、 川 辺 川 に沿 っ
て 下 り 、 人吉盆地に 出る ルートを想定すれば、 岩立 C 古墳 と 鬼 ノ 釜古墳は 近い 距離に あ る と 言
え る の で は な か ろ う か。

注 1 森 浩一 古墳の発掘 中 公新書

注 2 小 田 富士雄 塚の谷窯跡 八女教育委員会

注 3 昭和51年 6 月 白 木原和美先生の御教示 に よ る 。

注 4 竜北村教育委員 会 竜北村誌 昭和48年 6 月 26 日

注 5 富樫タn三郎 ・ 松本雅明 小川 町年の神古墳 熊本史学1 5 ・ 16号 昭和34年 5 月

注 6 昭和53年10 月 乙益重隆先生の御教示 に よ る 。
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第 1 0表 砂川以南 ・ 球磨川以北 に お け る 埴輪出土地一覧

出 土 地 名

1 姫 の 城 古 墳

2 中 の 城 古 墳

3 端 の 城 古 墳

4 有佐大塚古墳

5 膏 園 古 墳

6 園 ノ 迫 古 墳

7 岩 立 C 古 墳

8 里子 寺 跡

9 川 田 遺 跡

10 八代大塚古墳

1 1  竹原神社古墳

所 在 地

八代郡竜北町字北川

。 上北山王

。 。

八代郡鏡町有佐字大塚

八代郡宮原町字川上

。 。

。 立神

。 野寺

八代市川 田 町西

。 片町

。 竹原町

備 考

昭石和人石39年馬研8 究月会 墳丘実測
4シ ク

。 。

昭和53年 富樫卯三郎氏調査

乙益重隆氏調査

乙益重隆氏調査

今回 の 調査 に よ って検出

宮原町八火会館 に 資料 あ り

古九績州では道
な

建い縦貫 設に と も な う 埋文調査に よ り 検出

昭和42年調査
江
り

上
聞

敏
く

勝
。

氏 資料 を 表採 し た と の情報 を 高木恭二氏よ

こ の表作成に 当 り 、 野 田 拓 治 、 高木恭二、 平 山修一 、 佐藤伸二各氏の御教示 を 得 た。

5 ) 縄文、 先 土器時代の遺物 ・ 遺構

q凋文時代 の遺物 と そ の 出土状態

旧地表面下の土層 の 説明 は 、 墳丘の 断面に つ い て の項で述べ た が、 第39図 の模式図 に よ り 説

明 し た い。 縄文時代の 遺物 ・ 遺構の 発掘 区 に つ い て は 石室周 辺部 を J - I 区 、 周 溝外の部 を J

- II 区 と す る 。

O J  - 1 区

第 I 層 ( J - 1 層 ) は 古墳構築時の 表土層 で あ る 。 層 の 厚 さ は0 . 10m を 計 る 。 旧地表面 ( 第

l 層 の 表面 ) に 3 カ 所の 焼 け た 所 があ る 。 焼土 中 か ら は 、 縄文早期 か ら 晩期 に か け て の 土器片

に ま じ っ て 須恵器片 と 土師器片 が検出 さ れて い る 。 土の色 は淡黒 褐色 を 呈 し て お り 、 植生 に よ

る 土色の 変化 が あ っ た と 思 わ れ る 。 土層 中 か ら 、 縄 文 晩 期 頃 と 思 わ れ る 薄手 の 粗製の 土器片 、

弥生時代 の 石器 (扶入石斧、 長 さ 約15cm 、 現物は調査中 に 紛失 ) ・ 古墳時代 の遺物 (須恵器 ・

土師器の細片 ) を 採集 し た 。 出土 し た 遺物 か ら 、 こ の 土 層 は 古墳時代の 表土層 と 考 え ら れ る 。

第 E 層 (J- 2層) の 土 の 色 は 明 褐色 ( き な 粉状) を 呈す る。 層 の厚 き はO . 16m で あ る 。 土の 粒子 は

微 細 で 、 粘性 が あ ま り な い 。 黄色昧が強 く さ ら さ ら し た 手 ざ わ り な の で調査中 は き な 粉層 と

呼 ん で、 い た 。

第40図 は 、 J - 2 層 中 の遺物出土状態 を 示す 。 周辺の縄文遺物包 含部分 は 果樹園 の 開 墾 と 石

室の 掘 り 方 に よ っ て こ わ さ れ、 石 室 を 取 り か こ むU 字形 ( 幅0 .3- 1 .2m ) に取 り 残 さ れて い る 。

遺構 と 認め 得 る も の は検出で き な い 。 出土遺物 は 、 石皿 ( 礁岩製) 、 縄文土器片 ( 条痕文、 隆
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帯文 、 無文、 厚 さ 0 . 3-0 .5cm程度で薄い ) 、 剥片 ( 黒曜石 、 安 山 岩、 チ ャ ー ト ) 、 自 然磯 (焼 け

て い る 物 も あ る ) 等で あ る 。 検出 さ れ た 遺物群の 中 か ら 轟式土器 と し て 分類 さ れ得 る 貝 穀条痕

文土器片や隆帯文土器片 を 検出 し た。 遺物群の検出面の高 さ は 、 海抜55. 90-56. 00 m で あ る 。

第 E 層 (J - 3 層 ) の 土の色 は 明 褐色 ( 第 E 層 よ り 褐色 が濃い ) を 呈 す る 。 層 の 厚 さ は0 . 28

m で あ る 。 粘性の 強い 土 で乾燥す る と 硬 く 固 ま り ひ び割 れ を 生 じ 、 水 を 含む と 再 び も と に 戻 る 。

こ の 土の 中 に は軽石の よ う な 粒状物質 ( 指で押 し つ ぶ れ る ) を 少 し 含み 、 層 の 下 に な る ほど 多

く 含ん で、 い る 。 検 出 さ れ た 遺構は 第41 図 に示す よ う な 2 ヵ 所の 磯群で あ る が開墾に よ る 掘 削 の

た め 全容はつ か め な か っ た 。 石室奥壁裏の集石 か ら は 、 山形押 型文 と 条痕 文の あ る 円筒 形土器

(平底 と 思 わ れ る ) 、 石皿 (礎岩製 ) を 検出 し た 。 西側 の 壁近 く よ り 検出 し た 集石 は1 .4 X 1 .4 

m の 範囲で 密 に 礁岩 や チ ャ ー ト の 礁が集 ま っ て い る 。 喋中 か ら は剥片 ( 石英、 チ ャ ー ト 、 黒曜

石 ) ・ 打痕の あ る 礎 ・ 条痕文土器の細片 が検出 さ れ て い る 。 礁や石片 は 周 溝の 方 に 散布 し 第噛

区 ま で、 広 が っ て い る 。 遺構の検出 さ れ る 高 さ は 、 海抜55. 10-55. 50m の範囲内 に あ る 。

J - 3 層 の 下 に は黄褐色の軟い 凝灰岩の 層 ( 阿蘇火砕流町 ) で あ り 、 二遺跡の基盤 と な っ て

い る 。 こ の 層 の 厚 さ は約 2 m ほ ど と 思 わ れ る が そ の下 に 黒色の凝灰岩 の 層 ( 阿蘇火砕流皿 ) が

あ る 。

J - 1 区 に お け る 縄文時代 の遺構 ・ 遺物の 出土状態 は 上記の と お り だ が、 そ の 他 に 石 室の掘

り 込み 中 ( 古墳時代 の撹乱) か ら 先土器時代 の 遺物 ( ナ イ フ 形石 器 ) を 検出 し た こ と を 付 し て

お く 。

OJ  - ll 区

周 溝の 西側 外 に も 縄文土器 を包含す る 層 が残っ て い る こ と が ト レ ン チ の 断面 か ら 解 っ た の で

路線境界 わ き にJ - ll 区 を 設定 し た 。

墳丘の A B 断面 ( 第 7 図 ) か ら 解 る よ う に 、 J - 1 区で は残存 してい たJ - 1 層 は耕作 に よ っ て 完

全 に 消失 し て い る 。 J - 1 区 に 存在 し た J - 2 層 は な く 、 赤褐色土の 第 E 層 が見 ら れ る 。 こ の

こ と は 、 谷 間 の 微高地 と い う 斜面 の 多 い地形環境か ら き て い る も の と 思 わ れ る 。

第 I 層 は耕作土で厚 さ 0 .25- 0 .30m で あ る 3 第 E 層 の 土 の 色 は赤褐色ても厚 い 所で0 .56m あ り 、

不整合で 第 E 層 に 乗 っ て い る 。 こ の 層 か ら 遺物は検出で き な か っ た。 第 困 層 の 土 の 色 は 明 褐色

土 で あ り 厚 さ 0 . 78- 0 . 17 m ある。 この 層 には押型文土器 ・ 条痕文土器 ・ 石器等 を 含み 、 J - 1 区

のJ - 3 層 と 同一 層 で あ る 。 第 E 層 の 中 ほど に 第 E 層 を 掘 り ぬ く よ う な 形で黒褐色 の 掘 り 込み

( 第 阻 ' 層 ) があ る 。 こ の掘 り 込 み は 、 路線 境 界 端 で あ り 調査で き な い の で性格は 不 明 で あ る 。

第百 層 の 土 の 色 は 黄 褐色 を 呈 し 、 砂粒 と 粘土 が混 じ っ た よ う に な っ て い る 。 第 V 層 は 貝 白 色の

粘土 に 礁を 含 ん で い る 。 こ の 層 の 下 に 黄褐色の軟い凝灰岩層 ( 阿蘇火砕流町 ) が あ る 。 第百 ­

V 層 は ト レ ン チ を 掘 っ て 観察 し た が、 こ れ ら の 層 か ら は遺物 が検出 さ れ な か っ た の で文化層 は

第 困 層 ま で と 考 え て 、 E 層 の 下面 ま での発掘 に止 め た 。 ト レ ン チ の 観祭結果 か ら 第 皿 層 が出来
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る 以前 にJ - 1 区 と J - 1I 区 と の 聞つ ま り 古墳の 周溝の あ る 付近 に は沢 ( 小川 ) が存在 し た 可

能性 が考 え ら れ る 。

第42 図 1 は 第 E 層 (J - 3 層 ) 中 か ら 検出 し た集石 と 土器の 出土状態 を 示 し た も の で あ る 。 集

海抜
56 . 50M-ーl

56 . 00・ー

55 . 50・ー

層序 土の特色

墳丘の封土

時期 出 土遺物

J - l  古墳時代の 表土層 弥生時代の 石器 縄文晩期 の 土器
須恵器 ・ 土師器

縄文前期 轟式系土器
J - 2 

J - 3 

( キ ナ粉状 )

明 褐 色 縄文早期( J 一色)がi良 い。 下 に い く |
に し た が っ て 軽石 |
状の位状物質 を 多 |
〈 含む。 J

阿蘇火砕 流 W

貧褐色 厚 き 約 2 m

凝灰岩

軟 い

阿蘇火砕流 皿

灰 色
樋灰岩
硬 い

第39図 J ー l 区 に お け る 土層 の柱状模式図
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1 . 押型文土器片 を含む 集石遺構

海抜 U55.50M _"'_ー L 

，. 
2 ， M L 断面

第42図 遺物出 土状態図 ( J - II 区 )

石 が東西 に 2 ヵ 所 あ る が開 墾 に よ る 掘削 と 道路敷 と の 関係 か ら 全容は 不 明 で、 あ る 。 集石 中 か ら

押 型文土器 ( 山 形文 ・ 楕円文 ) 、 剥 片 、 磨石等 を 検出 し た。 第 III 層 は 東か ら 西 の 方 に 傾斜 し て お

り 、 出 土遺物の 高 き は 海抜55 ， 00 - 55 ， 52 m で あ る 。 第42図 2 は 東側 集石の M L 断面 で あ る 。 掘

り 込み は な く 生活面上に 単 に 石が集 ま っ て い る だけの遺構であ り 、 遺構の性格は わ か ら な い。

こ の集石 中 か ら は 1 個の磨石 を 検出 し た。

以上、 記 し た遺構 ・ 遺物以外 に 、 蜜柑 を 植樹 し た 穴の 中 か ら 、 白 い チ ャ ー ト 製の石銀と 頁 岩

製の 細石 刃 ( 先土器時代 ) と 思 わ れ る 遺物 を 検出 し た。 ( 村 井 )

②縄文式土器

今回 の調査に よ り 出 土 し た 縄文式土器は 以下の と お り であ る 。

(1)押型文土器( 1 - 15 ・ 18- 19)

押型文の 多 く は 焼成が悪 〈 器面が剥落 し て文様がは っ き り 確認で き な い も のが 多 い 。 文様は

山 形 ・ 楕円 ・ 格子 目 文に 大別 さ れ る 。 器形 は 口 縁部がやや 外反 し 、 胴部 は 幾分張 り 、 底部は 平

底あ る い は尖底に近い平底を なす と 考 え ら れ る 。 内壁の調整 も 剥落の た め不 明 瞭で あ る 。 器厚は

1 - 1 . 2 cm を 測 る 。

1 は 口 縁部内壁に 山 形文 と 条痕文で構成 し 、 2 は 他の 山 形文 と 同 様に 文様の 波状が低 〈 間伸
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第43図 C K 断面図 (敷地境界 )
1 嗣

I 耕作土、 II 赤褐色土、 田 明褐色土(縄文早期の土器を含む ) 、 J - 3 層 、 W黄褐色土(砂 と粘土 と i昆る ) 、
V 貝他粘土(礁を含む ) 皿 ' 黒褐色土 (掘 り 込み )

び し て い る 。 い ず れ も 少 し 外反す る 口 縁部片であ る 。 9 は 他の 山 形文に 比べ小 さ く 、 4 ・ 12

1ま 反対に 大 き く 施 さ れて い る 。 13は 横位あ る い は 斜位 に不規則 に 文様 を構成 し て い る 胴 部 片 で

あ る 。 5 は 器面剥落の た め不明瞭であ る が、 山 形文が横位に 施 さ れて い る 口 縁部近 く の破片 と

考え る 。

6 ・ 7 は 楕円文 を も ち 、 6 は い わ ゆ る 連珠文 を 有す る 口 縁部近 く の 土器片 で、 7 は 胴部であ

る 。

3 . 10 ・ 1 1 は 格子 目 文 を 有す る 。 3 は 少 し 外反す る 口 縁部片で、 器壁表面 は 横位に 、 内壁は

縦位に 文様 を 施す。 10 ・ 3 は 同様の文様で 口 縁部 近 く の破片 で同ーの も の と 思わ れ る 。

(2)縄文土器

14は 器壁表面に 単 節な縄文 を 施 し た 胴部片であ る 。 表面 は剥落 し て 文様は不明瞭であ る 。

(3)撚糸文土器

15は撚糸文 を 器表面お よ び内壁に施 し た 外反す る 口 縁部片であ る 。

(4)条痕文土器(16 ・ 17 ・ 20- 31 ・ 42- 45 ・ 51 ・ 52 ・ 58 ・ 59)

条痕文 を 有す る 土器は 前期 お よ び晩期の も の と 考 え ら れ る 。 前 期 と 思わ れ る 土器は 轟 A 式 と

い わ れ る も の で、 条痕文がほ と ん ど横位に 走 る が 縦位 も 認め ら れ る 。 口 縁部 は 外反す る も の が

多 く 底 部は平底 を な す。 器厚は 厚 い も の で 1 cm 、 平均O . 5cm 内 外 を測る。 胎 土は 砂粒子 を 含み 、

焼成は悪 く 風化がは げ し い。

晩期土器 と 思 わ れ る 条痕文土器の器形は 深鉢型が 多 く 、 浅鉢型 の 土 器 片 も 少数出 土 し て い

る 。 底部は平底 を な し 、 ロ 縁部 に 穿孔 を 持つ も の も あ る 。 焼成 は 良か不良 で、 器厚 は 平均 0 . 6

cm を 測 る 。

16 ・ 17 ・ 20は 同一個体の も の と 考え ら れ る が、 明確で、は な い 。 条痕 文 は 器面が剥落の た め不明

瞭であ る 。 口 縁部か ら 幅 5 cm 内外の拙文 区 を 形成 し 、 肩部か ら 直線上に 立 ち 上が り 口 縁部先端
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部が外反す る 。 22は 器面に 21 と 同様の文様の 条痕が施 さ れ 、 口 唇部に 半 裁 竹 管 状 の 施 文 具に

よ る 刻みがあ り 、 23 と 同ーの も の と 思わ れ る 。 21 ・ 22は 内壁に 横位に 条痕 を 施 し 、 24は 21 と 文 様

構成が類似す る が内壁に 条痕文は な い。 25は 条痕の幅が他の 土器片 と 比べ広 〈 左斜位に 施 き れ 、

器厚 は 薄 い。 26は 22 ・ 23 と 文様 ・ 口 唇部 の 刻 みが類似す る が、 �J み と 刻 み と の 間隔が21 ・ 22に 比

べせ ま い。 3 1 は 回転 を 有す る 条痕文 を も っ土器片であ る 。 42は 底部付近の破片 で縦位に 条痕文

を 施す。

43 - 45 ・ 51 ・ 52 ・ 58 ・ 59 は 晩期 土器 と 思 わ れ る 土 器 片 で あ る 。 43 は 条 痕 文 を 施 し た 口

縁部で 、 少 し 外反 し 、 内壁に 条痕がわ ず か に 残 る 。 44は 口 縁部 に 43 と 同様の文様 を 施 し 、 器 面

に 一部煤が付着す る 。 5 1 は 広 口 の 口 縁部に 二次的穿孔 を 有す る 。 穴 の径は 1 cm を 測 る 。 器面は

孔 を 中心に 幅 4 cm 内外に 強 く 条痕 を 施す。 器形は 口 縁部の角 度 に よ り 浅鉢 と 思わ れ る 。 52は 深

鉢の 口 縁か ら 頭部に か け て の破片で横位に 条痕 を 施す。 58 ・ 59は 口 縁部又は 頚部に か け て の破

片 で 、 58は 肩部 を 残す。 い ず れ も 横位に 条痕 を 施 し て い る 。 61 ・ 62は 条痕が縦位に 施 さ れ て い る

底部近 く の破片 と 思わ れ る 。

(5)沈線文土器

32- 34は箆描沈線文 を 有す る 胴部片であ る 。 い ず れ も 内壁に 条痕文 を 施 し て い る 。 46は 口 縁

部が波状 を な し 、 沈線文が横位に 走 る 。 ロ縁部は先ぶ と り に な り 、 粗製深鉢型土器 と 考 え ら れ

る 。 47 は46 に 比べ幅広 い 沈線文 を 施 し 、 他に 三本の 沈線文 を 施す。

(6)隆起 文土器

35- 41 は 隆起文土器であ る 。 器壁表面は 他の 土器片 と 同様に 剥落が激 し い。 36 ・ 37 ・ 39 ・ 40 ・

41 は すべ て 同一個体 と 思わ れ る 円筒形 土器の破片 で、 36は 口 縁片 、 37 ・ 39 ・ 40は 胴部片 で41 は 底

部で あ る 。 口 縁部に は 刻 み を 施 し 、 わ ずか に 外反 し 、 胴部はややふ く ら み底部は平底で あ る 。 器

厚 は 1 cm 内 外 を 測 る 。 隆起丈土器は 押型文 と 同一層 の 出 土で あ る の で近 い 時期 の も の で あ る 。

(7)そ の他の土器

48は 器面剥落の た め文様が不明 瞭で、あ る が、 お そ ら く 条痕文 を 有す る 口 縁部 片 で あ ろ う 。 49

は 口 縁部が少 し 内 湾 し 、 先ぶ と り し て い る 無文土器片で、 50は塊状の器形 を 有す る 無文の 口 縁

部片であ る 。 53は 無文帯 に 三角 柱状貼 り 付文 を 持つ 口 縁部片であ る 。 塊状の 器形 を な す と 思わ

れ る 。 54- 57は組製深鉢型土器 と 思わ れ る 。 54- 56は 頭部の破片で、 57は 頭部か ら 肩部に か け

て の破片 と 考 え ら れ る 。 い ず れ も 無文に 頭部の 隆起が直線状に 施 さ れて い る 。 60は 無文帯に 二次

的穿孔 を 有す る 土器片 で 口 縁部近 く の破片 と 思わ れ る 。 63は 網 目 の 組織痕 を 施 し た 文様 を 有 し 、

一部ふ く ら み を 持つ。 64- 66は 粗製深鉢型土器の底部 と 思 わ れ る 。 い ず れ も 平底で無文であ り 、

器面調整は 粗雑で、あ る 。 ( 豊崎)

③ 石器

(1)磨石
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1 は 正背面に 擦痕が側縁面全面 に敵打痕が認め ら れ、 と く に 図左右側面に 強 〈 残 る 。正面は い

く ぶん 凹 み 、 背 面は 凸 に な る 。 横断面は 丸味 を 帯ぴた 長方形 を な す。 2 は 全面に 著 し く 磨研 さ

れ 、 側 面 に は稜が走 る 。 3 は正 面に 若干の 打痕 を 残 し 、 擦痕は 少 な い。 4 は ほ ぼ円形 を な し 、 正表

面 に複雑 な 擦痕が走 る 。 1 と 同様に正面が く ぼみ 、 背面は逆に な る 。 5 は 上半部 を 欠損 し 、 一

部打痕が あ る 。 他に 比べ小形で、 正裏面に 研磨痕が若干残 る 。 6 は 全体的に 卵形 に 近 〈 、 他の

出 土磨石に く ら べ 5 と 同様に 小形であ り 、 一部敵打痕があ る 。 7 は喋 岩を 素材 と し 、 研磨部は

い く ぶ ん 凹 み 、 そ の中 に敵打痕が残 る 。 全体的に 自 然面 を 多 く 残す。 8 は 硬質砂岩 を 素材 と し

研磨部は正面に 認め ら れ る 。 使用痕は 著 し く 、 敵打痕は 認め ら れ な い。 9 は正面に 研磨部が認め

ら れ 、 背部に は な い。 側面お よ び正面に 若干の打痕が認め ら れ る が、 不明確であ る 。 10 は 9 と

同様に研磨が認め ら れ る 。 敵打痕が強 〈 残 る 。

(2)礎器

1 1は 扇平 な 円嘆 の 縁部の半分ほ ど を 、 裏面か ら の打撃で制離 し て 刃 部 を 形成 し 、 一側縁部

のみ別 の面か ら 剥離 し て い る 喋器であ る 。

(3)敵打器

12は hammer stone の機能 を も ち 、 両側面の一部に 打痕 を 残す。 他は 自 然面 で あ る 帥

(4)磨製石器

1 3は 硬質砂岩 を 素材 と し た 磨製石斧であ る 。 裏部は使用 に よ り 大 き く 破損 し て い る 。 基部調

整の た め と 思わ れ る 打痕があ り 、 側縁部に は研磨以前の剥離面が著 し く 残 る 。 刃 部は ゆ る やか

な 稜 を 持 ち 、 刃 部の 縦断面は ゆ る やか な 三角 状 を な し 先端は鋭利で あ る 。 研磨は 正面左斜位 よ

り が強 〈 残 り 、 縁部は 縦位に 残 る 。 使用 に よ る 刃 こ ぼれ は 少 な い。 14は 軟質砂岩 を素材 と し た

扇平磨製石斧 で あ る 。 正面に 研磨以前の剥離が著 し い。 基部調整の 打痕が残 る 。 研磨は ほ ぽ横

位に 走 り 、 背 面 は 著 し く 、 自 然面 に 研磨 を 行っ て い る 。

(5)石鍛

17は 大 ま か な 剥離に よ り 三角 形 を 呈す る 。 縁辺部は 小 さ な 調整がわ ず か に 認め ら れ る 。 そ の

調整 も 不規則 で基部、 先端部右縁部に 著 し く 、 全体的に 整っ て い な い。 基部の え ぐ り は浅 い。

15は 細長 い 細 ま か な剥離に よ り 形成 さ れ他の石鍬 に 比べ厚 き が薄 〈 、 先端部が鋭利で あ る 。 側

縁部は わ ずか に ふ く ら み 、 え ぐ り は 三角 状に 深 〈 く い こ む。 16は剥片の鋭利 な 縁部 を 片側面 と

し て使用 し 、 全体的に 細長 く 、 先端部がわずか に 欠損 し て い る 。 脚部は 丸味 を お び る 。 18は 先

端部半分 を 欠 損 し て い る 三角 鎖と 思わ れ る 。 基部の調整はやや中央部がふ く ら み 、 側 縁部の調

整は不明 であ る 。

(6)削器

19は 削器 と 石錐の両方の機能 を も っ石器 と 思わ れ る 。側縁部か ら 中 心部への細か な剥離は 削器

と し て の 形態 を 示 し 、 先端部の鋭利的調整剥離は 明 ら か に 石錐であ る 。 基部への調整は 、 わ ず
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か で、 使用 に よ る 刃 こ ぼれ は 少 な く 横断面は ソ ロ パ ン 形 を 呈す。 20は 軟質石英 を 素材 に し た偽

石器であ る 。 尖頭器 と 削器的形態 を も っ。 表面 は 風化 し て剥離面 は 明確では な い。 断面 は レ ン

ズ状 を し て い る 。

(7)二次加工剥片 、 剥片 、 石核

21 は 任意 の 打撃に よ り 生 じ た 剥 片 を 素材に 二次的剥離 を 加 え た 制 片石器で あ る 。 正面左側縁

部 を 刃 部 と し て使用 し た と 思わ れ る 。 22は 肩平 な 縦長剥 片 を 素材 と し て 利用 し 、 両 側 縁部の鋭

利 な 部分で刃 部 を 形成 し て い る 。 刃 こ ぼれが認め ら れ る 。 23は 石核 と 考 え ら れ る 。 任意の剥離

面が数面認め ら れ る 。 24は 一部に 刃 部的調整剥離 を も っ 、 使用痕剥 片で あ る 。 25 は 縦長剥片 を

素材 と し 左図左側 縁部 に 二次的制離が認め ら れ る 。 26は 自 然面 を 持つ剥片石器であ る 。 上下の

大 き な 二面の剥離に 、 右側 に 細か な 調整痕 を も っ 削器 と 考 え る 。 27 は 上下 の 大 き な剥離が認め

ら れ る 。 左側縁部 を 刃 部 と し て 使用 し た と 思われ、 刃 こ ぼれが認め ら れ る 。 28 は 任意 の 打撃に

よ り 剥 ぎ取 ら れ た 剥 片 を 素材 と して 利用 し た 二次 加 工剥片 で あ る 。 右図右上縁部の他は すべ て

刃 部 と 考 え る 。 使用 に よ る と 思わ れ る 不規則 な剥離が認め ら れ る 。 29は 剥片 で あ る 。 背部に 打

痕 を 残す。 刃 部 と し て 使用 さ れ た 部分は 認め ら れ な い。 30は 使用痕の あ る 剥 片 で あ る 。 正面右

図の 鋭 利 な部分 を 刃 部 と し て使用 し た と 思わ れ る ご く 細か な 刃 こ ぼれが認め ら れ る 。 31 は 縦長

剥 片で あ る 。 2 本の平行な稜が走 り 一部 自 然面を 残 し 、 横断面矧土 台 形 を 呈す る 。 32は 薄 い 縦

長剥 片 で あ る 。 石核調整時の一時的な も の と 考え る 。 33 は偽石器 と 考 え ら れ る 。 明 確な使用痕 と

思わ れ る 剥離面 が な く 、 二次加工剥片 と 考え ら れ な い。 し か し鋭利 な 下部は 刃 部 と し て の 機能

を も っ と 思わ れ る 。 34は 縦長剥 片 を素材 と し て い る 。 上か ら の 打撃に よ り 生 じ た 打面 に 小 さ な

剥離が認め ら れ る が、 人偽的 な も の では な い。 35は上部 よ り 数条の剥離が認め ら れ 、 5 面 を 数

え る 。 36は剥片石器 と 考 ら れ る が、 二 次的剥離が不規則 で偶 発的 に 思 え る 。 一部 自 然面 を 持つ。

37は 横長剥片で、 正面 に 3 面の任意の剥離が認め ら れ る 。 上面 に 自 然面 を 持つ。 38は不定形石

核であ る 。 39は 残核 と も 考 え ら れ るが 下部に 微調整が認め ら れ る 。 一部 自 然面 を 残 し 、 背 面 に

下か ら の 打面が認め ら れ る 。 40は 石核であ る 。 上面 は 最近の 自 然剥離で少 し く ぽむ。 石核形成

時の微調整は 認め ら れな い。 41は不定形石核であ る 。 上下か ら の 打撃に よ り 形成 き れ方 向 は 任

意であ る 。 上部に 平坦面 は な く 4 方 向 か ら の剥離面が認め ら れ る 。 左図下部に 二次的加工が認め

ら れ る 。 42は 石核石器であ る 。 下部に 使用 に よ る摩滅が著 じ る し い。 hand自axe 的機能を も ち 、

一部 自 然面 を も っ。 横位か ら の 大 き な剥離に よ り 形成 き れて い る 。 43 は 大 き な 二次的剥離に よ

り 、 残核利用 の撞器 と 思わ れ る 。

(8)石血

44- 46は 石皿で あ る 。 44は 下部 を 欠損 し て い る 。 研磨部は ( ← ・ ・→ ) で表す。

(9)ナ イ フ 形石器

石 質 は 黒曜石で縦長剥 片 を 使用 し て い る 。 基部はやや丸味を 帯 び る 。 両側縁は 主要剥離面 よ
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第 1 1 表 縄文式土器一覧表

No. 時 期 文 様 焼 成 胎 土 色 調 f腸 考
1 早 期 山 形 文 不 良 砂 粒 子 賞 積 色 裏面原体条痕 3 - E 表土層
2 If If H 砂粒子 ( 雲母 ) If 5 - F  

3 If 格子 目 文 H 砂 粒 子 賞 褐 色 4 - D 石室側辺部

4 If 山 形 文 H 小石 ・砂粒子 糧 色 5 - D 奥壁掘込み

5 11 n H 砂 粒 子 賞 褐 色 5 - E 封土

6 11 楕 円 文 11 H H 5 - E 封土

7 If If 11 11 ( 石英 ) 11 封 土

8 11 山 形 文 11 H H 5 - F  封土

9 n H H 11 明 褐 色 封 土

10 H 格子 目 文 H 小石 ・砂位子 賞 糧 色 Pit No. 1 

11 11 11 11 If 11 4 - D 

12 n 山 形 文 H 11 11 5 - D 

13 H H H 砂 粧 子 i実 質 種 色 5 - E 封土

14 H 縄 文 H 小石 ・ 砂位(石英) に ぷ い 褐 色 5 - D 奥壁北側

15 H 撚 糸 文 H 小石 ・砂粒子 黒 褐 色 封 土

16 前 期 条 痕 文 H 砂粒子(雲母・石英) i実 賞 澄 色 4 - D 西側

17 11 If H 砂 粒 子 If 奥壁北側 ・ 縄文最下層

18 早 期 無 文 H 11 11 4 - D 石室右側

19 11 山 形 文 H 11 澄 色 5 - G 

20 前 期 条 痕 文 H 小石 ・砂粒子 黄 糧 色 奥壁北側 ・ 縄文最下層

21 11 11 良 H 樟 色 4 - C 封土

22 If 11 不 良 砂 粒 子 明 賞 褐 色 5 - F 封土

23 H 11 良 小石 ・砂粒子 に ぷい 賞澄 色 4 . 5 - D 側 壁裏込 中

24 H 11 11 砂 粒 子 黄 糧 色 4 - D 封土

25 H H やや良 11 黒 褐 色 4 - D 封土

26 H 11 11 11 11 4 - D 封土

27 If If 不 良 H 澄 色 奥壁北側 ・ 黄色土層
28 H 11 H If 黄 糧 色 5 - D 奥壁黄色土層
29 H H 良 小石 ・砂粒子 糧 色 旧表土

30 H H H 砂 粒 子 賞 澄 色 5 - D 

31 If 11 不 良 11 に ぶ い 撞 色 奥壁裏込
32 H 沈 線 文 11 11 11 5 - E 封土
33 11 11 11 小石 ・砂粒子 11 4 - E 封土

34 11 11 11 砂 粒 子 11 封 土

35 11 隆 起 文 良 小石 ・砂粒子 1炎 賞 色 5 - D 封土

36 11 11 11 11 黒 褐 色 封土 轟 B 式 ?

37 11 11 11 11 11 11 

38 11 11 11 11 11 4 - D 封土 議 B 式 ?

39 11 H 11 11 11 5 - D 奥壁北側賞色土層

40 11 H H n 11 5 - G H 
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No 時 期 文 様 焼 成 胎 土 色 調 f箱 考
41 前 期 無 文 不 良 小石 ・ 砂粒子 赤 褐 色 集 石

42 晩 期 条 痕 文 やや良 11 ( 石 英 ) 明 褐 色 5 - 0  撹乱
43 11 11 良 小石 ・ 砂粒子 i実 賞 色 4 - C 封土

44 11 11 11 11 責 糧 色 5 - 0 

45 11 H 11 11 11 焼土付近

46 11 沈 線 文 11 砂 粒 子 明 黄 櫨 色 封 土

47 11 11 11 H 明 褐 色 5 - 0  石室北東封土

48 11 11 11 11 賞 澄 色 5 - 0 

49 11 条 痕 文 不 良 H 黒 褐 色 5 - 0 奥壁黄色土 層

50 11 11 11 11 11 4 - E 封土

51 11 11 良 11 i支 黄 櫨 色 二次的穿孔 ・ 4 - 0 封土

52 H 11 11 11 に ぷ い 赤褐 色 5 - 0 黄色土 層 上部

53 11 無 文 11 n H 三角柱状貼 り 付文 ・ 4 - D 封土
54 11 条 痕 文 不 良 11 ( 石 英 ) 赤 褐 色 4 - C 封土

55 11 11 11 砂 粒 子 H H 

56 11 H 良 11 明 褐 色 表 土

57 H 11 不 良 11 に ぶ い 賞糧 色 表 採

58 11 11 良 11 11 奥壁北側 ・ 黄色土 層

59 11 11 不 良 11 j実 賞 色 5 - 0 奥壁

60 11 H H 11 明 賞 褐 色 二次的穿孔 ・ 5 - D 石室北東封土
61 11 11 良 11 浅 黄 糧 色 側 壁裏込

62 11 11 11 11 11 奥安北側 ・ 黄色土 層

63 11 組織痕文 不 良 小石 ・ 砂粒子 賞 櫨 色 4 - C 封土

64 11 無 文 ? 良 11 11 5 - 0 

65 11 条 痕 文 不 良 砂粒子 ( 石 英 ) 11 5 - 0  

66 11 11 良 砂 粒 子 明 黄 禍 色 6 - 0  封土

第 1 2表 石器一覧表
No 種 類 石 質 重 さ (g) 官商 考
1 磨 石 安 山 岩 530. 4 5 - F  周溝上面
2 。 砂 岩 61 8. 4 5 - E 

3 敵 石 ( 磨 ) 11 597. 8 表 採
4 磨 石 安 山 岩 543. 3 5 - F  周溝上面
5 敵 石 砂 岩 1 62. 75 5 - F  周溝上面
6 敵 石 ( 磨 ) 汐 149. 6 マ ウ ン ド西側周溝上面
7 。 。 860. 9 5 - F  周溝上面
8 磨 石 磯 岩 507. 8 封 土
9 敵 石 ( 磨) 砂 岩 790. 3 表 採
10 。 磯 岩 663. 6 4 - F 周溝

-'-一一一一一一一
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No. 種 類 石 質 重 さ (g) 備 考
1 1 磯 器 砂 岩 591. 0 4 - 0  表採
1 2  敵 打 器 。 394. 5 6 - F  周溝
13 勝 製 石 斧 。 468. 28 4 - B 周溝
14 。 。 65. 41 6 - F  周溝
15 石 鍛 黒 畷 石 1 . 2 5 - 0  石室 ( 撹乱 )
16 4シ 頁 岩 1. 5 5 - G  撹乱
17 ... チ ャ ー ト 4. 1 表 採
18 。 サ ヌ カ イ ト 4 - C  撹乱
19 ス ク レ イ ノ� - チ ャ ー ト 17. 0 表 採
20 スク レイ ノ f一ポイ ン ト 結品 質石灰岩 29. 8 表 採
21 二 次 加 工 剥 片 チ ャ ー ト 50. 6 3 - 0  周溝
22 二 次 加 工 剥 片 。 26. 9  6 -G 

23 剥 片 � 26. 8 1 - E  表土
24 二 次 加 工 剥 片 .". 7. 08 4 - F  撹乱
25 ... 桂 岩 28. 9  5 - 0  

26 。 砂 岩 3 - 0  周溝
27 使 用 痕 剥 片 頁 岩 26.9 5 - E  

28 。 チ ャ ー ト 34. 3 5 - E  

29 剥 片 頁 岩 27. 4 5 - 0  

30 使 用 痕 剥 片 チ ャ ー ト 16. 0 3 - E  

3 1  剥 片 頁 岩 16. 3 7 - 0  周溝
32 。 黒 躍 石 3. 4 5 - 0  石室 (鍵乱)
33 使 用 痕 剥 片 チ ャ ー ト 20. 6 5 - 0  

34 剥 片 。 5. 0 4 - 0  

35 使 用 痕 剥 片 。 45. 2 5 - 0  封土
36 。 黒 曜 石 7. 5 J - 3 層

37 剥 片 サ ヌ カ イ ト 39. 1 4 . 5- 0  

38 石 核 チ ャ ー ト 20. 6 5 - G  撹乱
39 残 核 。 8. 4 。

40 石 核 砂 岩 50. 5 5 - E  

4 1  不 定 形 石 核 チ ャ ー ト 28. 3 3 - E  周溝
42 磯 器 。 214. 5 4 - E  

43 二 次 加 工 石 器 。 176. 4 表 採
44 石 皿 磯 岩
45 石 皿 砂 岩
46 石 皿 " 
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り プ ラ ンテ イ ン グ を 行い 、 左側 縁は 直線上に 調整 し 、 右側縁部は 、 ゆ る い か え り を 持つ。 剥 片 の

鋭利 な 縁部 を 刃 部 と し て 使用 し 、 刃 部は 使 用 に よ る と 思 わ れ る 不規則 な剥離が認め ら れ る 。 一

部 自 然面 を 残 し 、 形態は い わ ゆ る 「切 り 出 し 」 を 呈す る 。

(10)細石刃

出 土 し た 石器の 中 で細石核は 出 土 し て い な い が、 45は 形態的に は 細石 刃 に近似 し て い る 。 石

質は 頁 岩で 表面 に 2 本の平行な稜が走 り 、 背面に 小 さ な 打痕が認め ら れ る 。 ご く 少数で あ る が、

両側縁部に 不規則 で微小な剥離が認め ら れ、 使用 に よ る も の と 考 え ら れ る 。 横断面 は 台 形状 を

呈 し 、 表 面 は か な り 風化 し て い る 。 ( 豊崎 )

4 ) ま と め

土 の 色 と 縄文土器の 出土状態 か ら 、 J - 1 層 ( 古墳構築時に お け る 表土層 ・ 淡黒褐 色土 ) 、

J ー 2 層 ( 明 褐色土 ・ キ ナ 粉状 ) 、 J - 3 層 ( 明 褐色土 ・ 火山灰層 ) と 三層 に 分 け た 。

古墳構築時 に お け る 表土 層 の 中 か ら は 、 古墳時代の遺物 ( 須恵器 ・ 土師器) の 他に 、 弥生時

代 の 遺物 ( 喪 の 口 縁 、 方 柱 状挟入石斧 ) 、 縄文晩期の土器片 を 検出 し て い る 。 こ の こ と か ら 、

縄文時代晩期や 、 弥生時代 の遺構の存在の 可能性 を 思 わ せ る が、 周辺部 は 果樹園 開墾 に よ っ て

削 平 さ れ て い る の で 明 ら か で は な い 。 し か し 、 近隣地 に は 竜北町大野貝塚 (縄文 中期か ら 後

期 ) ・ 西平貝塚 (縄文後期) が存在す る こ と か ら 、 宮原町立神字岩立地区の よ う な 狭 い 谷聞の小

丘陵 に も 、 縄文晩期 か ら 弥生時代の 何 か の遺跡が存 在 し た 可能性 も 考 え ら れ る 。

J - 2 層 中 か ら は 、 器厚の 薄い 前期の条痕文土器が検出 さ れ た こ と か ら 、 明 褐色 の 土 ( キ ナ

粉状) か ら な る こ の 層 は縄文前期の土層 と 考 え る 。 検出 さ れた 文様の あ る 土器 は轟式 に 比定で、

き る と 思 わ れ る 。

縄文前期 と 晩期 と の 聞 の 時期の遺物が出土せず、 遺跡 が連続 し て 使用 さ れて い な い の は 、 県

内各地 ( 中後迫、 沈 目 、 桑鶴土橋、 馬場楠等) の遺跡の例 と 類似 し て い る 。

J - 3 層 か ら は 、 押型文土器 ( 山形 、 格 目 、 楕円 ) 、 撚糸 文土器、 条痕文土器の 他に 4 ヵ 所の

集石 を 検出 し て い る 。 集石中 か ら は 石皿、 ス ク レ イ パ一 、 礁器、 チ ッ プ (黒曜石 、 チ ャ ー ト )

等 を 採取 し た。 以上の遺物か ら こ の 層 は 縄文早期 と 考 え る 。 こ の 層 は 土 中 に 含 ま れ て い る 粒状

物質 ( 軽石状の 軟 い 物質 ) の密度か ら 内 二つ の層 に 区分す る よ う に 試み た が 、 肉 眼的 に 区分は

で き な か っ た。 こ の 層 の下 は 、 風化 を う けやすい 阿蘇火砕流W の層 であ る 。

岩立C 古墳 が存在 し て い る よ う な 狭小 な 谷聞の地形は 、 砂川 以南氷川 以北の 聞 に は 多 い 。 一

帯 を 地質的 に 見 る と 、 宮原花商岩帯の 中 に あ る の で、 大変浸食 を う け やす い地帯で あ る 。 洪積

世の小丘陵の 聞 の 谷 は 阿蘇火砕流 に よ っ て 埋 ま り 、 そ の 火砕流 が浸食 を う け て 、 小 さ な 谷 が複

雑 に入 り 組んでい る 。

下益城郡小川 町以南八代市 ま での 八代平野 沿いの一帯 では 、 竜北町大野、 西平両貝 塚や鏡町

有佐貝塚等、 縄文時代 の遺跡 は あ る が、 数 は 少 な い 。 と こ ろ で九州縦 貫 自 動車道建設工事 に と

。，u唱Ea・守EA
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も な う 埋蔵文化財発掘調査 に よ っ て 、 立神寺院社 ・ 平原瓦窯祉 ・ 境遺跡 か ら も 縄文時代 早期

の遺物 が検 出 さ れて い る 。 従来 こ の一帯では 平野部 ・ 海岸近 く に 目 を 向 け て 、 縄文時代の遺

跡の調査 を 行 っ て 来 た た め 、 遺跡の プラ ン ク 地帯 と 考 え ら れて き た 。 そ こ で、 今後は こ の調査

を 契機 と し て 目 を 小丘陵の 聞 の 狭小な 谷間 の平盟部に も 向 け る べ き で あ ろ う 。

先土器時代 の遺物 ( ナ イ フ 形石器、 細石刃 ) も 検出 さ れ て い る が 両 者 と も 撹 乱 ( 古墳時代 ・

蜜柑植樹穴) 部 か ら 検出 さ れ た も の で あ る 。 先土器時代の遺構 は 検 出 さ れ て い な い 。 も し 、

先土器時代 の遺構 が存在 し た と 仮定 し で も 、 縄文早期の 生活面の 下、 阿蘇火砕流町 の 上 に 生 活

面 が存在 し た と い う こ と に な る 。 縄文早期の層は大変薄 く J - 3 層 の 厚 さ と 押 型文土器 が出土

し た 高 さ か ら 0 . 1m 程度 と 推測 さ れ る 。 こ の 厚 さ で は縄文早期の 生活面 と 先土 器 時 代 の 生 活 面

( 仮定 ) は 大差がな く 、 日 常生活の 中 で撹乱 を う け る と 思 わ れ る の で 、 我 々 が当時の 生活面 と 断

定 し 得 る 面 を確認す る の は 、 こ の調査区で は困難で あ っ た 。

以上、 縄文時代 の検出遺物 に つ い て 、 層 位 的 に 記 し た が、 こ の 地 で の 早 期、 前 期 の 遺物

の検出の意義 と し て 、 周辺の狭小 な 10-20 ア ー ル程度の平坦地の 阿蘇火砕流町 の 上 の 土層 中 か

ら 早期 ・ 前期の遺構 ・ 遺物 が発 見 出 来 る 可 能 性 が強 く な っ た と 言 え る 。 つ ま り 、 小川町か ら

八代市 に か け て の一帯か ら は 今後、 縄文前期、 早期の遺跡が多 く 発見 さ れ る 可能性は 強 い 。

( 村 井 )

。。唱a-­唱EA



第 5 章 C地区 (大瀬 田横穴群)

1 現状 と 調査の方針
八代郡竜北町大字高塚字大瀬田 に 所属す る 。

下益城郡小川 町稲川 の集落 の 南 、 稲川 の対棒 、 丘陵の 南側崖面 であ る 。 周辺一帯は 蜜柑園 で あ

り 、 崖面 に は 凝灰岩が露出 し て い る 。

r竜北村史』 に よ る と 「南お よ び西南の 向 き に 1 1 基の 古墳があ る が、 す でに 6 基は 破壊 さ れ
て お り 、 やや完形に 近 い も の が 5 基残 る り と の こ と であ る 。

調査の対象地域は 大瀬田 横穴群が開 口 し て い る 崖面の続 き で あ る 。 大瀬 田 横穴群の分布状態

は ま だ充分に 確認 さ れて い な か っ た の で、 路線 内 に 横穴が存在す る か ど う か の確認の た め 、

次 の よ う な 調査計画 を た て た。

① 繁み を 切 り 聞 き 、 焼却す る 。

② 地形 に 合 わ せ て 5 本の ト レ ン チ ( 幅 3 m 、 長 さ 5 - 15m ) を 設定す る 。

③ ト レ ン チ の観察結果 に 従 っ て 重機 ( ユ ン ボ ・ 湿地用 ブル ド ー ザー ) を 投入 し て 、 表土 を

掘削除去す る 。

④ 人 力 に よ り 清掃作業 を 行 い 、 遺物 ・ 遺構の存否 を 確認す る 。

2 調査 日 記抄
8 月 11 日 発掘器材 を 現場 に搬入す る 。 発掘現場近 く に プ レ ハ ブ小屋 を 建 て る 適当 な場所が

な く 、 発掘作業 員 の 休息 と 器材の収納場所は テ ン ト 内 と す る 。

8 月 12 日 以前、 地元の 高塚区 々 長 ( 福島千万人氏 ) に 依頼 し て い た 作業員 の 方 に 、 作業上

の注意 を 行 っ た 後、 除草作業 か ら 開始す る 。

8 月 18 日 やぶ を 伐採中 、 蜂の 大群の 来襲があ る た め 作業進展せず。

8 月 24 日 伐採 し た 草や竹は真夏の太陽で乾燥 さ せ 、 焼却 し た 。 や っ と 除草作 業 が本 日 で終

了 し た 。

8 月 26 日 調査範囲 内 に 、 地形 に 合 わ せ て 5 本の ト レ ン チ ( 幅 3 m 、 長 さ 5 - 15m ) を 設定

す る 。

9 月 1 日 調査区内 は 旧 密柑園で、 深 く 耕作 さ れて い た た め 、 ト レ ン チ の 発掘作業 は 進む。

9 月 8 日 ト レ ン チ 壁面 の 実測 を 開始す る 。 土の層序は 、 上 か ら 耕作土 ( 約o .3m ) 、 暗褐色

土 層 ( 約O .7m ) 、 褐色土層 ( 軽石混入土、 約O .伽 d 、 凝灰岩層 ( 基盤の地層 ) と な っ て い る 。

9 月 14 日 人 力 でで き る 表土削平の量 に は 限 り があ る の で、 本 日 よ り 、 ユ ン ボ、 ハ ン ド ド ー

ザ一 、 湿地 ブ ル ト ザー を 投入 し て 、 軽石混入の 褐色土層上面 ま で削平 を 開始す る 。 重機で削平
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L た 後 、 作業 員 全 員 で清掃 作業 を 行 い遺構、 遺物の 存否の確認作業 を 行 う 。

9 月 27 日 遺物 ・ 遺構は何 も 検出で き な か っ た 。 し か し 、 大瀬田横穴群は 、 道路建設敷地 ま

で は 広 がっ て い な い こ と が確認で き た の で、 大瀬田横穴群の 広 が り の 範囲決定の 一助 に な る 。

9 月 28 日 本 日 を も っ て 調査 を 全て終了す る 。 器材 を 撤収 し て 、 収蔵庫へ搬送す る 。

3 調査 内 容
1 ) ト レ ン チ の設定

大瀬田横穴群の崖続 き の 南斜面 に地形 に 合 わ せて 幅 3 m の ト レ ン チ を 3 本 (A ・ B ・ c ) 、 崖

下 に 崖 に 沿 っ て 幅 3 m の ト レ ン チ を 2 本 (D . E ) 設定 し た 。 A -E の 5 本の ト レ ン チ の 長 さ

は地形 に よ っ て 異 な り 5 - 15m と し た 。

2 )  ト レ ン チの観察 と 排土作業

表土層 (植壌土、O .3m ) の 下 は 褐色土 ( 粘性の 強 い 土 、 O .3- 1 .2m ) で あ り 、 そ の 下は軟い

瀧灰岩の 層 に な っ て い る 。 各 ト レ ン チ と も 同様の 結果で あ っ た 。

5 本の ト レ ン チ 内 か ら 遺物は 1 個 も 検出 き れ な か っ た の で表土層 と 褐色土層 を 重機 ( パ ッ ク

フ オ 一 、 ブル ド ー ザー ) を 投入 し て 排除 し た 。

4 ま と め
表土層 と 褐色土 層 を 排除 し た後、 瀧灰岩層の上面 を 人 力 で清掃作業 を 行 っ た が、 横穴に 関す

る 遺構、 遺物 は何 ら検出 さ れ な か っ た 。 ま た 、 他の 遺物 も 検出 さ れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 、

大瀬田横穴群は 、 縦貫道建設用地ま で は 広 がっ て い な い こ と がわ か っ た 。 ( 村井 ・ 上妻 )
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第 6 章 D地区 (高塚古塔群)

1 . 現状 と 調査の 方針

八代郡竜北町高塚 に所属す る 。

砂川 左岸側 の 台地上 に コ ン ク リ ー ト プロ ッ ク 造 り の お堂 ( 二柱の 御神体 を 祭 る 。 ) と 2 基の 古

塔があ る 。 2 基の 古塔 は 、 五輪塔 ( 2 基 ) と 燈寵 ( 2 基、 笠 と 基礎部) を 組合 わ せ た も の で あ る 。

二柱の 御神体 と 古塔は将来移築す る 計画 と の こ と で あ っ た 。 二柱の 御神体 に 対 し て は 、 地元

民 の 強 い 信仰 が あ る 。

二柱の 御神体の う ち 向 っ て 左方 は足手荒神で あ り 、 甲 斐神 社 (上益城郡嘉島町下六嘉) を 勧

請 し た も の と い わ れ る 。 こ の 御神体は五輪の 空風輪であ り 、 上下 を 逆 に し て ヨ ダ レ カ ケ を か け

て あ る 。 供物 は花、 線香、 ロ ウ ソ ク の 他 に ゾウ リ 、 ワ ラ ジ 、 松葉杖、 足 型で あ っ た 。

右方 は地蔵尊 を 杷 っ て い る が洞 の み で尊像 は 失 わ れ て い る 。

調査 に 当 っ て 、 御神体 に は で き う る か ぎ り 手 を ふ れ る こ と を さ し ひ か え た 。 古塔は 本来 の姿

を 失 っ て お り 、 元の位置 か ら 移動 し て い る と 考 え ら れ る の で 、 写真撮影 と 実測 に止め る こ と に

し た 。

2 . 調査 日 誌 抄
8 月 上旬 の 炎暑 の 中 、 1 週間 の 予定 で 古塔周辺の測量 、 塔 の 実測 、 写真撮影 を 実施す る 。

古塔 は縦貫道敷地境界 近 く に あ る た め調査 に 当 っ て 地元 の 人 々 と の ト ラ ブル がな い よ う 充 分

に 配慮 し た 。 ，

調査中 に も 、 足 手荒神 に 一 人 、 二 人 と 通 り す が り に お 参 り し に 来 る 入 、 他 の 町村 か ら お 参 り

に 出 か け て 来 た 人 等 を 見 う け た 。

調査地の近 く ( 敷地外) の 墓地 に 十数基の 近世 末 の 石 塔 が あ る 。 こ れ ら は宝暦 ・ 天保頃 の も

の で あ る 。

3 . 調 査 内 容

第58図の 1 - 5 は 当地 で 発 見 し た 五輪搭の 実測図 で あ る 。

1 . 2 ・ 3 は 五輪塔の 空風輪 で あ り 、 凝灰岩の 中 で も 軽石 を 多 く 含 む 軟 い 岩石でつ く ら れ て

い る 。 1 の 空輸の頂部は 少 し 平岡 に な っ て い る o 風輪 と 空輪の 大 き さ は ほ ぼ等 し く 、 風輪の 径

( 最大部 ) 1 7 . 0cm ・ 空 輸 の 径 ( 最大部 ) 1 6 . 5cm て、 あ る 。 両 輪 を 合 わせ た 高 さ は 20 . 0cm で あ り 、

ほ ほ二等分す る よ う な 位 置 に 1 . 5cm の 区 切 り の 議が あ る 。

2 の空輪の頂部は球形状 に な っ て い て 、 空 風輪の 全体の 形 は 、 円錐台 を 逆 に し た 形 ( 風輪)

ヴd司自国企唱EA



第57図 D 地区 (高塚古塔群) 地形図
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1 2 
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第58図 高塚古塔群古塔実測図

EU一日U
・E・E・

20cm 

( 高 木 )

の 上 に 球 ( 空輪 ) を 乗せ た よ う な 形 に な っ て い る 。 風輪の 径 ( 最大部) 20. 0cm ・ 高 さ 9 .0師 、 空

輪の 径 ( 最大部) 19. 5cm ・ 高 さ 15. 0cm で あ る 。

3 の空輪 は宝珠状 に な っ て い る 。 風輪の 径 ( 最大部) 18. 0cm ・ 高 さ 8 .0cm 、 空輪の 径 ( 最大部)

19. 0cm ・ 高 さ 12. 5cmで、 あ る 。 1 . 2 は空輪 よ り 風輪の 方 が少 し 大 き い が、 3 は空輸の 方 が風輪

よ り 大 き い 。

4 は 水輪で、 あ る 。 石 材は空風輪 ( 1 - 3 ) と 同様 に軽石 を 多 く 含む軟い 凝灰岩で あ る 。 太鼓

の桐 の 形 に な っ て い て 、 両 端の径 は24. 0cm 、 最大径34. 3cm 、 高 さ 17. Ocm"(-' あ る 。 中 央部 l こ 「 あ 」

の 党字 が刻 ら れて い る 。

5 は火輪で あ る 。 石 材は 上記の空風輪や 水輪 よ り 硬 い凝灰岩で あ る 。 火輪上部 は一辺24. 0cm

の 方形で 中 央部 に 径9 .0cm、 深 さ 4 .Ocm の空風輪 を 立て る 穴 があ る 。下 部 は 径19. 0m 、 深 さ 10. 0cm

の 内側 が広 が っ て い る 穴が掘 ら れ て い る 。 穴の上の 方 は 少 し ア ー チ 形 に な っ て い る 。 笠の 部分

に は ゆ る や か な そ り があ る 。

以上の 5 点の空風輪、 火輪、 水輪の 中 で、対 に な る 物は な い よ う だ 。 地輪は 現地 か ら 検出 さ れ

て い な い 。

nwd

 

旬Eム噌EA



4 ま と め
五輪塔は前述 し た よ う に 対 に な る 塔は見い 出 さ れず、 地輪は l 個 も 検出 で き な か っ た 。 ま た

五輪塔は 元の位置 か ら 移動 し て い る と 考 え ら れ る 。

足 手荒神 は 甲 謝申社 を 勧請 し た と 伝 え ら れ る が 、 勧請の時期 に つ い て は 聞 き 取 り で も 把握で

き な か っ た 。 地元民 の足 手荒神信仰 は 強 い よ う で あ る 。

地蔵尊は稲川 の近 く か ら 移転 し て 、 こ の 地 に肥 っ た も の で あ る 。 ( 村井 ・ 上妻 )
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附論 1
岩立 C 古墳 付近の地質学的 所見
一一立神遺跡・平原瓦窯跡・岩立C古墳付近 の地 質学的所見よ り 一一

調査 ・ 執筆者 長 谷 義 隆
高 橋 俊 正
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立神遺跡、 ・ 平原 瓦窯跡、 ・ 岩立 C 古墳
付近 の 地質学的所見

1 . は し が き

熊本大学理学部 長 谷 義 隆

同 教養部・ 高 橋 俊 正

筆者 ら は 、 熊本県教育庁文化課の委嘱に よ り 、 昭和51年 9 月 25 日 お よ び 昭和 52年 9 月 27 日 九

州縦貫道建設工事予定地に あ る 立神遺跡 ・ 平原瓦窯跡 お よ び岩立古墳付近 の地質学的観察 を 行

な っ た 。 こ こ に 観察 の概要 を と り ま と め 報告す る 。

現地観察に 際 し で は 、 熊本県教育庁文化課江本直氏 を は じ め 、 職員 の 方 々 に 考古学的 見地 か

ら の 御教示 を 賜 わ っ た 。 厚 く 御礼 申 し 上 げ る 。

II . 立神遺跡付近

省 略 (立神 ド ト ク 遺跡 の 報告に 記 す。)

ill . 平原瓦 窯跡 お よ び そ の 周 辺

省 略
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N . 岩 立 C 古墳付近
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黒色i容結凝
灰岩を使用

Fコエ刊
，. 石室 i E  

附 | 第 ! 図岩立 C 古墳地盤概念図

こ の付近 に は 、 立神遺跡付近 か ら 連続 し て 分布 し て い る と 考 え ら れ る 黒色溶結碇灰岩 よ り 新

期の地層 が分布 し て い る 。

黒色溶結凝灰 岩 の 上位 に は 、 厚 さ 約 2 m の 黄褐色凝灰岩 が存 在 す る 。 こ の凝灰岩 は 、 軽石 を

含 み 、 角 閃石結晶 が認 め ら れ る こ と か ら 、 阿蘇 4 期火砕流堆積物 と 考 え ら れ る 。 本岩 の 最下部

に は 、 直径 1 - 2 cmの 火山豆石 が含 ま れ 、 ま た 、 風化 に よ っ て み か け 状喋状 を 呈 し て 、 赤色部

あ る い は異色部 が存在 す る 。

黄褐色凝灰岩 の侵蝕面上 に は 、 厚 さ 50- 100 cmの喋層 が存在す る 。 礁は亜角 磯 お よ び亜円礁

で あ り 、 最 大の も の は 人 頭大 に 達す る 。 磯種 は チ ャ ー ト が多 く 、 砂岩 も 認め ら れ る 。 基質 は泥

質 で あ り 、 淘j太 が悪 い こ と か ら 、 こ の喋層 は 、 斜面 を流下 し た 泥流堆積物 と 考 え ら れ る 。

こ の 上位 は 、 厚 さ 30cmの や や粘土化 し た 赤褐色火 山層 と な り 、 さ ら に そ の 上位 に 、 や や 黄色

を お びた 厚 さ 約20cm の 砂層 が重 な る 。 こ の 赤褐色火 山灰層 は 、 押型文土器 出 土層 準 で あ る 。

こ の 上位 に は 、 磯層 上部 ま で を 削 り 込 ん で、 耕作土 ( ? ) が存在 す る 。
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附論 2
野 津 古 墳 群

熊本県八代郡竜北村

昭和43年3 月

執 筆 者

墳 丘 実 測

乙 益 重 隆
石人石馬研究会
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野津古墳群

(所在地)
ひめ U ょ う

0 熊本県八代郡竜北村大字大野字北1 1 1 181番地の 4 ・ 5 ・ 6 ・ 7 姫 ノ 城古墳

0 岡県 同郡 同村大字野津字上北山王68番地の13 中 の城古墳

0 岡県 同郡 同村大字同字同68番地の 14 端 ノ 城古墳
もの み や ぐ ら

o 岡県 同郡 同村大字同字下北山王146番地 物見櫓古墳

(遺跡の現状 ・ 性格 ・ 特色)

八代平野の 東部 を 限 る 山 麓線丘陵地帯 に は す で に 消滅 し た も の も 加 え る と 大小 100 基近 い 古

墳 が点在 す る 。 中 で も 竜北村東部 の丘陵 、 通称大野原 の尾根 に は 、 姫 ノ 城 ・ 中 ノ 城 ・ 端 ノ ;城 ・

物見櫓 な どの 前方後円墳 が な ら び、 周囲 に は数個の舟形石桔や箱式石棺 も 出土 し て い る 。 こ れ

ら の古墳 に 相接 し て北 に は 竜北村 多尾古墳群、 南 に は宮原町園 ノ 迫古墳群や馬原古墳群 が あ り 、

そ れ ら の 総数 は 正確 に把握 さ れ て い な い 。

姫 ノ 城古墳 は 全面雑木林 に お お わ れ 、 周溝は蜜柑園 に 開 ら か れ て い る 。 墳丘全長85 m 、 後 円

部 の 直径37 m 、 高 さ 7 m 、 前方部幅50 m 高 さ 9. 20 m を 有 し 、 幅約14 m の 周溝 を め ぐ ら す 。 後 円

部 の 直径 に 比 べ て 前方部 が幅広 く 、 約 2 m も 高 い 点 では後期特有 な 姿 を 呈 す る 。 も と 後円部 は

直径45 m を 有 し た が、 昭和28年以来 た びた びけ ず り 取 ら れ 、 現在 な お変形 し つ つ あ る 。 と く に

こ の 古墳 の 南側 に は 、 前方部 と 後 円部の く び れ部 に そ っ て 長 さ 約45 m 、 幅約 9 m 、 高 さ 約 1 m 

の土壇 が あ っ た が今 で は形骸 だ け を と ど め 、 こ の部分 に小嗣 を ま つ る 。 昭和30年頃 こ の土壇 が

開墾 さ れ た さ い に は 、 現存 高 さ 約50cmの美事な 須恵器器台 が出土 し 、 他 に も 須恵器、 土師器の

破片 が採取 さ れ た 。 後円部の主体は盗掘 さ れ 、 現在大 き な く ぼみ に な っ て い る 。 周辺の石材 か

ら 考 え て 横穴式石室 が あ っ た の で は な い か と 推定 さ れ る 。 周溝内の畑 か ら 切子玉 l 個 が採取 さ

れ、 お そ ら く 中心部 は完全破壊 さ れ た の で あ ろ う 。

昭和31 年頃墳裾 が開墾 さ れ た さ い に 、 後円部の北側 か ら 阿蘇熔岩製 の石製表飾 が 6 個分出土

し た 。 そ れ ら の う ち 3 個 は 扇平 な ヤ ッ コ ダ コ 形 を 呈 し 、 お そ ら く 靭 か 弱 を 象徴 し た も の と 判 定
舟 血がさ

さ れ る 。 残 り の 3 個 は 笠石 と 円柱 か ら な り 、 お そ ら く こ れ ら を 組み合せ た 蓋 と 推定 さ れ る 。 こ

れ ら の 出 土状態 は墳裾の北側 の く ぴれ部寄 り に 雑然 と 倒 れ て い た と い い 、 特別 な 施設 ら し い も

の は な か っ た と き く 。 さ ら に 昭和41年 に墳裾 を け ず、 っ た さ い に も 、 同様 な ヤ ッ コ ダ コ 形石製品

と 蓋形石製品各 1 個 ずつ が出土 し 、 目 下現地 に 放置 さ れ て い る と い う 。 お そ ら く こ れ ら は墳裾

か ま た は墳頂 に 樹立 し た の で あ ろ う 。

中 ノ 城古墳 は 当地方 の 古墳群中最大の 前方後円墳 で、 周 溝は早 く か ら 蜜柑園 に な っ て い る が、

墳丘は昭和38年10月 に ブ ル ド ー ザー で開墾 さ れ 、 階段状 に 変形 し て し ま っ た 。 主軸の 全長98 m
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後 円部直径57. 50 m 高 さ 10 m 、 前方部幅69. 50 m 高 さ 12 m を 有 す る 。 お そ ら く こ の 古墳 も 姫 ノ 城

に 近 い 頃 の 所産 で あ ろ う 。 明 治 の 中頃後 円部 の 西側 が掘 り か え さ れ 大 き な く ぼみ を 生 ピ る 。 そ

の 頃人物埴輪 が出 土 し 、 現在東京国立博物館の 所蔵す る と こ ろ で あ る 。 墳丘の 各 所 に 円筒埴輪

の破片 が散布 し 、 中 に は線描 き の 文様 も み と め ら れ る 。

端 ノ 城古墳 は姫 ノ 城の 南方約 200 m に あ り 、 壌I頁 は 竜北村の 公園 に な っ て い る 。 主軸の 全長

66 m 、 後 円部直径40 m 現存高 さ 7 m 、 前方部幅42. 5 m現存高 き 8. 50 m を 有す る 。 墳頂 は け ず ら

れ後円部 に は 日 露戦争の記念碑 が あ る 。 お そ ら く 主体部 は そ れ以前 に 掘 ら れ た の で あ ろ う 。 こ

の古墳 も 姫 ノ 城や 中 ノ 城 と 同形式 で、 前方部 が後 円部 よ り も 約1. 50 m 高 い 。 周溝は地割線 と 空

溝 が と ぎれ が ち に 残 り 、 そ の 内側 と 墳裾 に 埴輪円筒列 がな ら ぶ。

物見櫓古墳 は 大野原の丘陵 が西 に む か つ て 半島状 に突出 し た丘項 に あ り 、 主軸 の 全長72 m 、

後阿部直径37. 50m高 さ 8 m 、 前方部幅30 m 高 さ 6 m を 有 す る 。 こ の 古墳 は他の 3 基 と ち がっ て 、

最 も 正常 な 前方後円墳本 来 の姿 を 呈 す る が周溝は な い 。 墳項 に 大 き な 盗掘拡が あ り 内部 の状態

は 明 ら か で な い 。 出土遺物 も 伝承 も な い が、 様式上前記の三古墳 よ り も 先行す る で あ ろ う 。
あ ま つつみ

こ れ ら の 前方後円墳の ほ か に 、 字上北山王171番地の2 1 こ 天堤 と い う 小形の 前方後円墳 l 基 が

あ っ た が、 昭和37年秋の開墾 に よ っ て完全 に 消滅 し た 。 そ の さ い 巨大 な 石製表飾 の 蓋 1 組が出

土 し 、 現在熊本大学法文学部 に保存 さ れ て い る 。 そ の形態 は姫 ノ 城出土例 と 同様 で\ 頂部 が帽

子状に 高 く 盛 り 上 る 。

ま た 上北山王 に は昭和37年 の 開墾時 に舟形石桔 が出土 し 、 同 じ く 下北山王の物見櫓 の 下 に は

舟形石桔の 石材 l 組が あ る と き く が確認 し て い な し ミ 。

な お 、 こ れ ら の 古墳群の 分布す る 地方は、 氷川 を は さ ん だ 宮原町 と と も に 、 倭名 類緊抄 に み

え る 肥伊郷 に 比定 さ れ る と こ ろ で、 さ ら に景行天皇紀 に み え る 火の 国火 ノ 邑 に 擬せ ら れ る と こ

ろで、 あ る 。

( 出 土 品)

野津古墳群 は い ずれ も 古 く 盗掘 さ れ 、 出土品 は散逸 し て し ま っ た 。

姫 ノ 城古墳出土品

0 石製蓋 3 組 (竜北東部小学校蔵)

0 石製靭 ? サ シ パ ? ) 3 組 (同小学校蔵)

昭和41 年墳裾 か ら 石製靭 ? 1 個 と 蓋 1 組が出土 し 、 現地 に 放置 さ れ て い る と い う 。

0 前方部 の墳裾 に 象形埴輪の破片出土。 1 括は 竜北西小学校 に 、 残 り は 花岡興輝氏蔵。

0 須恵器の器台 1 個 (竜北東小学校蔵)

0 水 品 切子玉 l 個 ( 乙益重隆保管)

中 ノ 城古墳 出 土 品
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0 須恵器破片 (竜北西部小学校蔵)

天堤古墳出土品

0 石製蓋 1 組 (熊本大学法文学部資料室)

上北山 王古墳 出土品

0 舟形石棺 1 組 (熊本大学法文学部資料室)

(土地概況)

現在墳丘部 の 開 墾 が行 な わ れ て い な い の は 、 姫 ノ 城古墳 と 物見 櫓 だ け で あ る 。 そ れ さ え も 現

在危機 に お か れ て い る 。

姫 ノ 城は昭和26年頃 よ り 周溝部 の 開墾が進み 、 す で に 前方部側 は早 く 蜜柑園化 し た 。 ま た 、 後

円部 を め ぐ る 周 溝 も 昭和27年以来 開墾 さ れ 、 毎年墳裾が約 2 m平均 け ず、 ら れつ つ あ る 。 け ず り

取ら れ た 後 は 蜜柑 を植 え 、 地主の計画では将来後円部 は完全 に と り く ずす 予定 と い う 。 前方部

の地主 は 目 下 の と こ ろ 雑木林の ま ま に し て お く と い う が、 こ れ も 早晩破壊 を 免 がれ な い 。 お そ

ら く 3 - 4 年後 ま で現状 を 保 ち う る か ど う か危 ぶ ま れ る 。

中 の城古墳 は 去 る 昭和37年 、 階段状 に プ ル ド ー ザで開墾 さ れ 、 い ち じ る し く 変形 し た 。

目 下の と こ ろ 墳 項 は 開 墾 し な い と 地主は云 う が、 い ずれ近年 中 に破壊 は 免 がれ な い 。 周溝 も 年

々 変形 し 、 今 の う ち に 保存処置 を と る 必要 が あ る 。

端 ノ 城は 村有地で あ る た め墳丘の変形 は 免 がれ て い る 。 し か し 墳項 は す で に 古 く 変形 し 周 溝

は わ ずか に 地割線 を た ど り う る に す ぎ な い。

物見櫓は 昭和38年 ま で松林で あ っ た が、 昭和39年 に 切 ら れ 、 こ れ も ブ ル ド ー ザ に よ る 開墾 が

行 な わ れ た 。 目 下墳丘だ け は 旧態 を 存 す る が、 今の状態 では こ の 2 - 3 年以内 に 完 全破壊 さ れ

る で あ ろ う 。

天堤古墳 は す で に 昭和37年 に こ わ さ れ た 。

(保存に対す る意見)
現在端 ノ 城 を 除 い て 、 す べ て 民有地で あ り 、 周辺 が蜜柑園 で あ る と こ ろ か ら 、 こ れ を 県 ま た

は村指定 に す る こ と は 困難で あ る 。 す で に 何度 か地主 に 対 し て指定 の承諾 を 求 め た が、 現段階

では 不可能 で、 あ る 。 こ の上 は 固有地域 あ る い は 県 ・ ま た は 村 有地 と し て 買 い 上 げ、 あ ら た め で

国指定 、 ま た は 県指定 す る こ と がの ぞ ま し い 。 土地の 買 い 上 げは 目 下 の と こ ろ 各地主 と も 承諾

し そ う で あ る 。

(周辺の土地開発状況)
す で に 野津古墳群の周辺 は ほ と ん ど開墾 さ れ 、 竜北村大野 か ら 野津、 宮原町馬 原古墳群、 園
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ノ 迫古墳群 に い た る ま で、 何 ら の 調査 も 経ず し て ほ と ん ど蛮柑固化 し た 。 今後開 墾 の 残 り が わ

ず か に あ る の で、 そ の部分 か ら 石棺等 の 出土す る こ と は あ っ て も 、 封土 を も っ た 古墳 の 発見 は

望 み が う す い 。 せ め て 現 在最 も 旧態 を と ど め る 野津古墳群 4 基の保存処置 だ け で も 、 早急に 着

手 す べ き で あ る 。

(報 告 書)
ま と ま っ た も の な し 。

O 八代郡教育会編 「八 代郡誌」

0 他 に 昭和39年 「石 人石馬研究会」 で行 な っ た測量成 果 に も と づ き 、 報告書執筆中 。

0 乙益重隆 「熊本県姫 ノ 城発見 の石製遺物」

九州 考古学 3 、 4 号 (1958年) 九州考古学会。

〈編者註〉

1 r竜北村」 は 昭和49年 4 月 1 日 よ り 、 「竜北町」 と 改称 し た。

2 旧竜北町立東部小学校 ( 旧吉野村立吉野小学校 ) は 旧竜北町立南部小学校 と 合併、

移転 し て 竜北町立東小学校 と 称 し て い る 。

小学校跡は 東部社会教育セ ン タ ー と な り 、 同校に保管 さ れ て い た 近隣遺跡か ら

の 出 土遺物は 同 セ ン タ ー 内 に 保存 さ れ て い る 。 (竜北町大野896番地 )

3 本論 ( 附論 2 ) は 乙益重隆氏が熊本県教育委員 会に 昭和43年 3 月 に 報告 さ れ た も

の で あ る 。

今回 、 御 同 意 を 得て 本書に掲載 さ せ て い た だ い た。

4 次 頁 に 示す 「野津古墳群実測図」 は 熊本県文化課に 保存 し て あ っ た 石 人石馬研究

会の実測図 を ト レ ス し た も の を 同 会の御 同意 を 得て 掲載 さ せて い た だ い た。

5 野津古墳群の う ち 姫 ノ 域 ・ 端 ノ 城の二古墳は 昭和47年 4 月 26 日 、 物見櫓古墳は 50

年 7 月 31 日 に そ れぞれ県指定 史跡 と な っ た。
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野津古墳群実測 図

一一端 ノ 城古墳一一
一一物見櫓古墳一一
一一姫ノ 城古墳一一
一一中 ノ 城古墳一一

野津古墳群の 実測 は昭和39年 8 月 下旬 に 石人石馬研究会の 手 に よ っ て 実施 さ れ ま し た 。 実施

に 当 っ て は朝 日 新聞社の後援 と 地元関係者の協 力 があ り ま し た 。

次 に 示 す 名 簿 は墳丘測量 に 関与 し た 人 々 の 名 前です 。 残暑 の き び し い 天候の 中 での 測量作業

の た め過労 で倒 れ た 人 々 、 蝉 に刺 さ れ た 人 々 、 漆 に 激 し く 気触 れ た 人 々 が出 ま し た 。

今回 、 こ の よ う に苦労 し て 作成 さ れ た 実測図 を 当 報告書 中 に掲載す る こ と を 承諾 し て 下 さ っ

た 石 人石馬研究会 に 対 し て 心 か ら 感謝 し ま す。 (村井)

調 査 者 名 簿
調査関係者名簿
石 人 石馬研究会 (代表 岡崎 敬)

蓑田 田鶴男 内 田 辰男 前田 繁雄 (竜北村村長)

沼田 育 コ (竜北村助役) 西村 義則 (竜北村教育長)

盛高 靖博 牛島 盛光 花岡 興輝

東 光彦 宮村 同t 平 岡 勝昭

杉村 彰一 限 H万日，土じ.、 高島 忠平

伊藤 査二 北川 繁秋 佐藤 伸 二

鬼塚 考明 村井 真輝 富樫卯 三郎

上野 辰男 緒方 勉 江上 敏勝

東 弘典 井上 辰 雄 田辺 哲夫

田添 夏喜 原 口 長之 松本 雅明

坂本 経尭 三島 格 乙益 重隆

宇土 高校社会部

※ 八 代郡竜北村 「野津古墳群調査関係 者 名 簿」 に よ る 。

地元協 力 者
中 島源徳 園 田 英雄 宮 川 松雄 尾上英雄 守 道順
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端 ノ :城古墳実測図
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附 2 第 2 因 物見櫓古墳実測図
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附 z 第 3 図 姫 ノ :滅古漬実jj\l}図
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附論 3
大 野 窟 古 墳

執筆者 ・ 三 島 格
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所 在 地

熊本県八代郡竜北村大野字芝原 ( 附 3 第 2 図 の 16) 通称岩屋本

調査期 日
昭和37年1 2 月 25 日 -30 日

調 査 者
松本雅明 、 花岡興輝、 隈 昭志、 平岡勝昭、 杉村彰一、 古田一英、

高 島忠平、 伊藤査二、 北川 繁秋、 倉田芳恵、 宇土高校、 熊本高校社会部 、

三 島 格 (責任者)

は し が き

附 3 第 1 図

は 附 3 図版 l

を 見 て 下 さ い 。

大野窟 ( い わ や) 古墳 は 、 か な り 古 く 開 口 し 、 石室の 巨大 な る こ と で著名 で あ る が、 戦時中

陸軍 に 使用 さ れ 又浮浪者 や見学者 な どの焚 き 火の た め に 、 壁面 は黒変 し 土砂の流入 も 甚 だ し い
註2

現況 に あ っ た 。 本墳 に つ い て は古 く 福原岱郎、 高橋健 自 氏 ら の 記 事 が あ る が、 い ずれ も そ の 記

載 は 簡 文 に す ぎ、 石室実測 図 は 『大和島庄石舞台 の 巨石墳JJ (浜田耕作) 所収 の 「 日 本古墳巨

大石室緊成J (梅原末治) の 中 に 下林繁夫氏の実測図 が収 め ら れ て い る が、 当 時 に お い て は 石

桔の形態 ・ 壁面 ・ 墳形 な ど が あ き ら か で な く 、 ま た 同書 自 身 も 稀観書 に 近 く 、 研究上 不便 で あ

っ た の で、 冬休み を 利 用 し て 上記 の 者 が墳形測量 と 石室実測 を 行 な っ た 。 玄室内 は暗黒 か っ 高

天井で あ る の で古墳裏の稲 田 宅 よ り 電線 を 引 き 照明 を な し 、 二段梯子 を 使用 し か な り の苦心 を

し て 実測図 を 作製 し た 。 調査 に あ た っ て は 、 竜北村助役沼 田 育三 、 教育長 西村義則 、 同委 員 会

宮村剛氏や県教委及 び乙益重隆教授 な ど か ら 種 々 の御高配 を 得、 同村高塚の小高重寿氏 は 自 宅

を 宿舎 に提供 さ れ 、 遺跡近 く の稲田幾一郎 、 同正盛、 木野次男 、 岡本勝、 岩 本 勇 、 同勝喜氏 な

ど か ら は 、 資 材 の提供の ほ か 多 く の 厚意 を 得 た 。 又在熊の 自 衛隊42連隊徳永義徳氏以下の隊員

諸氏 は 、 人 員 ・ 器材 な どの運搬の た め に 車鯛 を提供 さ れ た 。 明 記 し て 上記各住 に 感謝の 意 を さ

さ げ る 。

立 地

八代平野 を 西流す る 、 砂川 ・ 氷川 ・ 大鞘川 な どの流域平野の背後の丘陵地帯の 中 で、 北 は 砂

川 南 は 氷川 に 限 ら れ た 、 旧 吉野 ・ 大野 ・ 野津村 な ど に属す る 台地 は 、 4 基の 前方後 円墳 を含 む

肥後 に お け る 有 力 な 古墳 の 分布す る 地域の一つ で あ る 。 (第 2 図。 江上敏勝 「八代地方の埋蔵

文化財遺跡分布図」 の 一部 を 利 用 し た ) 本墳 は 八代市 に 通ず る 国道 の 、 大野バ ス 停留所 (至近

に 大野貝塚 あ り ) よ り 谷聞 を 通 っ て 本山部落 に 通ず る 道路の北側 の 、 ほ ぼ南北 に 伸 び る 比高30

- 139 -



- 40 m の舌状台地の上 に 立地す る 。 古墳下の本山部落 に 通ず る 道路上 か ら は 、 墳形 に つ い て は

判 然 と し な い が、 台地上 に 立 て ば、 ほ ぼ原形 を 保 っ た 円丘 が認め ら れ る 。 墳正の北斜面 と 東斜

面 は 、 か な り 急勾配で そ の裾 に は民家 が接 し 、 西側の斜面は若干 の は り 出 し が あ っ て 、 観音堂

と そ の境内 に な り 、 板碑 (大永六年1526年) が立つ。 石室の 開 口部 は境内 の 南側 下 で あ る 。

南斜面は北東の そ れと比べ る と 、 やや ゆ る や か で鞍部 の よ う な 低平地 を 介在 し て 台地状 に 南方

に か な り 突 出 し て い る 。 し か し て墳丘 と 突 出部 を含 め た 地形 は 、 台地上 に お い て あ た か も 前方

後 円墳 の ご と き 形状 を 示 す の で、 同地 を 訪れ る 人士の 聞 で話題 に な る こ と も あ っ た 。 さ ら に 突

出部 に は 古窟 (ふ る の い わ や) と よ ばれ る 古墳 (第 2 図16の南) が古 く 存在 し 、 僅 か に低 く 残

る 円墳状の小堆土 が そ の跡 で あ る こ と を 調査中 に 知 っ た が、 遺構 を 示 す も の は 現存 せ ず、 巨石

が あ っ た と い う 聞 書 き の 外 、 同墳 に つ い て は 知 る こ と がな い 。

墳項は か な り 広 く かっ平 ら か で蜜柑園 と な っ て お り 、 そ れ に つ づ く 斜面 は ほ ぼ全 周 に わ た っ

て 一段落 ち て 削平 さ れ て い る 。 こ の段落 ち を 含 め て 、 墳丘斜面 の 全域 は 竹雑木 な ど が密生 し て

い る 。

以上の観察 を 基 に し て 、 ま ず地形測量 を 行 な っ た 。 項部 を O と し て -50cm等高線 を 測 り 墳域

外 に 及 ん だ 。 そ の結果作製 さ れ た の が第 3 図 (紙面 の都合上回周 及 び-50cmの等高 を 略す) で

あ る 。 ま ず墳丘 に つ い て の べ よ う 。

墳 正

項部 の 平坦 な 部 分 は 径約 9 m で、漸次斜面 と な る が、 前述 の段落は概ね -1. 5- ー2 m の線で、 段

竹崎古墳 13 上北山王古墳

年 の 神 古墳 14 物見櫓古墳 ( 前 方

樋渡古墳 後 円 )

岩屋原古墳 15 下松尾古墳

山 中古墳 16 北一大野窟古墳

高雄古墳 南ー古窟古墳

永 田 古墳 17 乱橋古墳

七 つ 穴 、 五 つ 穴 、 園 の 18 高塚古墳

迫 、 嘗園 、 馬 i度各古墳 1 9 権 内 古墳

群 20 段古墳

姫の城古墳 (前 方 後 円 ) 21 大 瀬 田 古墳

中 の城古墳 ( 前方 後 円 ) 22 太尾古墳

端 の城古墳 ( 前 方 後 円 ) 23 六 反 田 古墳

下溝口古墳 24 太 山 古墳
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落 ち と な り 、 広狭の差は あ る がお お よ そ 2 - 4 m の 帽 を も っ て 、 墳丘 を ま わ る が、 西側 で は 欠

失 し て い る 。 こ れ は 観音堂や建碑の た め に墳内 を 必要 と し 、 は り 出 さ せ る た め に 削 り 取 ら れ た

も の と 考 え ら れ る 。 項上の 中心 か ら み て 完全 な 円 で な く 、 北~東側 は 円 く 西側 は 前記の境内、

南側 は耕作の た め に 削 り 取 ら れ て か な り い びつ で あ る 。 - 2 m 等高線 に お い て 南北径 ( 0 P 線

に お い て 以下同 じ ) 約2. 8m 、 東 西径 (石室主軸線 Q R に お い て 以下同 じ ) 約23. 4m を 測 り 、 -

8 m 等高線 に お け る 東西径 は約38. 5m で そ の 西端は石室開 口部 の 敷石部 に あ た る 。 し か し て こ

の敷石 は な お若干つ づ く と 思 わ れ る の で、 - 8. 5m の 東西 径を は か る と 、 約41 . 6m を 得 る 。 こ の数

値 は 、 本円墳の基底径 に 近 い 数値 と 考 え ら れ る 。 (註 6 参照) 南北径 は 前述破壊 に よ り 完全 に

は 得 ら れ ず、 現存長38. 7m を は か る 。 比高 は北側民家 の 畠 地 よ り 11 . 5m 、 西側境内 よ り 7. 5m南

側平地 よ り 6. 5m で、 羨門敷石 面 よ り 約 9 m で あ る 。

墳丘面 に は 、 葺石 ・ 埴輪 ・ 土 器 な どの遺物は認め ら れ な か っ た 。 次 に 問題 に な る の は 、 前記

の 西側 を 除 き 、 -1. 5- 2 m の等高線で お ち 2 - 4 m の幅でめ ぐ る 段落 ち で あ る 。 し か し て 西側

も め ぐ っ て い た と 推測 で き る こ と も 前記の ご と く で あ る 。 そ の 現況は と こ ろ ど こ ろ 土 く ずれ を

認 め 雑木 が密生す る が、 昭和34年 ま で は樹齢400年 を 経た 杉 が観音堂 の背後 に 準 え た ち 、 古来 ほ

と ん ど耕作 さ れ ず現況 に 近 い状況で あ る の で、 段築 と 考 え て よ い と 思 わ れ る 。 な お 、 削平 さ れ

た 墳丘の 頂部 は 、 裁頭円錐形状 を 一見呈す る が、 こ れ は 明 治末~ 大正初期 に塚状の 高 い 頂部 を

開 墾 し た も の で あ る 。 な お前記の 前方後円墳云 々 に つ い て は 、 古窟古墳 の 西側 断面 に は 、 封土

築成 の縞模様 を 認 め る が、 中 間低平部 の 断面 に は そ れ を 認 め ず、 航空写真 に よ る 所見 も 前方後

円墳 と は認 め ら れ な い よ う で あ る 。

石室の構造
(第 4 図) 封土 の 中央 を は ず れ て構築 さ れ た 、 複室の切石積みの横穴石室墳 で あ る 。 石室主

軸 は 北 よ り 56. 5度東 に ふ れ て 西南 に 開 口 す る 。 そ の基底 の地山 は 、 羨門部 の 石 敷 き 面 に 表 わ れ

て い る 。 以下便宜上墓道 か ら 玄室 に む か つ て 記述 し 、 む か つ て 右 を 南壁、 左 を 北壁 と 呼 び、 南

北各側壁石 に は 、 手 前 よ り 南1. 2…北1. 2… の番号 を つ け る 。

( 1 ) 墓道 流入堆積 土 を さ ら え 、 床面 を 露出 す る 今次の 調査 に よ っ て 発見 さ れ た も の で あ る 。

部分的 な 所見 で あ る が、 羨道部 の 敷石 は 羨門外 に も 及ぶ。 敷 石 は 厚 さ 5 - 10 cm の 大 小不整形

の 阿蘇熔岩片 で、 黄褐色 の地山 の 上 に 敷 き つ め た も の で あ る 。 敷石 の 北端 に t;t.， 高 さ 1 m 余 の

羨道 の側壁石 よ り も 低 い板石 (阿蘇熔岩 ) 2 箇 が、 羨門側壁 に 接 し て 立 つ 。 調査 日 数 の 関係上、

敷石南端の立石 と 敷石 の 起点 を た し か め る こ と がで き な か っ た が、 ボー リ ン グの結果敷石 は な

お 1 - 2 m の び る も の と 思 わ れ る の で、 羨門 に 至 る 墓道 と 考 え る 。

(2 ) 羨門 巨石 を 立 て た 西側壁 と 巨大 な 楯 石 が墳丘裾 に 露 出 し て お り 、 楯石 に は 扉 石 を は め

る た め の 長 さ 1. 96 m 深 さ 20cmの切 り こ み が あ る 。 そ の 直下 に は 扉 石 を 受 け る 設備 つ ま り 墓道 と

- 141 ー



羨道の 区別 は な く 、 敷石 で あ る 。 高 さ 2. 14m 幅1. 98m

(3 ) 扉石 約40数年前 ま では実在 し た が、 そ の後観音堂 の石垣 を 築 い た 時 に 、 割 っ て 材料 と

し た と い う 。 (稲 田幾一郎氏談) そ の形状は阿蘇熔岩 の 巨大 な 1 枚石 で 、 羨門 に ぴ っ た り は ま

る 大 き さ で、 彩色 は認め ら れ な か っ た と い わ れ て い る 。

(4 ) 羨道 平面形 は 、 ほ ぼ対称 に 4 個 の 巨石 を 縦 に 配 し た 長方形で あ る が、 羨門部 は ご く わ

ずか に 広 が る 。 天井 に は 巨石 を 架す。 床 面 は 墓道 と 同 じ く 地山の上 に 敷石 を 敷 い た も の で あ る 。

北1. 2南1 . 2の側壁石 に は 赤色 の顔料 を 塗彩 し た 装飾文 を 認 め る が、 剥落が甚 し く 図柄 に つ い て

は ほ と ん ど わ か ら な い 。 ま た 南 2 に は 明応 6 年 (1497年) 銘 の碑文 が あ る 。 開 口 の古 さ を 示 す

資 料で あ ろ う 。 前室 と は 、 2 個 の柱状の立石 で仕切 ら れ 、 立石の 聞 に は板状の 敷居石 (奥行38

cm) を お き 、 幅 1. 26m 余 の 入 口 を 中央 に つ く る 。 南 3 に も 赤色顔料の装飾文 を 認 め る が、 図柄

に つ い て は 不明 で、 あ る 。 奥行 き 3. 84m 、 幅 1. 80m 、 高 さ 2. 08m 。

(5 ) 前室 羨道 と 玄室 の 聞 に つ く ら れ た 、 ほぽ方形の平面形 を 示 す 、 小形の 石室 で あ る 。 側

壁は 巨石 の 立石 で、 玄室 と の 聞 に 幅 3 cmU上、 厚 さ 70cm、 高 さ 2 m 以上 の 巨石 を 立 て 、 仕切 り

石 と な し そ の 中央 を く り 抜 い て 入 口 (奥行65cm) と し て い る 。 ま た 仕切 り 石 に 接 し て 、 別個の

柱状の 石 (南、 北 5 南壁の そ れ は 面 が欠失) が立 ち 、 そ れ ぞれ顔料 ( 白 ・ 赤) の塗彩 を 認 め る d

又 南 ・ 北 6 に も 認め る が、 い ずれ も 図柄 に つ い て は 明 ら か に し がた い 。 天井 は 羨道 と 同 じ く そ

の 高 さ も ほ と ん ど変 ら な い 。 床面 は部分掘 り の結果、 羨道 と 閉 じ く 石敷 き で あ る こ と を確認 し

た が、 埋葬施設 の 有無 に つ い て は あ き ら か で な い。 奥行 き 2. 30m 、 幅 2. 1 6m 、 高 さ 1. 92m 。

(6 ) 玄室 土砂の堆積は80cm に お よ び、 排土 の結果 い く つ か の知見 を 得 た 。 平面形 は奥行 き

5. 23 m 、 幅 2. 90m の 長方形で、 奥壁 に は幅3. 5mの巨石 を 立 て 、 両側壁 に は 幅 2 m と 3. 05 m の 二

大石 を 対称 に 配 し 、 そ の す べ て に 彩色 に よ る 装飾 を 認め る が、 顔料の剥離や煤の た め 識別 は 困

難 で あ る 。 奥壁 に 接 し て 、 巨石 (阿蘇熔岩) を く り ぬ い た 石棺 が置 か れ 、 そ の 直上 に 石棚 が奥

壁 か ら 挺出 し て い る 。

石桔は棺縁 の み 従来露出 し て い た も の で あ る 。 長 き 2. 52m 、 幅 1 . 53 m 、 高 さ 87cm と い う 巨大

な も の で下底 は や や広 が り 安定感 を ま す 。 巨大 な 石室 に は ま こ と に ふ さ わ し い 堂 々 た る 石棺 で

あ る 。 棺内 に は 土砂が充満 し 、 遺物は認め ら れ な い 。 桔底 の 中央部 に 長径60cm、 深 さ 30cmの盗

掘の穴 があ る が、 下底 に は達 し て い な い 。 さ ら に盗掘は桔下 に も 及 び、 措前 の 敷石 を は ぎ石棺

を こ じ 上 げ か け た ら し く 、 多 少傾斜 し て い る 。 石棺の下 に は棺 を の せ る 棺台 は な い 。

石桔正面の棺縁 に の み桔蓋 を 受 け る き り こ み があ る が、 他縁 に は施 さ れ て い な い 。 桔蓋 は現

存 し な い が、 排土中 に わ ずか に 一片 、 棺身 に接す る 部分の き り こ み ( き り こ み部 に 赤色 の 顔料

の 附着 を 認 め る ) を も っ小片 を 得 た 。 そ れ は家形 を呈す る 形態 で あ る が、 棟幅な ど の 詳細 に つ

い て は小片 に す ぎ推定 で き な い 。

桔身正面 と 棺縁上面 に は 赤色顔料 に よ る 装飾 を 認め る 。 前者 に つ い て は残念 な が ら 図柄 に つ
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附 3 第 3 図 大野窟古墳墳形実測図
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附 3 第 4 図 大野窟古墳横穴式石室実測図
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い て は 明 ら か に し 得 な い が、 後 者 は 塗彩 の み と 思 わ れ る 。

石棺前方の床面 は 、 前述 の ご と く 破壊 さ れ て 敷石 を 失 う が、 黄褐色 の 粘土 の 地山 面 を 検出 し

得 た 。 前室 か ら 通ず る 通路 に あ た る 所 に 、 板状の 石 (阿蘇熔岩 長1. 6m 幅 1 m ) が置 か れ て い る が

盗掘 な ど に よ り か な り 動 い て い る 。 露 出 面 は 平滑で、 あ る が、 裏 面 は 加 工 面 で な い 。 通路 の 敷石

で あ ろ う 。 そ の 左右 に 屍床 が各 々 l 個 あ る こ と を 発 見 し た 。 北壁 に 接 す る 屍床 を 第 1 号 、 南壁

に接す る も の を 第 2 号 と 呼ぶ。 第 l 号屍床 長 さ 2. 3 m 、 幅 1 . 1 m 、 厚 さ 30 cm 余 の阿蘇熔岩 の l

枚石 を 周縁 を の こ し 、 舟底状 に 浅 く (20cm) く り 抜 い た も の で あ る が、 蓋 を 受 け る 切 り こ み は

な い 。 枕 な ど の 設 備 は な い 。 現況 は 一端 か ら お よ そ % ほ どの 所で折損 し て い る が、 屍床下 を 盗

掘 し よ う と し て こ じ 上 げ て 折損 し た も の で あ る 。 一端 に 接 し て 長 さ 70cm 、 厚 さ 30cmの板石 が立

ち 、 同形状の板石 が側壁 に 接 し て 倒 れ て い る 。 清掃の結果側壁 に 接 し て 須恵器破片 ( 第 5 図 の

4 ) を 得 た 。 そ の 出 土状況 か ら お そ ら く 本屍床 に伴 う も の と 考 え る 。

第 2 号屍床 は 第 1 号 の ご と く く り 抜 い た も の で な く 、 厚 さ 30cm 、 長 さ 2 m 板状 (阿蘇熔岩 )

の 屍床 で あ る が、 枕 な ど の 設備 は な し 泊 。 第 1 号 と 同様 に 一端 に 立石 が立 ち 、 通路 に 接 し て 、 板

石 が倒 れ 、 接 し て 別 の板石 を 抜 い た 跡 が認め ら れ た 。

両屍床 の 形態 は 、 横穴古墳 に 認 め ら れ る 屍床 と 系統的 に 類縁 が あ る と 考 え ら れ る 。 立石 は お
設7

そ ら く 屍床 を 通路 と 区画 し 保護 す る た め の 障壁で、 本 来 は 両 屍床 を め ぐ っ て 立 っ て い た と 思 わ

れ る が、 横穴古墳 に は 類例 を 見 な い よ う で あ る 。 2 個 の屍床の 先後関係 に つ い て は 明 ら か に し

得 な い が、 第 2 号屍床 が よ り 粗雑 な 作 り で あ る 。 両屍床 と も 顔料の 塗彩 を 認 め な い の で、 二次

・ 三次の追葬時 に は 、 顔料の使 用 は な か っ た の では な い か と も 考 え ら れ る 。

つ ぎ に 、 玄室の壁面 に つ い て の ベ る 。 羨道 ・ 前室 と 同様 に 面 を と っ た 巨石 を 縦 に 壁体 と し て

地山 の 上 に 立 て 、 そ の 上 に 切 石 (一部塊石使用) を横積 み に し て 持送式 に 積 み 上 げ最後 に 天井

石 1 枚 を も っ て お お っ た も の で あ る 。 奥壁面 を 見 る に 、 床 面 か ら 約 1 0 9 m の 高 さ に 石 棚 が挺出

し て い る 。 石棚 は 長 さ 約3. 3m、 幅約 2 m 、 厚 さ 60cm の 巨 大 な 一枚石 で、 そ の 両端 は 側 壁 に 架 せ

ら れ 、 そ の 前縁上 面 は 一段 ひ く く 段 を な し 、 同裏面 に も 浅 い き り こ み が あ る 。 前縁 に 朱 の 塗彩

を 認 め る 。 石棚上面 で古銭 (年代不詳) を 得 た 。 石棚直上 に は煉瓦状 の 比較的平 ら な 石 を 横 な

ら べ に し 、 そ の 上 に 人頭大の塊石 を 積 み 、 そ の 上 を 天井 ま で切石 を 横積 み に 10段積 み 上 げ る 。

南壁面 は 、 壁体の腰石直上 か ら 積 み 上 げ、 天井石直下で縦積 み に な ら べ る 。 前室 に 通 ず る 西壁

も 同様 に切 石 の横積 み で あ る が、 仕切石 の 上 に 巨岩 (長 さ 3. 1m 厚 さ 0. 8m ) を の せ 、 そ の 直上

か ら 横積 み を な す 。 彩色 に よ る 装飾 は腰石面 と 石棚前縁 ・ 石桔上縁 に の み 限 ら れ 石 積 の 壁面 に

は 認、 め ら れ な い 。

天井石 は 長 さ 3. 5m 、 幅 1. 5m 以上 の 巨大 な 平石 ( ほ ぼ中央 に 径 4 cmの 1 孔 を 穿 つ ) で、 天井

部 は 長方形状 を 呈 す る 。 し か し て 床 面 よ り 天井 ま で6. 48 m を 測 る 。 玄 室 の 断面形 は 梯形 で あ る

が、 前後両壁の傾斜 は左右両壁の そ れ よ り か な り 急 で あ る 。
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雨 水 の浸 入 に よ り 玄室壁面 の崩壊 は か な り 激 し い が、 巨岩 を 自 由 に駆使 し た 本墳 の 石 工技術

に は 見 る べ き も の があ る が、 石組み の 手法上注意すべ き 点 は 、 切 石 の 木 口 を 合せ て横積み に す

る 際 、 一石の 木 口 を か ぎの 手状 に切 り 取 り 、 他石 の 木 口 を 密着 さ せ る 積方で、 本墳 に お い て数

個 所認 め る 。 こ の 手法は 、 切石積み に お け る 自 然発生的 な も の で あ り 、 県 内 で は 本墳 よ り 古い
Jt.9 .lE1O 

年 代 の井寺古墳 の 東壁面 に も 認め ら れ 、 下降 す る 例 に は 大阪観音塚 ・ 群馬宝塔 山 古墳 さ ら に福

岡 御所 ヶ谷 の 水 門 の 石垣面 な ど に も 認 め ら れ る 。 ま た 玄室南北腰石上縁 の 内側 を 切 り こ み 、 段

を つ け る が、 床 面 か ら の 高 さ は 両 者異 な る 。 こ の切 り 込 み に つ い て の適 当 な 解釈は も た な い 。

本石室の 計測値 は 第 1 表 に 示す。

遺 物

開 口 が古 い た め 、 遺物 に つ い て は 全 く 手 がか り は な い 。 今次 の調査 に お い て 土 器片若干 を 得

た が、 すべ て 玄室の堆積土 中 か ら の発見 で あ り 、 副葬状況 を 知 る も の は ほ と ん ど な い 。

〔土師器〕

( 1 ) 脚付査形土器 ? ー脚部 の破片 と 思 わ れ る も の l 片。 胎土 は 密 で黄褐色 を 呈 し 焼成 は 硬 い 。

(2) 壷形土器一肩部 の み遺存 し 口縁部 と 胴腹部以下 を 欠失 す る が、 査形土器 と 考 え る 。 胎土

は 密 で、 色調は淡褐色 を 呈 す る 。 表面 に は縦の刷 け 目 、 裏面 は斜 め の櫛 目 を 認 め る 。

(3)  高郎形土器一郎部 と 脚端部 を 欠損 し 、 脚部 の み遺存。 胎土 は密 で焼成 は硬 く 紅色 を 呈 す

る 。 こ の種 の 高杯は横穴古墳 な ど に 出土 す る も の と よ く 似 て お り 、 下降 し た 編年 が考 え ら れ る 。

そ の他数片 あ る が、 細片 で特記 すべ き こ と は な い 。

〔須恵器〕

( 1 ) 邦形土器 (第 5 図 の 1 ) ー器体の厚 い平底 で、 表面 に は韓轍に よ る 水引 き の跡 がの こ り 、

底 部 は 切 り 放 し の ま ま で あ る 。 全体 と し て か な り 粗雑 な 仕上 げで あ る 。 胎土 は 密 で焼成 は硬 く

ねずみ色 を 呈 す る 。

(2) 聾形土 器ー か な り 大形の饗の破片 ほ ぼ 3 個体分 と 頭部破片 2 を 得 た 。 前者は嗣腹部 の み

の破片 で、 器形 の復元は困難で あ る が、 各個 の所見 は次の ご と く で あ る 。

イ 、 施文 は な い が庸 白 状の た た き 目 の上 に 、 横走 の か き 目 を 認 め 、 内 面 に は 同 心 円状 の た た

き 目 を認 め る 。 胎土 は 密 で焼成 は 非常 に硬 く 、 吹 き 出 し 軸 を 認 め る 。 ロ 、 格子 目 の た た き 目 に

縦の か き 目 を 認め る が、 内 面 に は た た き 目 は な い 。 ハ 、 条痕 の た た き 目 で、 内 面 に は た た き 目

は な い 。 後二者 は焼成 は悪 く や や瓦質 に 近 く 、 編年上 イ よ り やや降 る も の と 考 え る 。

頭部の破片 は 、 櫛描 き 波状文 を も つ が、 口縁の形状 は 不 明 で あ る 。 焼成 ・ 胎土 か ら 前文 3 個

の何 れ に も 属 さ な い 。

(3) 壷形土器ー イ ) (第 5 図 の 4 ) 口 頭ひ く く かつやや内傾 し た 器形で、 胴腹部以下 か ら す

ぽ ま り 、 底部 は あ る い は 台 がつ く と も 考 え ら れ る 。 内面 に は た た き 目 を 持 た ず、 肩部 に つ な ぎ
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目 を 認 め る 。 な お こ の 土 器 は 、 第 1 号屍床 に伴 う も の で あ る 。 ( ロ ) 口 縁 と 胴腹部以下 を 欠失

す る 肩部 で あ る 。 あ る い は 砲 で あ る と も 考 え ら れ る 。 表面 は う す い か き 目 で、 内 面 に は つ な ぎ

目 を 認 め る 。 胎土 は よ く 焼成 は 良 く 灰 青色 を 呈 す る 。 ( ハ ) 第 5 図 2 、 3 は 口 縁部 で あ る が

い ずれ も 口 頭部 に 櫛描 き 波状文 を も っ。 胎土 は 密 で焼成 は硬 く 2 は 灰 色 3 は ね ずみ 色 を 呈 す る 。

そ の ほ か長頭 ・ 短頚査の 口 頭 と 思 わ れ る 破片 が各 1 片 と 、 底部 に 近 い破片 や胴腹部 の破片 が若

子 あ る が、 い ずれ も 細片 に す ぎ あ き ら か に し 得 な い 。

(4 ) 高邦土 器一郎部 の 砂片 で、 脚部 が脱落 し た 跡 を 認め る 。 胎土 は 密 で色 調 は ね ずみ 色 を 呈

す る 。

( 5 )  大形器台 ( 第 6 図) 一郎部 1 片 と 脚部 3 片 の み遺存す る 。 郎部 は そ の 口 縁 と 脚部 に 接着

す る 部 分 を 欠 く が、 杯 は か な り 深 い 。 脚部片 の観察 に よ れ ば 、 短冊形 の透 し を も ち 、 櫛描 き 波

状文 と う す い 沈線 を め ぐ ら す 脚部 で あ る こ と が判 明 す る 。 遺存す る 破片 だ け で は 復 原形 を 得 る

こ と は困難で あ る が、 か り に 復 原 す れ ば図 (第 6 図) の よ う に か な り 深 い 郎部 を も ち 、 筒形の

台脚 ( ほ ぽ中央部 で直径16. 4cm ( こ 復 原 さ れ る ) が次 第 に 広 が り 脚裾 が わ ず か に 反転す る 型式 の

器台 に属 す る と 考 え る 。 本墳 よ り 古い例では あ る が県内 では 長 目 塚古墳 の 前方部 か ら 同例 が出

土 し て い る (註15参照)

( 6 )  瓦器 そ の 他ー査形土 器 口 縁部片 ( 第 5 図 5 ) と 費形土 器の 口 縁部片 や皿形土 器 の 小片 な

ど が あ る が、 細片 で特記 す べ き こ と は な い 。 瓦器以外 に 糸 切底 の 小皿の破片 や近代 の 陶片若干

が あ る 。 こ れ ら の 遺物 は 本墳 に 伴 う も の では な い が、 後 代 の 祭把 な ど に 使 用 さ れ た も の も あ ろ
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語
上記簡記 し た 本墳 の 石室構

造上の特徴 は 、 玄室 の 床 面 が

長 方形 で断面 は 梯形 を 呈 し 、

7 。

結
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石棚 を も ち 家形石棺 と 障壁 を

め ぐ ら す 二屍床 を お さ め る 、

切 石 積 み の複室の 巨 大 な 横穴

式石室 ( 長 さ 1 2. 4m ) で あ る 。
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大野窟古墳出 土土器復元図附 3 第 6 図

本墳 の 年 代 を 示 す遺物は 少

い が、 得 ら れ た 土 器の う ち 、 比較的 に 器形の判 明 す る 須恵器 を 考 え る と 、 童形土 器 の 口 縁 (第

5 図 2 ・ 3 ) は 、 三期後半 の 年 代 を 考 え る こ と が適 当 で あ ろ う と 考 え る 。 な お熊本県内 の こ の

時期 の 古墳 に 器台 を 伴 う こ と を 明 ら か に し た こ と は 今後の 須恵器研究上 に 資料 を提供す る も の

と い え よ う 。 第 5 図 l の郎形土 器 は 、 器形 ・ 手法上 か ら 同 4 の壷形土 器 と と も に 四期 に 属 し 、

こ の 査形土器 は 、 第上述土師器の 高郎形土 器 と は平行関係 に あ る も の と も 考 え ら れ る 。 な お 、

l 号屍床 に 伴 う も の で あ る 点、 も 注意 さ れ る 。 須恵器編年上 か ら の実年代 は 、 そ の 上 限 は 6 世紀

後 半 、 下 限 は 6 世紀末 な い し 7 世紀初葉 と い う 年 代 の 幅 が考 え ら れ る 。 ま た こ の 年 代 は 石室構

造上の特色 と い ち じ る し く 矛盾 し な い も の と 考 え る 。 王塚古墳 (福岡 県嘉穫郡桂川 町) に つ づ
位14 控15

く べ ン ケ イ が穴古墳 (熊本県山鹿市熊入) あ る い は上御倉 ・ 下御倉古墳 (熊本県阿蘇郡一 の 宮

町) な ど と ほ ぼ平行 の 年 代 に 比定 さ れ よ う 。 従来本墳 に つ い て は 、 巨石墳 な る が故 に 7 世紀代

に 属 す る で あ ろ う と い う 、 漠然 と し た 推定 が筆者 自 身 に も あ っ た が、 末期 の 所謂 巨石 古墳 と は

考 え に く い 上述以外の傍証 が あ る 。 本墳の玄室 の 高 さ と 羨道 の 高 さ を 、 後者 1 と し て 、 算出 し

で所謂 巨石古墳の数値 か ら は る か に は み 出 す 。 第 2 表上段 の 数値は

奈 良 県 を 中心 に し た 巨石墳の 諸例の数値 で あ り 、 数値の 変化 は 内部主体 の 家形石棺の形式的 な

た 計測値 は 3. 1 1 ( 第 l 表)

変遷 と 矛盾 し な い と い わ れ て い る 。 参考 と な ろ う 。 つ い で に 7 世紀代 に 属 す る 九州 諸例 の 一 、
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附3 第 1 表 大 野 窟 古 墳 石 室 計 測 値 数

玄 室 羨 門 加) 前 室 羨 門 (イ) 羨 道 羨 門

奥行 5. 23m 0. 65 2. 30 0. 38 3. 84 

幅 2. 90 0. 48 2. 16 1 .  26 1.  80 1. 98 

高 6. 48 1. 46 1 .  92 2. 00 2. 08 2. 14 

備考 1 羨門 の(イ)は 羨道 と 前室、 (ロ)は 前室 と 玄室 と の 聞 の 入 口 で あ る 。

附3 第2 表 羨 道 高 と 玄 室 高 と の 比 較 表

古 墳 名 所 在 地 羨 道 高 玄 室 高

第 石 舞 台 古 墳 奈良県高市郡明 日 香村岡
I 

天 王 山 古 墳 桜井市倉梯期 。

第 州 墓 古 墳 。 桜井市安倍E 
岩 屋 山 古 墳 高市郡明 日 香村越期 。

第 文 珠 院 西 古 墳 。 桜井市安倍E 
期 西 宮 古 墳 イシ 生駒郡平群村西宮

宮 地 獄 古 墳 福 岡県宗像郡津屋崎町

江 田 穴 観 音 古 墳 熊本県玉名郡菊水町

備考 1 上段は坪井清足氏の資料 (註16) に よ る 。
2 江 田穴観音古墳 に つ い て は註17 に よ る 。
3 宮地獄古墳 に つ い て は註17参照。

位17
二 の 数値 を 示す と 第 2 表 下 段の ご と く で あ る 。

2. 61m 4. 85m 

2. 61 4. 64 

1. 54 2. 58 
1. 68 2. 72 

1 . 7 2. 16  

1 .  76  1 .  98  

2. 85 2. 85 

1 .  42 2. 10  

全 長

12. 40m 

玄 室 高
羨 道 局

3. 1 1  

玄 室 品
羨 道 局

1 .  96 

1. 80 

1. 67 

1 .  62 

1 .  25 

1 . 1 2  

1 .  00 

1. 47 

最後 に 、 本墳 の 被葬者 に つ い て 少 し く 考 え た い 。 も と よ り 被葬者 を 考古学上 か ら 比 定 す る こ

と は 不可能で、 あ り 、 文献史学上 か ら の 考定 も 、 現在 わ れ わ れ の 知 る 史 料 の 範囲 か ら で は 同様 で、

あ る と 思 わ れ る 。 そ れ に も か か わ ら ず興味 を 覚 え る の は 、 筆者 の み で は あ る ま い か と 考 え る 。

次 に 筆者の仮説 を 提 出 す る 。 手 がか り を 得 る 方法 と し て 、 八代平野 に お け る 古墳 の 分布 を 前方

後 円墳 を 指標 と し て 捉 え る と 、 l 、 八代 群 4 基。 2 、 竜北 群 4 基。 3 、 松橋群 1 基+ ? の 3 群

に 大別 さ れ 、 そ の 中 で最 も 有 力 で あ る の は 、 2 の 竜北群 の 4 基 (姫の城 ・ 中 の 城 ・ 端 の 城 ・ 物

見 櫓 ) で、 い ずれ も 大 野 窟 古 墳 の 南約 1 . 5 km に 群 在 す る 。 ( 第 2 図 の 9 ・ 10 ・ 1 1 ・ 14) 4 

基 と も 考古学的調査 を 受 け て お ら ず、 内部主体や遺物 に つ い て は 不 明 の 点 が多 い が、 姫 の 城 ・

中 の城 は 全 長 1 00 m に 近 く 肥後 に お け る 有 力 な 前方後 円墳 の 一 つ で今 ま で に 姫の城 か ら は 円筒

埴論 ・ 器財埴論 ・ 大形 の 須恵器台 (第 7 図) 形象石製 品 、 中 の 城 か ら は 円 筒 埴 輪 ・ 人 物 埴 輪

(東京国立博物館蔵) な ど が発見 さ れ 、 さ ら に 中 の城の後円部裾 か ら 北約50 m は な れ た 地点 で、
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完形 に 近 い 蓋形石製品 1 個 と そ の近 く で別個体の
持加

支柱 を 発見 し た 。 こ れ ら の遺物中姫の城の形象製

品 と 新発見 の 蓋形石製品 は極め て 重要 な 遺物 で あ

る と 考 え る 。 石 質 は と も に肥後 に 多 産 の軟質 の阿

蘇熔岩 で、 前者は後 円部の丘裾 か ら の 出土 で 、 騎
時21

・ 靭 ・ 楯 な どの仮説の あ る 石製 品 と 蓋形石製品 で

あ る 。 後者の新発見の 蓋 は姫の城の そ れ よ り 大形

かつ重厚 で あ る 。 な お筑後 ・ 肥後 な ど に 豊富 な 分

布 を も っ て著聞す る 石人 は肥後南半 で は未発見で

あ る 。 上記の 分布 中 、 大量 か つ い ち じ る し い 変容

を 示 し た 石 人類 を 製作 ・ 樹立 し た の は 、 岩戸 山古

墳 で あ る 。 円体石人 5 、 属平石人10、 裸体石 人 3 、

楯 7 、 靭 2 、 さ し ば し そ の他の石製品40以上 が、

墳丘の み な ら ず 「別 区」 に ま で置 か れ 、 そ の墳丘

は北九州 第一の前方後 円墳 で あ る 。 石製品 の 或 る

も の は 、 埴輪 と の共通手法 が認 め ら れ る に し て も 、

伝統 に と ら わ れ な い 強 い 独 自 性 が各種石製品 に 認

め ら れ る こ と は 諸家の指摘 す る と こ ろ で あ る 。 本
経22

墳は筑紫国造磐井の墳墓 に 比定 さ れ る が、 彼 は 6

世紀の 前半継体天皇21 年 (572年) に 火 ・ 豊二国 に

掩拠 し 叛 を 起 し 、 翌年諒せ ら れ た が、 生 前 に 造 っ

間 3 第 ワ 図 姫の城古墳出土の器台
た 墓 に つ い て の 記載 が、 釈 日 本紀 に と どめ ら れ た

筑後風土紀の逸文 に あ る こ と は 周知 の ご と く で あ

る 。 こ の 叛以来 、 筑紫君一族 が肥後の 圏内 に 本 貫 を も っ肥君一族 と 婚姻関係 を 通 じ て 再編成 さ
Itz3 

れ た と 推察 さ れ る 書記 (欽明紀17年正 月 条) の 記載 があ る 。 肥君 は も と も と 八代平野の干拓 に

よ っ て 成長 し た と 考 え ら れ る 在地族長で、 朝延の権力 と 結 びつ い た 時期 は 、 5 世紀初頭 か ら 中
組24

葉 に か け て の 時代 で あ る と 考 え ら れ て い る 。 肥君の本貫地 に つ い て は 、 火国 を 和名 抄 に い う 肥
』主25

伊郷 に 比定 す る 八 木 田 政 名 の 説 を 鴫矢 と し て、 肥伊郷即 ち 現在 の 八代郡宮原町氷川域 を 、 多 く
.lt26 

の 文献史 家 は 想定 し 、 同地域内 に 立地す る 本前方後円墳群 を 肥君の墳墓 に 擬定 す る 説 も あ る 。

考古学的 に は未調査で、 個 々 の編年 も あ き ら か でな く 、 資料上の 制約 は あ る け れ ど も 、 今 日 ま

で知 り 得 た 上述 の遺物 を 通観す る と 、 石製品 の ご と き 特異性 を 指摘す る こ と がで き る と 思 わ れ

る 。

前記の形象石製品 は 、 熊本県は む ろ ん 九州 に お い て も た し か に 異色 の遺物で あ る が、 も っ と

- 150ー



も 類似す る 石製 品 は 、 岩 戸 山 古墳 の 石 製品 で あ る 。 姫の城出 土 の い く つ か の仮説の あ る 石 製 品

3 例 は 、 岩戸 山 の 扇平石 人 と 同 じ く 板彫式 に属 し 、 表現上 に も 強 い 類縁性 を 認 め 得 る 。 蓋形石

製 品 は岩戸 山 に は な く 、 全 国的 に も 数少 い遺物で、 計 3 基 の 出 土 は 注意 さ れ る 。 新発見 の 同 品

は 、 笠状の 石 と 棒状 の 支柱 か ら な り 、 笠石 は l 個 の 大石 を く り ぬ い て 、 笠状 に 形 成 (頂部 は 丸

く な く 突起状 と な る ) し た も の で あ る が、 径90cm、 高 さ 48cm と い う 巨大 な も の で あ る 。 そ の 裏

面 は 平滑で あ る が突起部 の 直下 に 支柱 を 受 け る た め の柄六 (径26. 5cm深 さ 10. 5cm) が あ る 。 支

柱 は 1. 89 m に 及 ぶ巨大 な 石柱で、 断面 は ほ ぼ長方形 を 呈 し 、 笠石 に 依入 す る 部分 に は浅 い く り

こ み があ る 。 し か し て 支住 は笠石 に 巌入す る 。 笠石 ・ 支柱 と も に 彩色 ・ 線刻 な ど の 加 飾 を 認 め

な い 。 材質 が石 で あ る と い う 制約上、 埴輪蓋 に み ら れ る よ う な 笠 の 項部 や四 方 に 装飾 を 加 え る

こ と は な い が、 そ の 反 面 に は 埴輪蓋 に お い て は作成困難 な 笠 を さ さ え る 長 い 支柱 を も っ。 ま た

奈 良 県 日 葉酢姫陵 出 土 の 埴輪蓋の よ う に 、 本例 も 実物大 あ る い は そ れ以上 と 推定 さ れ る 大 き さ

を も っ。 rr 日 本書紀J (欽明天皇13年条) i'和名 抄J i"万葉集JJ rr古語拾遺』 な ど に 見 ら れ る

蓋 は 、 貴人 の 威儀の調度 品 で あ り 、 そ れ を 仮器 と し て 土 ま た は 石 に 造形 し た も の が上記 の遺物

で あ る が、 生前の権力 の 強大 さ を う か が う に 足 る 遺物で あ る 。

つ ぎ に 、 南方八代群 と 北方松橋群の 前方後円墳 を な がめ よ う 。 両群 と も 考古学的調査 を 受 け

て お ら ず、 多 く は盗掘 ・ 破壊墳 で あ る の で、 内部主体や遺物 に つ い て あ き ら か に す る こ と は で
桂却

き な い 。 八代群 に は 1 、 大塚古墳 (八代市片方) 2 、 高取上 の 山 古墳 ( 八代市上片) 3 、 岡塚

第 2 号墳 (別 名 岡 の 坊古墳 八代郡竜峯村) 4 、 車塚古墳 ( 八 代郡竜峯村) の 4 基 が あ る 。 1 は

未発掘墳 で あ る が、 前方部 に 二段後円部 に 三段の構築 を 認 め る がす べ て が当 初 の 築成 に よ る も

の で あ る か 明 ら か で な い 。 全長58. 28m を 測 る 。 土師器や須恵器 ・ 円筒埴輪 な ど が採集 さ れ て

い る 。 2 は 後 阿部 に は割石積の一部 を 遺存 す る が変形 ・ 破壊 が甚 し い 。 前方部 に 熊野神社 を 杷

る 。 全長59. 09 m 、 土師器 ・ 須恵器 が採集 さ れ て い る 。 3 は 開 墾 の た め に 変形甚 し く 後 円 部 の

主体部 を 欠 ぐ 。 主軸長約40 m 前方部 巾 20 m 、 伴出遺物は 不 明 で、 あ る が 「中期 の 様式 を う け つ い
11却

だ 古墳 で あ ろ う 」 と 考 え ら れ て い る 。 4 は 現在は採草地 と な り 変形甚 し く 墳項 も 変改 が激 し い 。

3 の 岡塚古墳 と 一連 を な す も の と 考 え ら れ て い る 。 以上 4 基の 前方後 円 墳 の 立地上 の 特色 は 、

球磨川 の北岸 の し か も 沖積平野 に他の 円墳 と と も に 並列集中 す る こ と で、 東方竜峯 山地の傾斜

面 に あ る 円墳群 と 対象的 で あ る 。 松橋群 の 1 基 は 夫婦塚 と よ ば れ 、 雁回 山 (木原山 314m) 南麓

の低 い 台地上 に あ る 前方後 円 墳 で 「長径約50m 、 高 さ 9 mT1
で、 あ っ た が、 封土 (盛土) の 大部

分 が採土の た め に破壊 さ れ 、 内部主体や遺物 な ど に つ い て 明 ら か に し 得 な い が、 墳形の観察 か

ら 後期 に属 す る と 考 え る 。 そ の他、 同地区 に は 1 - 2 基の小型 の 前方後円墳 が あ る と い わ れ て

い る が、 確認 さ れ て い な い 。

以上八代平野 に お け る 、 3 群の 前方後円墳 を概観 し た が、 火 君 と い う 国造 の 版図内 に 包 含 さ

れ る と 考 え ら れ る 、 竜北群 の 古墳文化 が他群 の そ れ に 比べ か な り の 特異性 と 優位性 を 示 す こ と
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は 承認 さ れ る で あ ろ う 。 か か る 時、 そ の 背後 に 国造 の ご と く 地方政 治上 の 支配者 の 存 在 を 考 え

る こ と も 亦 自 然 で あ ろ う 。 そ の 基準 に 、 長軸100m l こ近 い 2 基の 前方 後 円墳 を 含 む 4 基 の 前方後

円墳 と 、 主 と し て形象石製品 な ど の遺物 を 考 え た 。 し か し て 、 姫の城 の ご と く 、 一墳 に 比較的

多量の特色 あ る 石製 品 を 副 葬 し 得 た 背景 は 、 は た し て 火 君独 自 の 所産 で あ ろ う か。 国造 と し て

の 権 力 を 考慮 に い れ で も 、 上文 に 見 た ご と く 筑紫君文化圏 の 影響 は 見 の がせ な い と 考 え る 。 ま

た 文献上 の 、 書紀欽明 記17年正 月 条 の 記事や 5 - 6 世紀 に お け る 筑紫 ・ 火 両 国 造 の 勢 力 を 考慮 に

い れ る と 、 両 者 に は 数 次 の 接触 が あ っ た も の と 想像 さ れ る 。 1 7年正 月 条 の 記事 も そ の 聞 の 一例

と 見 た p 。 さ ら に姫の城の 今 の と こ ろ 唯一 の 土 器 で あ る 、 大形 の 器台 は 、 岩 戸 山 に も 同類 が あ

る 。 と も に 円筒状の 器形 で あ る が、 岩戸 山 よ り も 退化 し た 型 式 で、 上 っ て も 三期前半 よ り も 下
』主34

ら ぬ 器形 と 考 え ら れ る 。 以上主 と し て 姫の城関係の遺物 を 中 心に 考察 し た が、 比較的近距離 に

立地す る 3 墳 も 、 相互 に 無 関 係 で、は な か ろ う と 考 え る 。 新 し く 発見 さ れ た 蓋形 の 石製 品 の 所属

墳 に つ い て は 現段 階 で は 決定 し 得 な い の で後 日 を 期 し た い 。

ひ る が え っ て 、 本前方後 円墳群の北方約 1 . 5切に立地す る 大野窟古墳 を 見 ょ う 。 既述 の ご と

き 巨大 な 石室 と 封土 を 構築す る た め に は 、 背後山地 か ら の 石 材 の 切 出 し ゃ運搬 ・ 構築 に 多 大 の

人 力 の 消費 が あ っ た こ と は 勿論 で あ る が、 こ う し た 第一級の 古墳 を構築 し 得 た 被葬者 は 、 や は

り 前述 の ご と き 政治権 力 を 背景 に し 得 た 者 で あ ろ う と p う 推論 は 、 中 通古墳群 (熊本県阿蘇郡

一 の宮町) や上御倉 ・ 下御 倉古墳 (熊本県阿蘇郡一の 宮町) な ど が、 周 辺 の 古墳群 と の 対比 に

お い て 、 阿蘇国造 の墳墓 に 比定 さ れ る ご と く 、 必 ず し も 飛躍的 な 考察 で は な い と 思 う 。

註 l 花岡興輝 「大野窟 関係 文献」 私刊 。 大野村磁之石刻 ( 明応 5 年) ・ 大野古城 を お さ め

る 。

註 2 福原岱郎 rßl�後雑見」 考古学会雑誌第 2 編 9 号 明 治32年 東京。

高橋健 自 『古墳 と 上代 文化』 大正13年東京。 Ii'熊本の歴史』 第 1 巻 昭和33年熊本。

註 3 浜田耕作 『大和島庄 石 舞 台 古墳 の 巨石古墳J 京都 大学研究報告 第 14冊 昭 和1 2年 京都。

註 4 周辺地域 で は 円墳 の 大 な る も の に は 、 茶 臼 山 古墳 ( 八 代 市上片町) が あ る 。 二段築式

で直径50. 91m 。 盗掘墳 ら し く 主体 に つ い て は 不 明 。 江上敏勝氏 に よ れ ば須恵器 ・ 土師

器 が採集 さ れ て い る 。 (同氏の プ リ ン ト 昭37. 38年 に よ る )

註 5 註 4 の ほ か 、 巨石墳 の 二段築成 は註 3 書 の 日 本古墳 巨大石室緊成 表 に あ る 。 九州分 は

豊前綾塚古墳 が あ る 。

註 6 隣接の小川町役場 の 資 料 ( 1/5000) で あ る が、 考古学上 の 目 的 を も っ て撮影 さ れ た も

の で は な い 。 又同写真 に よ れ ば大野窟古墳 は0. 8cm ( 東 西 ・ 南北径) の 径 が測 ら れ 、 測量

値 と 符合す る 。

註 7 渡辺正気 『佐賀 市関行 丸古墳』 佐賀県文化財調査報告書所収 昭和33年 佐賀 。
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註 8 /j"熊本県史蹟名勝天然記念物調査報告』 第 4 冊所収 昭和 2 年 熊本。

註 9 梅原末治 『近畿地方古墳墓の 調査』 所収 昭和10年 奈良。

註10 水野清一 ・ 小林行雄 『考古学辞典』 横穴式石室の項 昭和34年 東京。

註11 0'北九州古文化図鑑』 第 2 輯 九州考古学会 昭和26年 福岡。

註12 樋 口 隆康 「九州l古墳墓の性格」 史林 第38巻第 3 号 昭和30年 京都。

本村豪章 「装飾古墳 と そ の 背景」 広島史学会 第86号 広島。

話13 梅原末治 ・ 小林行雄 『筑前国嘉穂郡王塚装飾古墳』 京都大学研究報告第15冊 昭和15

年 京都。

註14 原 口 長之 「装飾古墳弁慶 が穴調査報告」 熊本史 学 第1 1号 昭和32年 熊本。

註15 坂本経尭 ・ 乙益重隆 『阿蘇長 目 塚 ・ 阿蘇谷 の古墳群』 熊本県文化財調査報告第 3 集

昭和37年 熊本。

註16 坪井清足 「墓制 の 変貌j 0'世界考古学大系.D 4 昭和36年 東京。

註17 宮地撤古墳の 計測値 に つ い て は鏡山猛教授の次 の 如 き 教示 を 得 た 。 羨門部 か ら 数m は

土砂 が流 れ こ み 、 床 面 は 不詳で あ る が、 現高 は2. 5-2. 8m 。 床 面 の確実 な 所で 2. 85 m を

測 る 。 ま た 玄室 と 羨道の 区別 が判然 し な い石室で あ る が、 玄室高 は 2. 85m で あ る 。 森貞

次郎 「北九州古墳 の編年的研究」 西 日 本史学第 1 号 昭和24年、 福 岡 。 な お宮地獄古墳

の 実測図 は鏡山教授 に よ る も の が註 3 書 に収 め ら れ て い る 。

梅原末治 「玉名郡江田 村中小路穴観音古墳調査報告j 1"熊本県史蹟名勝天然記念物調

査報告』 第 1 冊所収 大正11年 熊本。

註18 昭和33年花岡興輝氏 か ら 通報 を う け 調査 し た 。 本誌次号 に 実測図 を 発表 す る 予定 で あ

る 。

註19 乙益重隆 「熊本県姫の城古墳発見の石製遺物」 九州| 考古学 第 3 ・ 4 号 昭和33年

福岡。

註20 昭和37年1 1 月 八代郡竜北町 に て伊藤査二 ・ 高島忠平 ・ 北川 繁秋 ・ 三島 ら に よ っ て 発見。

近 く 紹介の 予定。 熊本大学保管。

註21 註19書

註22 森貞次郎 「筑後風土記逸文 に 見 え る 筑紫君磐井の墳墓」 考古学雑誌 第41巻 第 3 号

昭和31年 東京。 鏡山猛 叶ヒ九州 の古代遺跡』 昭和31年 東京。 本村豪章 「古墳文化 か

ら み た 北部九州社会」 考古学研究 第 7 巻 第 1 号 岡 山 。

註23 17年春正 月 、 百済の王子恵罷 ら む と 請ふ。 1J} り て 兵杖、 良 馬 を 賜ふ 甚 多 な り 。 亦頻 り

賞禄す。 衆の欽み嘆 む る 所 な り 。 是 に 阿倍臣、 佐伯連、 播磨直 を 遺 し て 、 筑紫国 の 舟師

を 率 ゐ て 、 衛 り 送 り て 国 に 達 ら し む。 別 に 筑紫 の火君 を 遺 し て 、 (百済本紀 に 云 く 、 筑

紫君の児、 火 中 君 の 弟 。 ) 勇 士一千 を率 ゐ て 、 弥氏 (弥氏は津の 名 な り ) に 衛 り 送 ら し

。。ra
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む。 (岩波文庫黒板勝美) 上文 に 論及 し た も の に 門脇禎二 「八 ・ 九世紀 に お け る 奴隷制

の 諸条件」 日 本史研究 47号 昭和35年 東京。

上 田 正昭 「 日 本古代国家成立史 の研究』

井上辰雄 「大化前代 の肥後」 熊本大学法文論叢 14号 昭和37年 熊本。

註24 註23井上書

詮25 八 木 田 政名 『新撰事蹟通考JJ 1841。

詮26 吉 田 東伍 『大 日 本地名 辞書』

斉藤忠 「国造 に 関 す る 考古学上 よ り のー試論J i"古墳 と そ の 時代JJ 2 所収

昭和33年 東京。

圭室諦成 『熊本 の歴史』 昭和29年 熊本。

松本雅明 、 乙益重隆、 山 口修編集 『熊本の歴史.! 1 昭和33年 熊本 所収。 そ の他

註23井上書註27志方書 な ど 。 火国肥伊郷説の反 対説 は 勿論 あ る 。 例 え ば井沢長秀 i"B�r�

地誌略JJ (1699) 成瀬久敬 『新編肥後国誌草稿JJ (1718年) 本居宣長 『古事記伝JJ (1798 

年) な ど で、 火 国不知火説の立場 で あ る 。 そ の ほ か 、 火 の 国阿蘇火 山 説 も あ る 。

註27 志方正和 「西南辺境 よ り み た律令国家」 芸林 第14巻第 l 号 昭和38年 東京。

註28 1 ・ 2 は 註 4 江上氏 プ リ ン ト に よ る 。

註29 3 ・ 4 は 『竜峯村史.! (乙益分担執筆) 昭和36年 熊本。

註30 註29書。

註.31 r松橋町所在文化財候補地説明」 松橋町教育委員会 昭和36年 松橋。

註32 註26斉藤書

設33 註12樋 口 書及同氏 「須恵器J i"世界陶器全集.! 1 昭和33年 東京。

註34 小 田富士雄氏 の 教示 を 得 た 。

註35 註15書

附記 1 調査 日 数の 制 限上封土築成及排水溝 な どの 調査は後 日 に ゆ ず、 っ た 。

2 地形 ・ 石室の 実測図 は隈 ・ 平岡 ・ 杉村 ・ 古田 ・ 高島 ・ 伊藤 ・ 北川 ・ 倉 田 の 諸氏 に よ

る も の で あ る 。 銘記 し て 感謝の意 と す る 。

〈編者註 1 > 文 中 の 市町村名 は 旧 市町村名 の ま ま に し て お い た 。 昭和54年現在 に お い て 、 竜

北村は 竜北町 に 竜峰村は 八代市岡町、 輿善寺町、 川 田 町 に な っ て い る 。

註 2 附 3 第 7 図 は元の原稿 で は 器台の写真で あ っ た が、 今回 は 実測図 を 入 れ た 。

註 3 本論 (附論 3 ) は 「九州 考古学 第19号 1 963 九州 考 古 学 会」 に 掲 載 さ れ た

「熊本県 八代郡大野窟 古墳」 を 三島格氏 の 御好意 に よ り 、 今回本書 に 掲載 さ せ て

い た だ き ま し た 。
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附論4
付 城 横 穴 群

山 鹿 市 城 小 原

調査 ・ 執筆者 隈 昭 志
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持 域 横 穴 群
(山 鹿 市 議 小 康)

1 . 位置 と 立地
岩野川 が そ の 本流菊池川 と 合流す る 地点 の 西側 に は 、 海抜65. 8m を 最 高 と す る 洪積台地 が南

北 に連 な っ て い る 。 合流点 か ら 北方約300m に鍋 田横穴群 ( 国指定史跡) 、 さ ら に 北 約 2. 3 km 

に 付城横穴群 ( 県指定史跡) 、 さ ら に北約1. 往m l こ城横穴群 (県指定史跡 ・ 26穴) が、 そ れ ぞれ

台地の 東側 に 面 し て 存 在 す る 。 ま た 、 付城横穴群 の西南約500m に は 装飾古墳 の チ プサ ン 古墳

(国指定史跡) 、 北約300m に は 馬塚古墳 (県指定史跡) が あ る 。

付域横穴群 は そ の 数 も 装飾の性格 な ど も 明確 に さ れ て い な か っ た が、 昭和42年度 の 調査 で か

な り 把握す る こ と がで き た 。 ま ず、 数 は北側 の 下段 か ら 1 号 と し 、 一段 目 に 36 、 二段 目 に 17、

三段 目 に は 12、 三段 目 の やや南の 下 に 3 穴の 計69穴 が、 約 200 m の 聞 に 一群 を な し 、 さ ら に 南

方約200m の距離 に湾入す る 谷 を 隔 て て 6 穴 が存在 し 、 合計75穴 か市在認 さ れ て い る 。

こ の横穴群 は 正式 に 発掘調査や実測 な ど が行 わ れ た こ と は な く 、 ほ と ん ど放置 さ れ た状態 で

あ っ た 。 し た が っ て 、 離灰岩 が脆弱 な こ と も あ っ て 、 確認 さ れ な い ま ま に 崩 壊 し た 横穴 が あ る

で あ ろ う と 想像 す る 。 ま た 、 第二次大戦 中 の 防空壕へ の転用 や物置 き な ど に 使 用 さ れ た 跡 も あ

ち こ ち に 認 め ら れ る し 、 聞 く と こ ろ に よ る と 、 第 二次大戦 中 の 頃 ま で は横穴の 入 口 に 相 当 な 数

の 蓋石 が転 が っ て い た と い わ れ る が、 そ の 後運 び出 さ れ て 、 現在で は そ の ほ と ん ど が な く な っ

て い る 。

II . 横穴群 の 特色

付城横穴群の 装飾 に つ い て は 『装飾古墳 .1 (平凡社 ・ 昭和39年) の地名 表 に あ る が、 現在 ま

での と こ ろ 一段 目 の21号、 28号、 32号 に装飾文 があ る こ と を確認 し た 。 ま た 、 横穴内 に 朱 を 認

め る の が 8 号 と 35号で、 ほ か に複室 に な っ て い る の が31号 で あ る 。 な お y 埋没 し て い る 横穴 も

多 く 、 横穴内部 を 実見 で き な い の で、 今後正式 の調査 を 実施す れ ば装飾 を も つ も の や複室 を も

つ も の な ど が発見 さ れ る 可能性 が あ る 。

次 に お も な 横穴 に つ い て 略述 す る 。

2 1 号一防空壕 と し て 使 用 さ れ て い た た め 入 口 は拡大 さ れ 、 横穴内 の 床 面 も 相 当 に 破壊 さ れ て

い る 。 墓室の 全長約3. 1 m 、 幅2. 7m 、 高 さ 約1. 96m で、 プ ラ ン は 方形 を 呈 し 、 天井部 は 寄棟 の

妻入 り に な っ て お り 屋根 の軒 を 表 わ す溝 が墓室 を め ぐ っ て い る 。 装飾 は 奥壁の ほ ぼ中央部 (奥

壁の床 面 よ り 約50cm の 高 さ ) の と こ ろ に 、 白 粘土 を も っ て 塗 り つ け て い る 。 具象的文様 で お そ

ら く 楯で は あ る ま い か。 な お、 奥壁 に は 点 々 と 朱痕 を 認 め る の で、 奥壁一面 に 朱 を 塗 っ た あ と
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o 1 m 

附 4 第 l 図 付城横穴第28号

白粘土で描 い た も の で あ ろ う 。 そ の ほ か奥壁画 に線刻様の線があ る よ う に も 観察 さ れ る が明瞭

で は な い 。

28号ー プ ラ ン は い わ ゆ る コ の 字状廃床 を 呈 す る が、 こ の う ち 、 奥屍床 の部分 は 一段 高 く 設 け

ら れ石屋形状 に な っ て い る 。 全長約3. 5m 、 幅約3. 3m で、 石屋形 の 幅 は 狭 く 、 約2. 35 m で あ る 。

天井は ド ー ム 形 で、 床 面 か ら 最 も 高 い と こ ろ で約2. 35 m を 計 り 、 墓室の左右の 壁画上端 に軒 を

表 わ す 溝 が認 め ら れ る 。 石屋形の 前面 に は 二枚の凝灰岩 の板石 を 左右 に は め こ ん で立 て 、 そ の

前面 に は線刻 と 朱 に よ る 鋸歯文 が描 か れ て い る 。 そ の ほ か 、 右袖石 の 南面 と 石屋形の屍床前面

に も 同様の線刻 に よ る 鋸歯 文 が あ る 。 ま た 墓室の左右の屍床 の一部 に は瀧灰岩 の は め こ み が認

め ら れ る 。

32号ー付城横穴群の 中 で最 も 特異 な 形状 を 呈 し 、 コ の 字状屍床 と さ ら に 作 り つ け の 石屋形 を

備 え て い る 。 墓室の 全長約3. 4m 、 幅3. 8m で、 入 口 寄 り の 幅 がや や広 く な っ て い る 。 石屋形 は

幅約 1 . 6mで、狭 く 、 床 面 よ り 約56cm高 く 作 ら れ て い る 。 と く に 、 石屋形 の 前面 に は 三枚 の 礎灰
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附 4 第 2 図 付城横穴 第32号

岩の板石 を ア ー チ 状 に 組ん で設け 、 線刻 に よ る 鋸歯文 と 朱で描か れ た 同 心円文が認め ら れ る 。

お そ ら く 、 こ こ の礎灰岩の質が軟弱 であ る た め 、 わ ざわ ざ良質の凝灰岩の板石 を 持 ち こ ん で、

そ れに 文様 を 描 い た も の と 思 わ れ る 。 天井は寄棟で、 入 口 は 平 入 り に な っ て お り 、 や は り 軒 を

表わす溝が壁画上部 を め ぐ っ て い る 。 床面か ら 天井の最高部 ま での 高 さ は 約1 . 8 m で あ る 。

以上の三例 は い ず れ も 墓室 内 の装飾であ り 、 こ の 山 鹿 ・ 鹿本地方 の鍋 回 、 長岩、 城横穴群 な

ど に み ら れ る よ う な墓室 外の装飾 は 現在の と こ ろ 不 明 で あ る 。

そ の ほ か 、 複室墓 と し て確認 し た 31号に つ い て は 規模の 点 に お い て他の横穴 と 大差 な い が 、

こ の墓室は 後世隣接す る 32号の 壁 を 破壊 し 、 両横穴 聞 の 出 入が出 来 る た め 、 蓋 を 閉 鎖 し た ま ま

の状態 に な っ て い て 、 そ の状態が墓室内 か ら よ く 観察 で き る 点 で珍 ら し い と い え る 。 ま た 奥室

は 未完成に な っ て お り 、 そ の形態 は よ く 分 ら な い が、 お そ ら く 石屋形様の も の を 作 る 予定 で あ

っ た も のが途 中 で 中 止 し た も の で は な か っ た か と 推測す る 。 こ の よ う な 造 り か け の横穴 は 城横

穴群、 長岩横穴群 、 桜の上横穴群 ( 鹿本郡鹿央町 ) に例があ る 。

竹城横穴群は装飾文及び墓室の特殊な こ と か ら 、 昭和49年 3 月 23 日 熊本県指定 史 跡 と な っ た。
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ill . 出土遺物
明 治44年 に 横 穴群のす ぐ 南側 に 県道が建設 さ れ た と き に 、 多量の須 恵器類が出 土 し た の で、

旧制鹿本 中学 ( 現熊本県立鹿本高等学校 ) お よ び熊本市立博物館 に 保管 き れ て い た が、 鹿本中

学の遺物は 昭和24年 、 同校の 火 災 の た め大半が不明 と な っ た。 第二次大戦 中 の 防空壕への転用

の際や そ の後 に お い て 採取 し た 遺物は 、 県立山 鹿高等学校 ( 現鹿本高等学校 ) と 山 鹿市 立 山 鹿

中 学校 に保管 さ れて い る 。 そ の 多 く は須恵器で、 ほ か に 少数の土師 片 と 金環 1 個が あ る 。 こ と

に 、 昭和40年 に 採石の た め に プル ドーザが入っ た と き 前庭部周 辺か ら 多量の須恵器が発見 さ れ、

山 鹿市立八幡小学校や平小城小学校の生徒が採集 し 、 一部は 山 鹿高等学校 に 保管 さ れ た が、 中

に は 完形品 も か な り あ っ た。 大体の時期は 須恵の m 期が主体であ る 。 た だ 、 残 念 な こ と に 横穴

内 か ら 検出 し た も のが少な い た め 、 横穴の形式 と 須恵の時期の的確 な 判 断がで き な い。

付城横穴群は 昭和49年 3 月 23 目 、 県指定史跡 と な っ た。

-160-



附論 5
寺山宮の東横穴群

玉名郡菊水町

調査 ・ 執筆者 高 木 正 文

- 161-



寺山宮 の東穴群
(玉名郡菊水町江田寺山)

1 . 位置 と 立地
菊池川 支流江 田 川 の 両岸 は 、 小山 々 お よ び河岸段丘 に 狭 ま れ た 小規模 の 水 田 がみ ら れ 、 そ れ

を 縁 ど る よ う に と こ ろ ど こ ろ に 高 さ 5 -30 m の阿蘇礎灰岩の崖 がみ ら れ る 。 こ の 崖面 に は 多 く

の横穴 が造 ら れ 、 ま た 後 に は 石切場 と な り 、 壊 さ れ た横穴 も 多 い 。

江 田 川 右岸 に は妙見横穴、 寺山宮の東横穴群、 寺山小原坂横穴群、 牧野横穴群 と 約 700 m の

附 5 第 l 図 寺山宮の東横穴群位置図
1 . 鴻谷と んご山横穴群 2 . 土喰石棺群 3 . 天神免石棺 4 . 狸が浦横穴群 5 . い ご浦横穴群 6 . 若宮
古墳 7 . 若宮石棺 8 . 江田穴観音古墳 9 . 妙見横穴 10 . 寺山富の東横穴群 1 1 . 寺山小原坂横穴群
12 . 牧野横穴群 13 . 中原北池ノ本石棺 14 . 中原帽子下横穴群 15 . 1草原入口横穴群 16 . 長カ横穴 17 . 北
原横穴群 18 . 大久保石棺 19 . 船山古墳 20 . 虚空蔵塚古墳 21 . 塚坊主古墳 22 . 清水原古墳 23 . 姫塚古
墳 24 . 松坂横穴群 25 . 水尻横穴群 26 . 城迫門横穴群 27 . 真福寺西古墳 28 . 真福寺東古墳 29 . 赤禿古
墳 30 . 前回古墳 31 . 宮の後古墳
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聞 に 4 群 が あ り 、 中 で も 牧野横穴群は石切 り で破壊 さ れ る 前 は50基以上 あ っ た と 推定 さ れ る 。

ま た 対面す る 江田 川 左岸 に も 、 中原帽子下横穴群、 鴬原入 口横穴群、 長 力 横穴、 北原横穴群 が

あ り 、 長 力 横穴第 l 号 は 羨 門 の 外側 に 円 文や鋸歯文 な どの幾何学文様が、 北原横穴第 3 号の 内

壁 に は線刻の絵が描 か れ て い る 。 ま た 寺山宮の東横穴群 か ら 西方 l kmの と こ ろ に は若宮古墳 (

前方後円墳) 、 江田穴観音古墳 ( 円墳) があ り 、 南西1. 泳mの と こ ろ に は 船 山 古墳 (前方後円墳) 、

虚空蔵塚古墳 (前方後円墳 ? ) 、 塚坊主古墳 (前方後円墳) な ど が あ り 、 山鹿 と 玉名 の 中間地域

に お け る 古墳 の 集 中 し た地点 で あ る 。

ll . 横穴群の 調査 と 概要
寺山宮の 東横穴群は寺山 の集落の北方、 標高約50m の富山 の 東側崖面 に あ り 、 昭和初期 に 数

基 ( お そ ら く 5 、 6 基) あ る こ と が確認 さ れ た が、 そ の後亀裂が生 じ 、 集 中 豪雨 の 際 に転落 し

た た め 、 北端の 2 基だ け残 っ て い た 。 こ れ を北側 か ら 第 l 号、 第 2 号 と 呼ぶ こ と に し た 。 し か

し こ の 2 基 に も 亀裂 が生 じ 、 倒壊の危険 に さ ら さ れ て い た た め 、 第 2 号 に つ い て は昭和43年頃

個人的 に 実測 を 行 っ た が、 第 l 号 は未実測の ま ま で あ っ た 。 そ の後 、 こ こ を 九州縦貫 自 動車道

が通 る こ と に な り 、 昭和44年 7 月 に 第 1 号 に つ い て も 実測調査 を 行 っ た も の で あ る 。 な お、 破

壊 さ れ る か と 思 わ れ た 2 基の横穴 は 、 景観は一変 し た も の の 、 か ろ う じ て道路の法面の と こ ろ

に顔 を 出 し て い る 。 ま た 前面 を埋め ら れ た の でオ到壊の危険は な く な っ た 。

E 
附 5 第 2 図 寺山宮の東横穴群配置図
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皿 . 各横穴 と 特徴

第 l 号一南東 に 開 口 し 、 床面 は 垂直 な 崖 の 下 か ら 約 3 m の 高 さ に あ る 。 羨 門 の外側 に 四角 な

飾 り 縁が三重 に あ り 、 最 も 外側 の 表飾は幅2. 0m 、 高 さ 10 6m を 計 る 雄大 な も の で、 造 り も 丁寧

で あ る 。 羨門部 は最大幅O. 54m 、 高 さ O. 64m 、 長 さ O. 42m を 計 る 。 墓室 は極め て 組 い 造 り で、

壁面全体 に 奥 に 向 か っ た ノ ミ の痕 が残 っ て い る 。 外観 と は 不釣合で、 あ る 。 墓室の 大 き さ も 最大

o 2M 

附 5 第 3 図 寺山富の東横穴実測図 (第 l 号)
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幅O. 85m 、 奥行1. 20 m 、 高 さ O. 76 m と 狭 い 。 こ の よ う に 墓室内 は 狭 く 粗 い も の の 一 応 埋 葬 は

可能 な 大 き さ で あ る の で造 り か け では な い と み ら れ る 。 但 し 成 人 の遺体 を 伸展葬で安置す る こ

と は 不可能で、 あ る 。 奥壁近 く に は 亀裂 が横切 っ て い る 。 床面 に は土 が い く ぶ ん み ら れ た が、 撹

乱 さ れ て お り 、 調査の 時 に 土師質 の皿の破片 が 3 個体分発見 さ れ た 。 い ずれ も 後世持 ち 込 ま れ

た も の と み ら れ る 。

第 5 図( 1 )(i 口 径14. 0cm、 高 さ 3 . 1 cm を 計 り 、 体部下方 を箆け ず り さ れ た 糸 切 底 の 皿で あ る 。

(2)は 口 径約13. 5cm を 計 り 、 口縁部 は い く ぶん外反 し て い る 。 他の 1 個 は 口 縁部 が尖 り ぎみ に薄

く な っ た皿の小破片 で あ る 。

o 2M 
I 司

附 5 第 4 図 寺山宮の東横穴実測図 (第 2 号)
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附 5 第 5 図 寺 山 富 の 東横穴採集遺物 ( I . 2  第 l 号内 ・ 3 . 4 . 5 第 2 号内 )

第 2 号一第 l 号 と 並列 し て い る が、 主軸 を 南南東 に と り 、 床 面 は 第 1 号 よ り 1 m 程低 い位置

に あ る 。 羨門部 と 天井の 大部分は壊 れ て い る 。 床面 も 後世 に 荒 ら さ れ 、 穴 が掘 ら れ た り 、 火 が

燃や さ れ た り し た跡 が あ り 、 住 ま い に も 利 用 さ れ た よ う で あ る 。 墓室の プ ラ ン は 方形 で、 残存

部 か ら 復元 す る と l幅3. 0m 、 奥行約2. 7m 、 高 さ 2. 4m あ っ た と み ら れ る 。 屍床 は 3 区 あ っ た と 推

定 さ れ 、 奥の屍床 は 幅O. 7m 、 長 さ 2. 5m 、 左右の屍床 は幅約 1 m 、 長 さ 約1. 6m 程 で あ っ た ろ う 。

壁面 は 丁寧 に仕上 げ ら れ て い る 。 墓室 は床 か ら 立 ち 上 が り 、 O. 5m の と こ ろ に軒が造 ら れ、 さ ら

にO. 5m 立 ち 上 が っ た と ごろ に も 軒 を 造 り 、 天井 は寄せ棟 と な っ た 、 二階建 て の 家 を 模 し た 形 で

あ る 。 床面 の埋土 を 除去 し た 際、 3 片 の遺物が発見 さ れ た が、 い ずれ も 横穴の 時期 の も の で は

な い 。

第 5 図(3)は土師質 の皿の破片 で、 体部 は 丸み を も ち 、 口縁部 は わ ず か に外反 し 、 口 径 は約8. 8

cm を 計 る 。 (4)は 瓦質 す り 鉢の破片 で、 内面 は い く ぶん摩耗 し て い る 。 (5)は 曹 の脚部 で、 弥生時

代後期 の も の で あ り 、 上方の宮山 に弥生時代遺跡 があ る も の と み ら れ る 。

寺山 宮 の 東横穴群 は 2 基 し か残存 し て い な い も の の 、 1 基は外側 が丁寧 な 造り で あ る に も か

か わ ら ず、 墓室は 粗雑 な 造 り で あ り 、 他の 1 基は墓室 が大 き な 二階建 の 家形 を し て い る と い う

特異 な も の で あ る 。 ま た 並列 し て 存在 し な が ら 形態 ・ 規模 が全 く 異 な る の は な ぜで あ ろ う か。

周辺の横穴群 と 合 わ せ て 進 め な け れ ば な ら な い研究課題 で あ る 。
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梅 木 谷 横 穴 群
(鹿本郡鹿央町梅木谷)

1 . 位置 と 立地

菊池川 の 支流の 江 田 川 上流 に は 河岸段丘 が発達 し 、 部 分的 に 阿蘇凝灰 岩 の 崖 面 が露出 し て い る 。

こ こ に梅木谷横穴群 と 諸井横穴群 が川 を 挟 ん で'100m 離 れ て 対峠 し て い る 。 こ の 付近 で は横穴 は

こ こ だ け し か発 見 さ れ て お ら ず、 最 も 近 い も の で も 西 方 (江田 川 下流) 3 km に あ る 牧野横穴群

と 北東 に 同 じ く 3 km離 れ た 米野横穴群 で あ る 。 ま た 周 辺 の 古墳 と し て は 2 km 陸離 れ た駄 ノ 原台

地 上 に駄 ノ 原 長 者 古墳 な ど 3 基、 広台地上 に 堤古墳群 ( 円墳 3 基) な ど 6 基の 古墳 が あ る 。

附 6 第 l 図 梅木谷横穴群位置図
1 . 梅木谷横穴群 2 . 諸井横穴群 3 米野横穴群

4 . 堤古墳群 5 . 駄 ノ 原長者古墳
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ll . 横穴群 の 調査 と 概要

こ の横穴群 は 全国遺跡地図 〔熊本県) (文化財保護委 員 会発行、 昭和41 年) で は 「山 内横穴」

と し て 記録 さ れ て い る が、 そ の 後 「梅木谷横穴群」 と 呼ぶ こ と に し た 。 昭和40年秋 に 熊本県立

山 鹿 高等学校考古学部 で山鹿周辺 の横穴の基数 と 形態 の 調査 を し た が、 そ の 時筆者 ら は こ の 横

穴群 に つ い て も 調査 し た 。 し か し 実測 は 行 わ な か っ た 。 そ の 後 、 九州縦貫 自 動車 道 の建設計画

が発表 さ れ 、 ルー ト 内 に 横穴群 が入 る こ と が わ か り 、 昭和45年 に 熊 本 県 立鹿 本高 等学校 と 同鹿

本 高 工 高等学校 の 考古学部 の 援助 を 受 け て 杉村彰一氏 と 隈昭志 が実測調査 を 行 っ た ( 第 1 - 6

号) 0 i-た 九州縦貫 自 動 車道建設着工後 、 未調査の横 穴 が も う 1 基 ( 第 7 号) あ る の を 発見 し

た の で、 高木正文 が急逮実測調査 を 行 っ た 。

梅木谷横穴群 は 独立 し た 小正陵 (通称至誠園 、 標高65. 4m ) の 北側崖面200m の 範囲 に あ る 。

残 っ て い た の は 東側 に 3 基、 西側 に 4 基で あ っ た が、 江 田 川 に浸食 さ れ て い る 中 間部分 に も 10

基以上 あ っ た の で は な か ろ う か。 各横穴の 名 称 は 東側 か ら 第 1 号 、 第 2 号 、 第 3 号 、 第 7 号、

第 4 号、 第 6 号 と し た 。 7 基の う ち 西側 の 4 基が九州縦貫 自 動 車道建設 に よ っ て 消滅 し た 。

こ の横穴群の う ち 第 1 号 ~ 第 4 号 は 現水面上約0. 8m - 10 2m と 低 い位置 に あ る が、 第 5 号 と 第

6 号 お よ び小型横穴 の 第 7 号 は そ れ よ り も か な り 高 く 、 現水面上約2. 20 m の と こ ろ に あ る 。 こ

の う ち も っ と も 保存 の よ い の が、 第 5 号 と 第 6 号 で あ る 。 そ れ は比較的 高位置 に あ る た め 、 梅

雨期 に お い て も 増 水 の流入 を ま ぬ がれ た の と 、 羨門の外側 がす ぐ 川 に 面 し て 、 横穴 に 人 が侵入

し に く い こ と も 関係 あ る と 考 え る 。

ID . 各横穴 と 特徴

第 l 号ー北北東 に 開 口 す る が、 羨門部 と 墓室の 前半部 は 崩 れ落 ち 、 奥壁近 く が残 っ て い る の

み で あ る 。 隅 丸 の 方形 プ ラ ン で、 墓室 の幅 は2. 12m 、 高 さ は 10 40m を 計 る 。 屍床 は 通路 の 左右

に 2 区 み ら れ 、 通路 の 幅 O. l m 、 高 さ 0. 1 m 程度 の 支切 り がみ ら れ る 。 屍床 の 幅 は 羨門 か ら み

て 右 が0. 65 m 、 左 が0. 75 m を 計 る 。 天井部 は ド ー ム に 近 い が、 床 か ら 0. 9m の と こ ろ に軒 を 表 わ

す と み ら れ る 線刻 が残 っ て い る 。 出土遺物は な い 。

第 2 号一 ほ ぼ北 に 開 口 し 、 羨門部 か ら 第 l 号側 の 墓室 に か け て 挟 ら れ て い る 。 プ ラ ン は 長方

形 で幅2. 15 m 、 長 さ 2. 40 m を 計 る 。 床面 は 後世削平 さ れ た た め 、 奥壁近 く が残 っ て い る だ け で、

平坦に近 い 。 残存 し て い る 奥 の屍床 か ら 天井 ま では10 50m を 計 る 。 天井 は 家形 で 、 平入 り 型式

で あ る 。 床 面 か ら 0. 9m の と こ ろ に軒 を 表 わ す段 が明瞭 に め ぐ ら さ れ て い る 。 出土遺物 は な い 。

第 3 号ー北北東 に 開 口 し て い る 。 割合保存 が良 い 。 外壁 は浸食 さ れ て い る が、 羨 門 は 長 さ 0.6

m あ り 、 幅0. 58m 、 高 さ 0. 88 m を 計 る か ま ぼ こ 型 で あ る 。 墓室 は 幅1. 90m 、 長 さ 2. 54 m の 長方

形 の プ ラ ン で奥 と 左右 の 3 区 の 屍床 を 造 り 出 し て い る 。 奥の屍床 は左右の屍床 よ り も 0. 20m 程
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附 6 第 2 図 梅木谷横穴実測図 (上、 第 l 号 ・ 下、 第 2 号 )
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2 m 

附 6 第 3 図 梅木谷検穴実測図 (上、 第 3 号 ・ 下、 第 7 号)
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高 く 遺 ら れ 、 区切 り も 割合明瞭で、 あ る が、 左右 の屍床 は い く ぶん縁の 方 が高 ま っ て い る も の の

区切 り が明 瞭で、は を い 。 屍床 の 規模 は 奥 が幅0. 60 m 、 長 さ 1. 85 m 、 羨門 か ら み て 右 が幅約0. 6 m

長 さ 1. 75m 、 左 が幅約0. 55 m 、 長 さ 1. 76m を 計 る 。 左の屍床 は後世の破壊の跡 がみ ら れ る 。 天

井部 は ド ー ム 型 の 単純 な 形式 で あ る 。 通路 か ら 天井 ま での 高 さ は 1. 2m を 計 る 。 内部 か ら 多 数 の

亀 甲 や骨 が検出 さ れ た 。 し か し こ の 動物遺体がは た し て横穴 と 直結 す る も の か ど う か 、 不明 で、

あ る 。

第 7 号ー東北東 に 開 口部 を も つ が、 奥壁近 く が残 っ て い る だ け で あ る 。 こ の横穴群 中 で最 も

小型 の横穴 で あ る 。 仕上 げ は い く ぶ ん粗 く 、 奥壁 は 3 つ に挟 ら れ 、 ノ ミ 痕 が残 る が、 プ ラ ン は

ほ ぼ長方形 を 成 し て い た も の と み ら れ る 。 墓室の幅は1. 3m を 計 り 、 小形 で、 あ る に も か か わ ら ず、

屍床 は 3 区設 け ら れ て い る 。 屍床 は 3 区 と も 平坦で、 中央部 の 通路 か ら 右 が0. 12、 左 が0. 24m

高 く 、 奥 は さ ら に 高 く 、 0. 35m を 計 る 。 奥の屍床 は幅0. 3m 、 長 さ 1. 28m あ る 。 奥 に 向 っ て 右の

屍 床 は 幅0. 35 m 、 左の屍床 は 幅0. 40m を 計 り 、 長 さ は 1. 3m 以下 と 推定 さ れ る 。 3 区 の 屍床 と も

成 人 の埋葬は 困難 な 大 き さ で あ る 。 天井 ま での 高 さ は復原す る と 1. 3m で、 ド ー ム状 を 成 し て い

た と み ら れ る 。 出土遺物は な い 。

第 4 号一北東 に 閉 口 し て い る 。 こ の横穴群の う ち も っ と も 規模 の 大 き な 横穴 で あ る が、 残念

な が ら 乞 食 や浮浪者 の住居 と な っ た こ と が あ っ て 、 横穴内部 、 と く に 床 面 の破壊 がい ち じ る し

い う え に 、 煮 沸 に よ る 煤 の 付 着 も ひ ど い 。 し た がっ て 以下 に述べ る 数値 は 復原値 で あ る 。 プ

ラ ン は幅2. 35m 、 長 さ 1. 75m の 方形の墓室 に 、 さ ら に 奥 に 2. Om X O. 77m の 屍床 を 造 り 付 け た よ

う な 形 を 呈 し て い る 。 お そ ら く 奥の屍床 も ふ く め て 3 区 の屍床 を も っ て い た も の で あ ろ う 。 床

面 か ら 天井 ま での 高 さ は約1. 6m あ り 、 天井の形は変化 の 乏 し い ド ー ム 型 と み ら れ る 。 羨門部 は

左側 を破壊 さ れ て い る が幅0. 6m と 推定 さ れ 、 長 さ は約0. 86m で あ る 。 羨門部 の 前 は1. 65 m 、 高

さ 約1. 7m を 計 り 、 さ ら に 入 口 に 向 か つ て 狭 ま り な が ら 約1. 2m の び、 羨道部 を 形成 し 、 最外部

は段 がつ け ら れ て い る 。 奥壁 か ら 最外部 ま では4. 7m を 計 る 。 出土遺物は な い 。

第 5 号一北東 に 閉 口 し て い る 。 羨門部 は幅0. 52m 、 高 さ 0. 78m 、 長 さ 0. 44m を 計 り 、 正面観

は長方形 で あ る 。 さ ら に 羨 門 の 外側 に幅0. 80m 、 高 さ 0. 93m と 幅1. 30m 、 高 さ 1. 06m の二重の

飾 り 縁 を め ぐ ら し て い る 。 墓室 は幅1. 88m 、 長 さ 2. 10m で い く ぶ ん胴張 り の長方形 で あ る 。 3

区 の屍床 が設 け ら れ 、 区切 り 部 は 高 く 造 り 出 さ れ、 奥の 区切 り の 中央はV 字形の油流 し がみ ら

れ 、 左右の 区切 り は そ の部 分 が欠 損 し て い る が こ こ に も あ っ た も の と み ら れ る 。 左右の屍床 は

通路 よ り 約O. lm 高 く 、 奥の死床 は さ ら に 高 く 通路 よ り 約0. 2m 高 く 造 ら れ て い る 。 屍 床 に は 造

り 付 け の枕 が設 け で あ り 、 奥の屍床 は 羨門 か ら み て 右 に 、 左右 の屍床 は そ れ ぞれ羨門側 に 1 個

ずつ の枕が設 け ら れ て い る 。 各屍床 は石枕の設備 が一段高 く 造 ら れ て い る た め 、 狭 く 感 じ る が

石枕部 を 含 め た 屍床 の 大 き さ は 、 奥 が幅 0. 48 m 、 長 さ 1. 80 m 、 羨門 か ら み て 右 が幅 0.69 m 、

長 さ 1. 50 m 、 左 が 0. 70 m 、 長 さ 1. 50 m を 計 る の で、 伸 展 葬 を と る 余地 は 充分 あ る 。 墓室 は
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附 6 第 4 図 梅木谷横穴実測図 (第 4 号)
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附 6 第 5 図 梅木谷横穴実測図 (第 5 号)
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附 6 第 6 図 梅木谷横穴実ìJlU図 (第 6 号 )
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ま さ に 家形で、 高 さ 約0. 4m の屋根 を も ち 、 家型石棺 を 横穴 に転 じ た 感 が あ る 。 寄 棟 造 の 家 に

妻入 り の形 を と っ て い る と い え る 。 通路 か ら 天井 ま での 高 さ は 1 . 5m で あ る 。 な お各屍床 を 河 原

石 が埋め つ く し て い た が、 埋葬時 か ら の も の か ど う か不明 で あ る 。 出土遺物 と し て は 第 3 号 に

例 が あ っ た よ う に 多 数 の 亀 の 甲 な ど を 検出 し た 。

第 6 号一東北東 に 開 口 部 を も っ 。 羨 門 は 正面観 が長方形 で、 幅0. 65m 、 高 さ 0. 8m 、 長 さ 0. 62

m で あ る 。 羨 門 の 外側 に は さ ら に 幅0. 98m 、 高 さ 1. 03 m と 幅1. 41 m 、 高 さ 1. 20 m の 二重の飾 り

縁がつ く が、 内側の飾 り の 左右 は上部 よ り 一段 く ぼん で い る 。 な お飾 り 縁 に は 赤色顔料の塗 ら

れ た 痕跡 が認 め ら れ た 。 墓室内 は幅2. 20m 、 長 さ 1. 83 m の 幅の広 い 長方形 プ ラ ン を 呈 し 、 2 区

の屍床 が通路 に 沿 っ て 並 ん で い る 。 第 5 号 と 同 じ く 石枕の 造 り が あ る が、 配置の 点 で は 第 5 号

と か な り 異 な っ て お り 、 複雑で、 あ る 。 羨道 か ら み て右毘床 は 幅0. 67 m 、 長 さ 1. 88m あ り 、 奥 と 入

口側 と に そ れ ぞれ l つ の 石枕 が彫 ら れ て お り 、 差 し 違 え て遺体 を 納 め た も の で あ る 。 そ れ に し

て も こ の場合石枕 が ど ち ら も 中央寄 り に 設 け ら れ て い る の は 不 自 然 で あ る 。 何 ら か の 理 由 が存

す る の で あ ろ う か。 左側 の屍床 は幅O. 11m 、 長 さ 1. 93m を 計 り 、 奥 に 2 つ の 石枕 を 有 す る い わ

ゆ る ダ ブ ル ベ ッ ド 式 で あ る が、 羨門側 に も 頭 を 置 く 凹 み は な い が枕状の施設 が あ る 。 墓室の形

態 は 第 5 号同様の寄棟造 り の家型で妻入 り に掘 ら れ て い る 。 通路 か ら 棟 ま で の 高 さ 1. 10m 、 天

井 ま で の 高 さ 1. 63m を 計 る 。 第 5 号同様河原石 がみ ら れ た が、 出土遺物 は な か っ た 。

梅木主主横穴群 は 比較的 数 が少 な い に も か か わ ら ず、 そ の 型式 がバ ラ エ テ ィ に 富 ん で い る こ と

に注 目 し な け れ ば な ら な い 。

平 面 図 は ほ と ん ど が長方形で、 屍床 は 2 区 と 3 区 と が認め ら れ る 。 そ の う ち 2 区 の場合で も

と く に 第 6 号 は 同 時 に 4 体 は 納 め る こ と がで き る 施設 を 有 し て お り 、 横穴 が本来 の性格 と し

て 墓地、 そ れ も 追葬墓 と し て の性格 を 示 す こ と がよ く 理解で き る わ け で あ る 。 3 区 の屍床の場

合で も 第 5 号 は 頭部 の位置 を 暗示す る 一つ の例 と し て 貴重 で、 あ る 。 ま た 第 7 号 は 3 区 の屍床 を

有 す る が小形 で、 成 人 の遺体 を そ の ま ま 安置す る こ と は 困難で、 あ る が小児 で あ れ ば可能で、 あ る 。

小形横穴 に 新 し い 問題 を 提起す る も の で あ る 。

残念 な こ と に 横穴 の 時期の決め 手 と な る 遺物 を 全 く 検出 す る こ と がで き な か っ た け れ ど も 、

こ う し た プ ラ ン 、 墓室 の形態 な ど に よ っ て 、 今後時期的 な 問題 も 解決 で き る も の と 期待 し た い 。
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崩 平 横 穴 群

飽託郡北部町
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崩 平 横 穴 群
(飽託郡北部町和泉崩平)

1 . 位置 と 立地

北部町は坪井川 と 井芹川 が流れ 、 両河川 に浸食 さ れ た 両 岸 に は い た る と こ ろに 阿蘇凝灰岩 の

露頭 がみ ら れ 、 こ の部分 に 多 く の横穴 が造 ら れ て い る 。 現在知 ら れ て い る だ け で も 、 北部 町 に

19 ヵ 所の横穴群 が あ る 。 崩 平横穴群 は井芹川右岸 に あ り 、 こ の 付近 では右岸 の 方 は 崩 平以外は

割 合 に緩斜面 で あ る の で横穴 は 少 な い が、 対面 す る 左岸 (東側) は割合 に 急 で阿蘇凝灰岩 の 露

頭 も 多 く 、 ー下掴横穴群、 豆尾横穴群、 黒井横穴群、 坂下横穴群、 狩衣横穴群 な ど が造 ら れ て

附 7 第 l 図 崩平横穴群位置図

1 . 今熊横穴群 2 . 崩平横穴群 3 . 迫畑古墳 4 . 大塚原古墳 5 . 原 口原横穴群 6 . 扇回横穴群 7 . 
橋口古墳 8 . 釜尾古墳 9 . 六反田横穴群 10 . 一丁畑横穴群 1 1 . 豆尾横穴群 12 . 黒井横穴群 13 . 坂下
横穴群 14 . 狩衣横穴群 15 . 飛回葉山塚古墳 16 . 辻横穴群
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附 7 第 2 図 崩平横穴群介布図
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い る 。 崩 平横穴群の あ る 崖 の 上部 は 中世の赤水城の跡で、 こ の奥 は 広 い台地 と な っ て お り 、 崩

平横穴群 か ら 南西 に 1 km余 り の と こ ろ に迫畑古墳 と 大塚古墳 の 2 基の 円墳 があ る 。 ま た 井芹川

沿 に 2 km南下す る と 装飾古墳 と し て 有 名 な 釜尾古墳 (円墳 ・ 横穴式石室 ・ 国指定史跡 ) があ る 。

II . 横穴群の 調査 と 概要
崩平横穴群 は わ ず か 2 基 か ら な る が、 こ の う ち 1 基 が山鹿一熊本 自 転車道の建設 に よ っ て 、

羨道の 一部 が破壊 さ れ る こ と に な っ た の で、 昭和53年12月 急蓮実測調査 を 行 っ た 。

赤水 か ら 延 びた舌状地形 の突端 は 南北 に 井芹川 で浸食 さ れ 、 高 さ 4 m -22m の 凝灰岩崖面 を

長 さ 70m に わ た っ て さ ら け 出 し て お り 、 こ こ に 1 基の横穴 が あ り 、 こ れ を 第 1 号 と す る 。 ま た こ

の崖面 は 南端 か ら 西 に 曲 が り 、 中段が長 さ 40m 続 い て い る 。 こ の部 分 は凝灰岩 の 質 が悪 く 、 高

さ も 2 . 5m 程 し か な い が こ こ に も 1 基の横穴 があ り 、 こ れ を 第 2 号 と す る 。 こ の 2 基は 直線距

離で36m 離 れ て い る 。 こ の 2 基の聞 に 横穴 が存在 し た か ど う か不明 で あ る が、 そ の残欠 す ら み

る こ と がで き な い 。 2 基の う ち 第 l 号 は保存 が良 い が、 不幸 に も こ の 横 穴 の 羨道部の 一部が

破壊 さ れ る こ と に な っ た 。

ID . 各横穴 と 特徴
第 l 号一約 6 m の崖 の や や上方 に あ り 、 東北東 に 閉 口 し て い る 。 羨道 は 幅0. 65m 、 高 さ 0. 85

m 、 長 さ 0. 63m を 計 り 、 正面観は胴 の張っ た 長方形 を 呈 し 、 そ の 外側 に 二段の縁飾 り が あ る が

下部 と 向 っ て 左側 は壊 れ て い る 。 羨門の直前は床の右端 に こ の部分 を 掘 り 窪め て い た 形跡 がみ

ら れ厚 さ 0. 3m 、 幅1. 2m も あ る 石蓋 を し て あ っ た 可能性 も あ る 。 な お こ の部 分 に さ ら に 掘 ら れ

て い る 幅0. 15m 、 長 さ 0 . 7m の溝は羨門入 口 の 方向 と い く ぶ ん ず れ て お り 、 ま た ノ ミ 痕 も 新 し

い よ う な の で後世の も の と み ら れ る 。 ま た 正面 か ら 見 て縁飾 り の右端 に あ る 長方形 の く ぼみ も

ノ ミ 痕 が新 し い 。 墓室内 は 幅2. 30m 、 長 さ 2. 00m の奥がや や狭 い胴張 り の 台 形 を 呈 し 、 屍床 は

2 区設 け ら れ て い る 。 通路 と 屍床 の 区切 り は 造 り 出 し て い な い が羨門近 く は段差 が あ り 、 奥壁

近 く は浅い溝で表現 し て い る 。 羨道 か ら 見 て右の屍床 は 中程で幅 o . 9m 、 長 さ 2. 00m 、 左 の 屍

床 は幅0. 88m 、 長 さ 1. 85m を 計 る 。 墓室の形態 は 、 高 さ 約 1 . 2m の と こ ろ に軒の あ る 家形 で、

平入 り の形式 で あ る 。 通路 か ら 天井 ま での高 さ は1. 75m あ る 。 羨門 か ら み て 右側 の屍床 の 壁 に

は掘 り く ぽめ た 所 が あ る が後世 に掘 ら れ た も の で あ り 、 通路 の横 に あ る 穴 も 後世 の も の で あ ろ

う 。 内部 は後世 に 何度 も 火 を燃 し た ら し く 、 煤が付着 し 、 床 に も 灰 がた ま っ て お り 、 出 土遺物

は な か っ た 。

第 2 号一南南東 に 開 口 部 を も っ 。 第 1 号 の地点 よ り も 軽石状の も の を 含 む組悪 な 礎灰岩層 で

あ る た め 、 横穴の羨門 も 壊 れ て お り 、 内壁 も 剥落がみ ら れ る 。 墓室 は 幅2. 28m 、 長 さ 約1. 80m

を 計 る 横広 の楕円形で、 床 は 平坦 な ま ま で屍床 の 区切 り は な い 。 羨 門近 く に 不明 瞭では あ る が
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附 7 第 4 図 崩平横穴実測図 (第 2 号)

溝状の ノ ミ の痕 が あ る の は 羨門部 を 造 っ た 時の傷跡で あ ろ う か。 天井部 は 高 さ 1. 49m の単純 な

ド ー ム で あ る 。 内部 に は後世火 を燃 し た跡 があ っ た が、 土 も ほ と ん ど入 っ て お ら ず、 出 土遺物

も な か っ た 。

崩 平横穴群 は 2 基で は あ る が、 墓室 は整 っ た 家形 と 極 め て 単純 な ド ー ム 形 で あ っ た 。 出土遺

物がな い の で時期 が不明 で あ る が、 形態 の差は時間的 な 差 を 示 す も の か も し れ な い 。 遺物 を 伴

な う 横穴 か ら の 追求 が必要 で あ る 。
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2 表土排除後
( 北 方 よ り )
谷の奥 に は

五 ッ 穴横穴

群 が関 口 し
て い る 。

| 発掘直前の墳丘

( 東方 よ り )

3 周 溝の発掘終了

( 北方 よ り )

図版 2 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 遠景
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2 0 C 断面

図版 4 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 墳丘 の 断面
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| 曲 る 周 溝

2 周 溝末端部

図版 6 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 周 溝 第 I - VI 区



第 I 区遺物 出 土状態

2 3 大賓の破片 出 土状態

図版 7 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 周 溝中 の遺物 出 土状態



| 羨道部

2 第 !x . x 区

3 第 X 区

図版 8 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 第 庇 . x 区



| 馬具 ・ 武具 ・ 装身具の 出 土状態

2 金環 ・ 力 子 の 出 土状態 3 メ ノ ウ 製の 丸玉 出 土状態

図版 9 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 第 医 . x 区遺 物 出 土状態



| 絞 具 出 土状態 2 轡 ・ 銀環出 土状態

3 鉄鉱 出 土状態

図版 1 0 B 地区 (岩立 C 古墳) 第 庇 . x 区遺 物 出 土状態



l 石 室正面

2 西側側壁外面

3 奥壁裏面

図版 1 1 B 地区 (岩立 C 古墳) 石室外観



奥 壁

2 権 石

図版 1 2 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 石室内観



l 東側側壁 と 奥壁

2 東側 々 壁 と 権石

図版 1 3 B 地区 (岩立 C 古墳) 石室内観



出土の集石 ( J - 3 層 中 )

2 隆起女土器の 出 土状態

図版 1 4 B 地区 J - II 区の遺物 出土状態
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1 . 2 ・ 3 須恵器高1不

4 周 溝第 I 区 よ り 出 土 5 周 溝第 II 区 よ り 出 土

図版 1 6 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 出土の須恵器
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1 • 2 器 .L>. 
ロ
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5 

3 �警 の 口 縁 4 ・ 5 ・ 6 土不

2 

4 

7 高

図版 1 7 B 地区 ( 岩立 C 古 墳 ) 出 土 の 須恵器
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匂理胆圃'
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4 

6 

8 
7 9 

1 0  

1 2  

1 1  

1 - 1 3 杯 1 4  器種不明 1 5 近世陶器

図版 1 8 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 出 土 の 須恵器 と 近世陶器
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l 土 鍋
2 湯 釜

3 高 台付規 4 土師質土器

5 高 台付萱 (蔵骨器)

図版20 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 出 土 の 土器
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3 

図版2 1 B 地区 (岩立 C 古墳) 出土の指輪



2 

4 

図版22 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 出 土の埴輪
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2 3 

4 

5 

図版25 B 地区 (岩立 C 古墳) 第 rx . x 区 出 土馬具
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3 4 
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7 9 

図版26 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 第 rx . x 区 出 土 馬具
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O • 

図 版27 B 地区 ( 岩立 C 古墳) 第 立 . x 区 出 土武具 ・ 装身具



図版28 B 地区 出 土縄文式土器



語圏島

輔冒

図版29 B 地 区 出 土縄文式土器



図版30 B 地区 出 土縄文式土器
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図版3 1 B 地区 出 土 の石器



図版32 B 地 区 出 土の石器
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A . B • C 卜 レ ン チ発掘風景

2 A ト レ ン チ

図版34 C 地区 (大瀬田横穴群) ト レ ン チ



i 小川 町砂川 右岸 よ り 見 る

2 参道 よ り 見 る
図版35 D 地区 ( 高 塚古塔群) 全景



2 

図版36 D 地区 ( 高塚古塔群 ) 御神体 と 古塔
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( 乙益 )北方 よ り後 円 部中 ノ 城古墳2 
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大野窟古墳 ( 羨 道 よ り 玄 門 を 見 る )2 
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